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安全に正し くお使いいただ くために

京セラ ミ タページプリ ンタLS-6020をご購入いただきまして誠にあ りがと う ございます。

この使用説明書は、プ リ ンタを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方法・日常の手入れおよび簡

単な ト ラブルの処置などができるよ うにま とめたものです。ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みくださ

い。また、お読みになった後は、本製品の近くに保管して ください。

この使用説明書および本製品の表示では、本製品を正し くお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への

損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ うになっています。

警告：この表示を無視して誤った取扱いをする と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
示しています。

注意：この表示を無視して、誤った取扱いをする と、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示

またこれら以外にも、印刷品質に関する注意や、本機の操作上の注意等であるこ とを示す「お知らせ」表示も し

ています。

△記号は注意（危険・警告を含む）を促
す内容があるこ とを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容が描かれ
ています。

記号は禁止の行為である こ と
を告げる ものです。図の中に具体
的な禁止内容が描かれています。

●記号は行為を規制したり指示する内容
を告げる ものです。図の中に具体的な指
示内容が描かれています。

「注意一般」 「禁止一般」 「強制一般」

「感電注意」 「分解禁止」
「電源プラグをコンセン ト

から抜け」

「高温注意」 「必ずアース線を接続せよ」
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注意ラベルについて

本製品には、下記に示す位置に安全に関する注意ラベルを貼っています。紙詰ま り処置時に火傷や感電などの

事故のないよ う ご注意ください。

■ レーザ光に関する注意

注意

本体内部のレーザスキャナ・ユニッ ト ではレーザ光が放射されています。内部のカバーには、警告ラベルが貼

られています。（下図参照）レーザ光にさ ら され ないために以下のこ とに注意して ください。

●本機内部の固定されているカバーは外
さないでください。レーザ 光がもれるお
それがあ り ます。内部の点検・調整・修理
は京セラ ミ タジャパン株式会社正規特
約店、またはお客様相談窓口へご依頼く
ださい。

●本機を改造しないで く ださい。火災、感
電、およびレーザ光がもれ るおそれがあ
り ます。

レーザ光に関する警告（本体内部）

後部カバー内部 プリンタ前面
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機械を設置する時のご注意

■ 設置環境について

注意

●本製品をぐ らついた台の上や傾いた所
など不安定な場所に置かないで くださ
い。落ちた り、倒れた り して、けがの原因
となるこ とがあ り ます。

●本製品を湿気やほこ り の多い場所に置
かないでください。万一電源プラグにほ
こ りやゴ ミ などが付着している場合は
取 り除いて く ださい。火災、感電の原因
となるこ とがあ り ます。

●本製品をス ト ーブなどの熱源や可燃物
が近く にある場所に置かないで くださ
い。火災の原因となるこ とがあ り ます。

●本製品の冷却効果を保つため、機械の周
辺は下記のスペースを確保して く ださ
い。特に本製品左側には通気口があ り、
壁などに近づけないで ください。充分な
スペースがないと冷却されず、発熱や性
能不良の原因とな り ます。

その他の注意事項

●本製品は設置する場所によっては外気条件が加
わって、性能が維持できな くなる場合があ り ます
ので、常温常湿の室内（室温 23 °C、湿度 60%RHが
適当）に設置し、下記のよ う な場所は避けて くだ
さい。

• 窓際など、直射日光の当たる場所や明るい場所
• 振動の多い場所
• 急激に温度や湿度が変化する場所
• 冷暖房の冷風や温風が直接当たる場所
• 通気性、換気性の悪い場所

■ 設置電源・アースについて

警告

●表示された電源電圧以外の電圧で使用
しないでください。またタ コ足配線をし
ないで く ださい。火災、感電のおそれが
あ り ます。

●電源プラグはコンセン ト に確実に差し
込んでください。電源プラグの刃に金属
などが触れる と火災、感電の原因とな り
ます。

●必ずアース線を、コンセン ト にあるアー
ス端子などのアース対象物に接続して
く ださい。ガス管、電話専用アース線に
は接続しないでください。アース接続が
されないで万一、漏電した場合は火災、
感電のおそれがあ り ます。なお、アース
接続ができない場合は、京セラ ミ タジャ
パン株式会社正規特約店、またはお客様
相談窓口へご相談ください。

●電源プラグは製品の近くの容易に接続
できるコンセン トにつないでください。

■ 包装用ビニールの取り扱いについて

警告

●本製品に使っている包装用のビニール
を子供に触れさせないで く だ さい。ビ
ニールが鼻や口に吸着する と、窒息する
おそれがあ り ます。
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取り扱い上のご注意

■ 機械の取り扱いについて

警告

●本製品の上に花瓶、植木鉢、コ ップや水
などの入った容器または金属物を置か
ないでください。こぼれた り中に入った
場合、火災、感電のおそれがあ り ます。

●本製品のカバーは外さないで ください。
内部には電圧の高い部分があ り、感電の
おそれがあ り ます。

●電源コー ド を傷つけた り、破損した り、
加工した り しないでください。また重い
ものをのせた り、引っぱった り、無理に
曲げた りする と電源コードをいため、火
災、感電のおそれがあ り ます。

●本製品の改造や分解は絶対に行わない
で ください。火災、感電、レーザー光洩れ
による失明のおそれがあ り ます。

●万一、発熱していた り、煙が出ている、へ
んな臭いがするなどの異常状態のまま
使用する と、火災、感電のおそれがあ り
ます。すぐに電源ス イ ッチを切 り、その
後必ず電源プラグをコンセン ト から抜
いて ください。そして京セラ ミ タジャパ
ン株式会社正規特約店、またはお客様相
談窓口へご連絡ください。

●万一、異物（金属片、水、液体）が本製品の
内部に入った場合は、まず本体の電源ス
イ ッチを切 り、電源プラグをコンセン ト
から抜いて京セラ ミ タジャパン株式会
社正規特約店、またはお客様相談窓口へ
ご連絡 ください。そのまま使用する と火
災、感電のおそれがあ り ます。

●濡れた手で電源プラグを抜き差し しな
いで く だ さい。感電のおそれがあ り ま
す。

●内部の点検・修理は京セラ ミ タジャパン
株式会社正規特約店、またはお客様相談
窓口へ依頼してください。

注意

●電源プラグをコンセン ト から抜 く と き
は、電源コードを引っぱらないでくださ
い。電源コードが傷つき、火災、感電の原
因と なる こ とがあ り ます。（必ず電源プ
ラグを持ってコンセン ト から抜いて く
ださい）

●本製品を移動させる場合は、必ず電源プ
ラグをコンセン ト から抜いて ください。
電源コー ドが傷つき、火災、感電の原因
となるこ とがあ り ます。

●夜間等で長時間本製品をご使用になら
ない場合は、電源スイ ッチを切って くだ
さい。また連休等で長期間、本製品を使
用にならないと きは、安全のため必ず電
源プラグをコンセン ト から抜いて くだ
さい。

●本製品を持ち上げた り、動かす場合は、
所定の箇所を持つよ うにして ください。

●本製品の清掃を行う と きには安全上、必
ず電源プラ グをコ ンセント から抜いて
く ださ い。

●本製品内部の清掃については京セラ ミ
タジャパン株式会社正規特約店、または
お客様相談窓口へご相談ください。本製
品の内部にほこ り がたまったまま長い
間掃除をしないと、火災や故障の原因と
なる こ とがあ り ます。特に、湿気の多 く
なる梅雨期の前に行う と、よ り効果的で
す。なお、内部清掃費用については京セ
ラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま
たはお客様相談窓口へご相談ください。
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その他の注意事項

●本製品の上には重いものをのせた り、衝撃を与え
たり しないでください。

●印刷中には次のこ とをしないでください。

• カバー類を開ける。
• 電源スイ ッチを切る。
• 電源コードを抜く。

●プ リ ンタの使用中はオゾンが発生しますが、その
量は人体に影響を及ぼさないレベルです。ただ
し、換気の悪い部屋で長時間使用する場合や大量
に印刷する場合には、臭気が気になるこ と もあ り
ます。快適な作業環境を保つためには部屋の換気
をするこ とをお勧めいたします。

●転居などで本製品を動かす場合は、京セラ ミ タ
ジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談
窓口へご連絡ください。

● コネク タ、プ リ ン ト基板等の電気部品に触らない
でください。静電気によ り破損する可能性があ り
ます。

● この使用説明書に記載されていないこ とは行わ
ないでください。

■ トナーの取り扱いについて

警告

● ト ナーまたは ト ナーの入った容器を火
中に投じないでください。火花が飛び散
り、やけどの原因 と な る こ と があ り ま
す。

注意

● ト ナーは吸い込んだ り、口に入れた り、
眼、皮膚に触れないよ う にし て く だ さ
い。誤って口に入った場合は水で胃を薄
め、医師の診断を受けて く ださい。皮膚
に触れた場合は、石鹸と水で洗って くだ
さい。眼に入った場合は、水で洗い流し、
医師の診断を受けてください。

● トナーまたは トナーの入った容器を、子
供の手に触れさせないでください。

その他の注意事項

● トナーキッ ト の箱や容器の注意文をよ くお読み
ください。

● トナーや トナーの入った容器の廃棄については
国や地方自治体の規制にしたがってください。

●本製品を長時間使わない場合は、用紙をカセッ ト
から取り出し、元の包装紙に戻して密封して くだ
さい。

■ 補修用性能部品について

弊社の保守サービスのために必要な補修用および

消耗品の最低保有期間は、販売終了後5年間です。
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はじめに
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ご注意

本書の内容の一部または全部を、無断転載することは禁
止します。本書の内容は、改良などのために予告なしに
変更することがあります。

本機を使用した結果の影響については、本説明書の内容
にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

コンピュータとプリンタとの接続は、シールドされたケーブ
ルをお使いください。

お問い合わせ先

本プリンタの使用方法や技術的なお問合せは、お買い上
げの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、またはお
客様相談窓口にてうけたまわります。

商標について
• プリスクライブ、PRESCRIBE、エコシス、ECOSYS、KPDLおよ

びKIRは、京セラ株式会社の登録商標です。
• PC-PR201/65Aは日本電気株式会社の製品です。
• FMPR-359F1およびF9450は富士通株式会社の製品です。
• VP-1000 はセイコーエプソン株式会社の製品です。ESC/P はセイ

コーエプソン株式会社の登録商標です。
• Power PCおよびマイクロドライブはIBM社の米国、その他の国に

おける商標です。
• コンパクトフラッシュはサンディスク社の登録商標です。
• PCLは米国ヒューレット・パッカード社の登録商標です。
• Microsoft、MS-DOS、Windows は、Microsoft Corporation の米国およ

びその他の国における登録商標です。Windows NTは米国Microsoft
Corporationの米国およびその他の国における商標です。

• 本プリンタがエミュレートしているPCL 6は、米国Peerless 
Group が開発した互換システム PeerlessPrintXL を使用していま
す。PeerlessPrintXLは米国Peerless Group（Redondo Beach, 
CA90278, U.S.A.）の商標です。

• TrueTypeは、米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。
• PostScriptは Adobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の

商標です。
• 本製品はウインドリバーシステムズ社のリアルタイムOS統合環

境Tornadeを用いて開発されました。
• その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標で

す。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この
装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。使用説明書にし
たがって正しい取り扱いをしてください。

本機器は社団法人日本事務機械工業会が定めた情報技術機
器装置および周辺機器の高調波対策ガイドラインに適合し
ています。

本プリンタは仕様の範囲内でご使用ください。保守
契約を結ばれることをおすすめします。

http://www.kyoceramita.co.jp/support/

http://www.kyoceramita.co.jp/support/
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IBMプログラムのご使用条件
お客様がご購入された機器には、International Business Machines Corpo-
ration (以下IBMといいます)が所有権を持つ一またはそれ以上の「プロ
グラム」が含まれています。本「IBMプログラムのご使用条件」には、お
客様がこれらのプログラムをご使用いただく場合の条件が記載され
ています。本「IBMプログラムのご使用条件」にご同意いただけない場
合、お客様は機器を取得された日から14日以内に返却することで代金
全額の返金を受けることができます。機器の取得から14日以内に当該
機器の返却が行われない場合、お客様はこのご使用条件にご同意いた
だいたものとみなされます。

この「プログラム」は使用許諾されるものであって、売買の対象ではあ
りません。IBMもしくはお客様の国の IBMは、お客様に対して「プログ
ラム」を取得された国内における使用権のみを許諾します。お客様は
この使用条件のもとで認められた権利のみを有します。

「プログラム」とは、プログラムの原本およびその全体または部分的複
製物（改変複製物または他のプログラムに組み込まれた部分を含みま
す。）を意味します。IBM は「プログラム」の著作権を所有しているか、
もしくは権原者より使用権を取得しています。

1. 使用権
本使用権の下でお客様は「プログラム」が導入された機器と共に「プロ
グラム」を使用し、また「プログラム」の使用権および機器の所有権を
第三者に移転することができます。「プログラム」の使用権を移転する
場合、お客様は本「IBMプログラムのご使用条件」およびその他のすべ
ての関連資料を当該第三者に移転しなければなりません。その移転に
伴いお客様の使用権は終了します。移転先の第三者は「プログラム」を
最初にご使用になったことにより本「IBM プログラムのご使用条件」
に同意いただいたものとします。

お客様は、1）この使用条件に明記されている場合を除き、「プログラ
ム」を使用、複製、改変、結合もしくは、移転すること、２）「プログラム」
を逆アセンブルもしくは逆コンパイルすること、3）「プログラム」を再
使用許諾、賃貸、貸与することはできません。

2. 保証の内容と制限
「プログラム」は現状するままの状態で提供されます。
この「プログラム」には、法律上の瑕疵担保責任、商品性の保証および
特定目的適合性の保証を含むすべての明示もしくは黙示の保証はあ
りません。国または地域によっては法律の強行規定により、上記の保
証の制限が適用されない場合があります。

3. 責任の制限
IBMがこの使用条件で負う全ての責任は以下のものです。
１）本使用権に関する、いかなる形式のいかなる申し立て（契約不履行
が含まれます。）に対しても、IBMの賠償責任は実際の直接損害に対し
てのみ、a)お客様が居住する国の通貨で25,000米国ドル相当額、もしく
は、b)当該「プログラム」の IBM価格のうちの大きい方の金額を限度と
する金銭賠償責任に限られます。

この制限は、IBM が法的責任を負うお客様に生じた身体、生命および
有体物に対する損害賠償には適用されません。

IBMは、IBMまたは IBM認定再販売者の予見の有無を問わず発生した
逸失利益、特別損害、付随的損害、間接損害、あるいはその他の拡大損
害について責任を負いません。

IBM は第三者からの損害賠償請求に基づくお客様の損害について責
任を負いません。

本項の責任の制限は、IBMに「プログラム」を提供した「プログラム」開
発者に対する損害賠償請求にも適用されるものとします。お客様は
IBM および「プログラム」開発者に対して重複して損害賠償を請求す
ることはできません。ここでの「プログラム」開発者とは、この項で利
益を受ける者をいいます。国または地域によっては、法律の強行規定
により上記の責任の制限の規定が適用されないことがあります。

4. その他
お客様はいつでも使用権の使用を解除できます。お客様が本ご使用条
件に違反した場合には、IBM はこの使用契約を解約できます。この場
合、お客様は「プログラム」のすべての複製を破棄、滅却しなければな
りません。「プログラム」を使用することで発生するいかなる税金のお
支払いもお客様の負担とします。この使用契約に基づく請求権は、請
求のいかんにかかわらずその原因が発生した日から2年を経過したと
きに時効により消滅するものとします。お客様が「プログラム」をアメ
リカ合衆国で取得された場合にはニューヨーク州の法律が適用され
ます。カナダで取得された場合にはオンタリオ州の法律が適用されま
す。その他の国で取得された場合には、取得した国の法律が適用され
ます。
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フォン トの商標について

• 本プリンタに搭載されている欧文フォントは、すべてAgfa  
Corporationからのライセンスを受けています。

• 本製品はAgfa CorporationからのUFST™ MicroType®

のフォントを搭載しています。

• TimesはLinotype-Hell AGの登録商標です。
• TrueTypeは、米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。
• PostScriptは Adobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の

商標です。

• DFHSGOTHIC-W5とDFHSMINCHO-W3は平成書体です。これら
の書体は財団法人日本規格協会と京セラミタ株式会社がフォン

ト使用契約を締結して使用しているものです。フォントとして無

断複製することは禁止されています。

• 平成書体は財団法人日本規格協会を中心に製作グループが共同

開発したものです。許可なく複製する事はできません。

• TypeBankG-B、TypeBankM-MおよびTypeBank-OCRはタイプバン
ク®の商標です。

Agfa Japanライセンス契約

1. 「本件ソフトウェア」とは、特殊なフォーマットで符号化された、
デジタル符号の機械読取可能なスケーラブル・アウトライン・

データならびにUFST ソフトウェアを意味するものとします。
2. お客様は、お客様自身の通常の業務目的または個人的な目的で、
アルファベット、数字、文字および記号（「タイプフェース」）の

ウェート、スタイルおよびバージョンを複製および表示するため

に本件ソフトウェアを使用する非独占的ライセンスを受諾する

ことに同意します。Agfa Japan は、本件ソフトウェアおよびタイプ
フェースに関するすべての権利、権原および利権を留保します。

本契約において明示的に規定した条件に基づき本件ソフトウェ

アを使用するライセンス以外には、いかなる権利もお客様に許諾

されません。

3. Agfa Japan の財産権を保護するため、お客様は本件ソフトウェア
およびタイプフェースに関するその他の財産的情報を極秘に保

持すること、また、本件ソフトウェアおよびタイプフェースへの

アクセスとその使用に関する合理的な手続きを定めることに同

意します。

4. お客様は本件ソフトウェアまたはタイプフェースを複製または
コピーしないことに同意します。

5. このライセンスは、早期終了しない限り、本件ソフトウェアおよ
びタイプフェースを使用し終わるまで存続するものとします。お

客様が本契約ライセンスの条件の遵守を怠り、当該不履行が Agfa
Japan からの通知後 30 日以内に是正されなかったときは、Agfa
Japanは本ライセンス契約を解除することができます。本ライセン
ス契約が満了するか、または解除された時点で、お客様は要求に

応じて本件ソフトウェアとタイプフェースの複製物ならびに文

書をすべて Agfa Japan に返却するか、または破棄するものとしま
す。

6. お客様は、本件ソフトウェアの変更、改変、逆アセンブル、解読、リ
バースエンジニアリングまたは逆コンパイルを行わないことに

同意します。

7. Agfa Japanは、引渡し後90日間について、本件ソフトウェアがAgfa
Japanの発表した仕様に従って作動すること、欠陥がないことを保
証します。Agfa Japan は、本件ソフトウェアにバグ、エラーおよび
脱落が一切ない旨の保証を行いません。

当事者は、特定目的適合性および商品性の保証を含む明示または

黙示の他のすべての保証が排除されることに合意します。

8. 本件ソフトウェアおよびタイプフェースに関するお客様の排他
的救済手段および Agfa Japan の唯一の責任は、欠陥のある部品を
Agfa Japan に返却した時点で修理または交換することです。いか
なる場合も Agfa Japan は、本件ソフトウェアおよびタイプフェー
スの誤用または不正使用により引き起こされた喪失利益、喪失

データ、またはその他の付随的損害、派生的損害その他の損害に

ついて責任を負いません。

9. 本契約はアメリカ合衆国ニューヨーク州の法律に準拠します。

10. お客様は、Agfa Japan の事前の書面による同意がない限り、本件ソ
フトウェアおよび / またはタイプフェースの再使用許諾、販売、
リースまたはその他の方法による譲渡を行ってはなりません。

11. 政府による使用、複製または開示は、FAR252-227-7013「技術デー
タおよびコンピュータソフトウェアに関する権利」の(b) (3) (ii) 項
または (c) (1) (ii)項に定められた制限を受けます。さらに、使用、複
製または開示は、FAR52. 227-19 (c) (2) 項に定められたソフトウェ
アの限定的権利に適用される制限を受けます。

12. お客様は、本契約を自ら読了し、了解したことを認め、また本契約
の諸条件により拘束されることに同意します。いずれの当事者

も、本契約に記載されていない言明または表明により拘束されな

いものとします。本契約の変更は、各当事者の正当な権限を有す

る代表者が署名した書面による場合を除き、効力は一切ありませ

ん。

当社は国際エネルギースター・プログラムの参加

事業者として、本製品が国際エネルギースター・

プログラムの基準に適合していると判断します。

国際エネルギースター・プログラムは、その基準

に適合した機器の製造・販売を促進させることに

より、効率的なエネルギー活用を促進し、エネル

ギーの消費にともなう環境汚染を低減させるこ

とを基本目的としています。

本プリンタは国際エネルギースター・プログラム

の基準に適合した、スリープ・タイマ機能を搭載

しています。この機能を使用することにより、プ

リンタの電力消費を抑えることができます。また

プリンタを長時間使用しない場合は、プリンタの

電源を切ってください。

（　）はエネルギースター・プログラムの基準値

です。

電源を切った状態では、消費電力は0Wです。

本製品は、財団法人日本環境協会エコマーク事

務局認定エコマーク商品です。

認定番号02122008号

「製造」「使用」「廃棄」の段階で環境のためによ

り良い製品です。

本製品は、「グリーン購入法（国等による環境物

品等の調達の推進に関する法律）」の定める「特

定調達物品」の判断基準に適合する環境に配慮し

た製品です。

スリープモード

の初期設定時間

スリープモード

時の電力消費量

15分（15分） 7.3W（20W）　
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本機の特長

本機は以下の特長を備えています。

驚異的な長寿命部品

ドラム、現像ユニット、定着ユニットなど、従来のプリン
タでは消耗品であった主要部品は長寿命設計されてお
り、定期的な交換は不要になりました。

KIR（Kyocera Image Refinement）
京セラ独自のスムージング機能です。この機能はプリン
タの解像度をソフト的に向上させ、高品質な印刷を実現
します。初期設定ではオンに設定されています。

高品位のプリントアウト

Fast1200モードでは、解像度1200 dpiの高品位な印刷を行
うことができます。また、KIR（Kyocera Image Refinement）
技術により、300 dpi や 600 dpi でも鮮明で高品質な印刷
を実現します。

USB（Universal Serial Bus）インタフェースを装
備

Full-Speed USB 2.0 に準拠したUSBインタフェースを装
備しています。最大通信速度は12 Mbpsで、データ転送を
高速に行います。

高速印刷

A4サイズで1分間に20ページ、B4サイズで13枚、A3サイ
ズでは11枚の高速印刷が可能です。（実際の印刷時間は、
印刷の内容によって変化します。）

大容量給紙カセット

給紙カセットには普通紙で約 250枚、多目的トレイには
約100枚の用紙を収納できます。

多彩な用紙種類に印刷可能

普通紙はもちろんのこと、OHP 用紙や、ラベル紙、ハガ
キ、その他にも特殊な用紙種類にも印刷可能です。

用紙の自動選択（メディアタイプセレクション）機
能

印刷する用紙の種類（普通紙、 OHP シート、ラベル紙な
ど）を、あらかじめ各給紙元に設定しておくことにより、
印刷時に指定した用紙の種類を自動的に選択して印刷
することができます。

スリープモード

一定の時間内にプリンタの設定やデータの受信が行わ
れなかった場合、電力の消費を抑えるスリープモードを
搭載しています。

エコプリント

トナーの消費量を抑えて印刷を行うエコプリント機能
を搭載しています。

双方向パラレルインタフェースを採用

IEEE1284 準拠したパラレルインタフェースで、コン
ピュータとのデータ転送を高速に行います。

多彩なフォントを搭載

スケーラブルフォントは和文2種類と欧文45種類、ビッ
トマップフォントは欧文1種類を内蔵しています。

プリスクライブコマンド

グラフィック機能がより強化されたページプリンタ制
御言語プリスクライブコマンドを内蔵しています。マー
ジン設定や文字間隔、行間隔の変更、アウトラインフォ
ントや図形に対しての回転、塗りつぶしなどを簡単なコ
マンドで実現することができます。

ジョブリテンション機能

プリンタに装着したハードディスクに文書データを保
存し、後から操作パネルを使って出力することができま
す。ジョブリテンション機能には、クイックコピーモー
ド、試し刷り後、保留モード、プライベートプリントモー
ド、およびジョブ保留モードの 4種類のモードがありま
す。

ハードディスクスロット

ハードディスクをプリンタに装着できます。ハードディ
スクを装着すると、ジョブリテンション機能、仮想メー
ルボックス、電子ソート機能、バーコード印刷機能が使
用できるようになります。

メモリーカード（コンパクトフラッシュ）スロット

メモリーカードをプリンタに装着できます。メモリー
カードを装着すると、オプションフォント、マクロ、
フォームなどが使用できるようになります。

PDF417 二次元スタックシンボル対応
二次元スタックシンボルPDF417 (Portable Data File 417)
に対応しています。
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KM-NET VIEWER

KM-NET VIEWERはネットワーク上のプリンタの状態
を確認できるユーティリティです。付属の Kyocera Mita
Digital Library CD-ROMに収録しています。

部門管理機能

本機には、部門管理機能が搭載されています。この機能
は、部門ごとの印刷枚数を記録したり、印刷できる枚数
を部門ごとにプリンタに設定できる機能で、プリンタの
操作パネル上から行えます。部門管理機能については、
別冊の説明書をお読みください。詳細はお買い求めの京
セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客
様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページを
ご覧ください。
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付属マニュアルの紹介

本書の読みかた

本書には、以下の項目があります。

第1章　操作パネル
操作パネル上にあるメッセージディスプレイ、インジ
ケータ、キーの操作方法について説明しています。

第2章　用紙について
プリンタで使用できる用紙について説明しています。

第3章　日常のメンテナンス
トナーコンテナ、廃棄トナーボックスの交換方法、プリ
ンタの清掃について説明しています。

第4章　困ったときは
紙詰まりなどプリンタに問題が発生したときの処置方
法を説明しています。

第5章　プリスクライブコマンド
京セラミタページプリンタ独自のプリンタ制御言語で
あるプリスクライブコマンドについて説明しています。
中★

第6章　ファームウェアパラメータ
プリスクライブ FRPOコマンドにより、印刷設定に関す
る各種のパラメータを設定し、内部メモリーに記憶する
方法について説明しています。

付録A　フォント
本プリンタに搭載されているフォントについて説明し
ています。

付録B　インタフェース
パラレルインタフェースおよび USBインタフェースの
ピン割り当てや信号の意味などについて説明していま
す。

付録C　オプションについて
本プリンタで使用できるオプションの紹介と、設置方法
について説明しています。

付録D　プリンタの仕様
本プリンタの仕様を一覧にしています。

付録E　文字コード表

用語集

本書で使われている用語を説明しています。

索引

マニュアル 内容

設置手順書（印刷物） プリンタの設置から、印刷テストまでの手順を説明しています。

クイックガイド（印刷物） トナーキットの交換手順、お手入れの手順を説明しています。

プリンタドライバ操作手順書
 （CD-ROM収録） 

プリンタドライバのインストールやプリンタドライバの操作方法について説明しています。

使用説明書（本書） 機能、操作方法など、本プリンタを使用する上で必要となる情報を詳しく説明しています。ま
た、各種のトラブルの対処方法も説明しています。目的や必要に応じて、必要な部分をお読みく
ださい。

プリスクライブコマンド・リファ
レンスマニュアル
（CD-ROM収録）

本プリンタの制御言語であるプリスクライブコマンドを使用して、印刷を行うためのプログラ
ミング方法や、各コマンドについて説明しています。
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1-1

第 1章

操作パネル
1

この章では以下の項目について説明します。

操作パネルの名称と機能 ................................................................................... 1-2
操作パネルの使いかた ....................................................................................... 1-6
テスト印刷 ....................................................................................................... 1-13
用紙の設定 ....................................................................................................... 1-18
印刷の設定 ....................................................................................................... 1-28
e-MPS機能 ....................................................................................................... 1-40
インタフェース ................................................................................................ 1-48
ハードディスクやメモリーカード ................................................................... 1-50
プリンタの設定 ................................................................................................ 1-56



操作パネルの名称と機能

1-2

操作パネルの名称と機能

プリンタ上部の操作パネルには、メッセージディスプレ
イ、3個のLEDおよび8個のキーがあります。

メッセージディスプレイ

プリンタの動作状態を示すメッセージが表示されます。
プリンタが正常に動作している場合に下表の8種類の
メッセージが表示されます。

下表以外のメッセージが表示された場合は、4-5ページ
のインジケータとメッセージ表示を参照して適切な処
置を行ってください。

メッセージ表示 意味

Self test 電源投入後のプリンタの自己
診断中です。印刷はできませ
ん。

シバラク　オマチクダサイ 電源投入後のプリンタの
ウォーミングアップ中です。
印刷はできません。プリンタ
に最初にトナーコンテナを
セットした場合は「（トナー ホ
キュウチュウ）」も一緒に表示
されます。

プリント デキマス 印刷できます。

データ ショリチュウデス 印刷データを処理している
か、メモリーカードやハード
ディスクのデータを読み込ん
でいる、または印刷している
最中です。

表 1-1

メッセージ表示 意味

タイキチュウ プリンタがスリープモードに
なっています。操作パネルの
［印刷可 /解除］ キーを押した
り、カバーを開閉したり、また
は印刷データを受信するとス
リープモードから復帰し、
ウォームアップ後に「プリン
ト デキマス」の状態になりま
す。プリンタがスリープモー
ドに移行するまでの時間は、
スリープモード設定で変更で
きます。

データ キャンセルチュウ プリンタが処理中または印刷
中のデータをキャンセルして
います。キャンセルの方法は
1-5ページを参照してくださ
い。

ページガ ノコッテイマス 最終ページが印刷されないで
残っています。［印刷可 /解除］
キーを押すと強制的に改ペー
ジし、すぐに印刷を開始しま
す。

ジドウ カイページチュウ 一定時間経過したため、最終
ページの印刷を行っていま
す。

表 1-1 
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インタフェース表示

現在使用しているインタフェースを表示します。使用す
るインタフェースによって次のように表示されます。

「PAR」　パラレルインタフェース
「USB」　USBインタフェース
「OPT」　ネットワークインタフェース（オプション）
「---」　　インタフェースは開放されています。

印刷データの受信を完了してから30秒間は、インタ
フェースはすぐに開放されず、その間は表示されている
インタフェースのデータを優先して処理します。その間
別のインタフェースから受信した印刷データは待機し
ます。

用紙サイズ表示

現在選択されている給紙カセットの用紙サイズを表示
します。用紙サイズ表示と、実際の用紙サイズは以下の
表をご覧ください。

お知らせ

プリンタが印刷データを処理している間は、アプリケー
ションソフトで選択した用紙サイズを表示します。

用紙種類表示

現在選択されている給紙元の用紙種類を表示します。

プリンタは各給紙元に設定した用紙種類に合わせて給
紙元を自動的に切り替えます。用紙種類は操作パネルか
ら指定できます。1-22ページの用紙種類のカスタム設定
を参照してください。

用紙の種類表示と、実際の用紙種類は以下の表をご覧く
ださい。

表示 用紙の寸法

A3 ISO A3（29.7 × 42 cm）

B4 JIS B4（25.7 × 36.4 cm）

C4 ISO C4（22.9 × 32.4 cm）

O2 Oficio II（8-1/2 × 13 インチ）

ST Statement（5-1/2 × 8-1/2 インチ）*

FO Folio（21 × 33 cm）

Y2 洋形2号（11.4 × 16.2 cm）*

Y4 洋形4号（10.5 × 23.5 cm）*

8K 8開（27.3×39.4  cm）

16K 16開（19.7 ×27.3  cm）

HA はがき（10 × 14.8 cm）*

OH 往復はがき（20 × 14.8 cm）*

MO モナーク（3-7/8 × 7-1/2 インチ）*

BU ビジネス/コマーシャル#10 （4-1/8 インチ）*

#9 コマーシャル 9 （3-7/8 × 8-7/8 インチ）*

#6 コマーシャル 6-3/4 （3-5/8 × 6-1/2 インチ）*

DL ISO DL（11 × 22 cm）*

C5 ISO C5（16.2 × 22.9 cm）*

A6 ISO A6（10.5 × 14.8 cm）*

B6 JIS B6（12.8 × 18.2 cm）*

A5 ISO A5（14.8 × 21 cm）

B5 JIS B5（18.2 × 25.6 cm）

b5 ISO B5（17.6 × 25 cm）*

A4 ISO A4（21 × 29.7 cm）

EX エグゼクティブ（7-1/4 × 10-1/2 インチ）

表 1-2 

LT レターサイズ（8-1/2 × 11 インチ）

LG リーガルサイズ（8-1/2 × 14 インチ）

LD レジャーサイズ（11 × 17 インチ）

CU カスタムサイズ　給紙カセット
（14.8 × 29.7 cm～21 ×43.2 cm）
多目的トレイ
 （7 × 14.8 cm～29.7 ×45 cm）

* 多目的トレイからの給紙のみ

表示 用紙の種類

フツウシ 普通紙

OHPシート OHPシート*

ラベル ラベル用紙*

サイセイシ 再生紙

ウスガミ 薄紙

カラー カラー紙

フウトウ・ハガキ 封筒・ハガキ*

アツガミ 厚紙*

カスタム1（～8） カスタム1（～8）

* 多目的トレイからの給紙のみ

表 1-3 

表示 用紙の寸法

表 1-2 



操作パネルの名称と機能

1-4

その他の表示

インジケータの表示とその意味について説明します。

表示 内容

点滅：お客様が処置できるエラーが発生しています。
点灯：プリンタはオンライン状態です。受信した印刷データの印刷が可能です。
消灯：プリンタはオフライン状態です。印刷は行いませんが、印刷データの受信は可能です。

点滅：プリンタは印刷データを受信している状態です。
点灯：印刷データ処理中またはメモリーカードにデータを書き込み中です。
消灯：プリンタは印刷データを受信していない状態です。

点滅：お客様による保守作業が必要です。メッセージディスプレイの表示を確認して必要な処置を行っ
てください。または、プリンタがウォームアップ中です。メッセージディスプレイには「シバラク オ
マチクダサイ」が表示されます。

点灯：給紙カセット内の用紙が無いなどの理由で印刷できません。メッセージディスプレイの表示を確
認して必要な処置を行ってください。

表 1-4 
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キー

各キーの機能は以下の表のとおりです。複数の機能を
持ったキーもありますのでご注意ください。

お知らせ

設定する内容は、現在選ばれているインタフェース
（1-48ページのインタフェースを参照）に対して有効に
なります。

キャンセル 印刷可 /
　解除

メニュー 実行

キー 機能

• プリンタのオンライン、オフラインを切り替えます。オフライン中も印刷データを受信します。
• 印刷待ち最終ページを、強制的に改ページして印刷させます。
• 特定のエラー解除に使用します。

• 実行中の印刷を中止します。
印刷中止のしかた
1 メッセージディスプレイに「データ ショリチュウデス」が表示されていることを確認する。
2［キャンセル］ キーを押す。
3「インジ ノ キャンセル?」が表示され、表示されるインタフェースを選択すると、印刷をキャンセルでき
ます。

4［ ］または［ ］キーを使って中止するインタフェースを選択し、［実行］キーを押してください。
選択されたインタフェースからの印刷を中止します。
メッセージディスプレイに「データ キャンセルチュウ」が表示され、現在印刷中のページが出力された
後、印刷を中止します。

• 入力した数値をリセットしたり、設定を途中で中止することができます。
• ブザーが鳴ったときに、ブザーを止めることができます。

• 目的のメニューを表示させるときや、設定値の変更を行うときに使用します。
• サブメニューに入るときや出るときには、［ ］キーまたは ［ ］キーを使用します。
• メッセージディスプレイに「・・・カラ　キュウシシマス」または「ダイヨウ　キュウシ　シマスカ？」が表
示された場合は、用紙の種類およびサイズを選択します。

• 目的のメニューを表示させるときや、設定値の変更を行うときに使用します。
• サブメニューに入るときや出るときには、［ ］キーまたは ［ ］キーを使用します。
• メッセージディスプレイに「・・・カラ　キュウシシマス」または「ダイヨウ　キュウシ　シマスカ？」が表
示された場合は、用紙の種類およびサイズを選択します。

メニュー選択中に、上の階層へ移動するとき、またはカーソルを左に移動するときに使用します。

• メニュー選択中に、サブメニューに入るとき、またはカーソルを右に移動するときに使用します。
• 紙詰まりが発生した場合に、メッセージディスプレイにオンラインヘルプメッセージを表示します。
印刷可能状態で押したときは、オンラインヘルプメッセージの説明が表示されます。
オンラインヘルプメッセージが表示されているときに押すと、オンラインヘルプを中止します。

* • メニュー選択中に押すと設定を中断し、印刷可能状態に戻ります。
• エミュレーションやフォント、キャラクタコードセットを選択したり、メモリーカードを読み込んだり
するときなどに使用します。 

* • メニュー選択で設定した内容を確定させます。
• メッセージディスプレイに「ダイヨウ　キュウシ　シマスカ？」が表示された場合は、給紙口を確定させ
ます。

* プリンタが「プリント　デキマス」を表示している状態で、[実行]キーを押しながら[メニュー]キーを押す
と、「カンリコード」が表示されます。このメニューは、アカウントシステムで行う管理者用の設定メ
ニューで、通常は使用しません。[メニュー]キーを押して、「プリント　デキマス」の表示に戻してくださ
い。

表 1-5 
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操作パネルの使いかた

ここでは、モード選択メニューについて説明します。

操作パネルの［メニュー］キーを使って、印刷枚数やエミュレーションなどプリンタの環境を設定、変更することができ
ます。各設定はプリンタのメッセージディスプレイが「プリント デキマス」表示のときに行うことができます。

メニュー選択の基本操作

モード選択メニューへの入りかた

プリンタが「プリント デキマス」表示状態のときに ［メニュー］キーを押してください。

モード選択メニューが表示されます。

メニューの選択

モード選択メニューは階層構造（ツリー構造）をしてい
ます。［ ］ または ［ ］キーを押して、目的のメニューを
表示させます。

! 選択したメニューにサブメニューがある場合は、メ
ニュー名に続いて「＞」が表示されます。

サブメニューへ移動するときは［ ］キーを押して
ください。上の階層に戻るときは［ ］キーを押して
ください。

! サブメニュー名の前には「＞」が表示されます。

さらにサブメニューがある場合は、サブメニュー名に
続いて「＞」が表示されます。さらに下の階層へ移動
するときは［ ］を押してください。

上の階層に戻るときは［ ］を押してください。

2 階層目のサブメニュー名の前には「＞＞」が表示さ
れます。

ヨウシ ノ セッテイ               ＞

サブメニューがあることを示しています。

＞カセット１ヨウシサイズ　　＞
　　Ａ４

サブメニューであることを示しています。

さらにサブメニューがあることを示しています。

＞＞タンイ
            ミリ

2階層目のサブメニューであることを示しています。
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メニューの設定

目的のメニューを選択してから ［実行］ キーを押してく
ださい。そのメニューの設定操作に入りますので、［ ］
または ［ ］キーを押して希望の表示を選択し、 ［実行］
キーを押して確定してください。

メニュー操作の中断

メニュー操作中に ［メニュー］ キーを押すと、「プリント
デキマス」表示状態に戻ります。

お知らせ

操作パネルで設定した内容は、お使いのアプリケーション・ソフトによっては自動的にそのソフトの設定に切り替わっ
てしまうことがあります。

モード選択メニュー

以下にプリンタのモード選択メニューの階層図を示します。
メニューの選択方法については、前ページのメニュー選択の基本操作を参照してください。

アミかけされているメニューは、該当するオプションを
装着している場合に表示されます。
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カセットヨウシサイズメニューは、給紙カセッ
トの用紙サイズダイヤルを、OTHERに設定した
場合に表示されます。
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これらのメニューは、サービス担当者が

メンテナンスのために操作します。

お客様が操作する必要はありません。



テスト印刷

1-13

テスト印刷

ここでは、メニューからプリンタ内部の情報を印刷する
手順について説明します。

現在のメニュー設定内容、プリンタの状態およびフォン
トリストなどを印刷することができます。受信データを
16進コード化したダンプリストを印刷することもでき
ます。 

メニューマップの印刷

モード選択メニューで表示されるすべてのメニューを
印刷します。オプション機器の装着状態によって、メッ
セージディスプレイの表示同様に内容が変わります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メニューマップ ノ インサツ」が表示されるま
で、［ ］または［ ］キーを押してください。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

4 もう一度［実行］キーを押すと、メニューマップを
印刷します。

ステータスページの印刷

ステータスページは、プリンタの現在の設定状況、使用
可能メモリー、および装着しているオプション機器など
必要な情報を確認することができます。

お知らせ

オプションのネットワークインタフェースカードを装
着している場合は、ステータスページに続いてネット
ワークステータスページも印刷できます。くわしくは、
1-15ページのオプションネットワークステータスペー
ジ印刷の設定を参照してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ステータスページ ノ インサツ」が表示されるま
で、［ ］ または［ ］キーを押してください。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

4 もう一度［実行］キーを押すと、ステータスページ
を印刷します。

ステータスページに記載されている各項目の説
明については次のページを参照してください。

メニューマップ　ノ
　インサツ

メニューマップ　ノ
　インサツ？

MENU MAP

ステータスページ　ノ
　インサツ

ステータスページ　ノ
　インサツ ？

STATUS PAGE

0 100

1 

5 

6 

7 

8 

2 

3 

4 

9 

10 

11 
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お知らせ

プリンタのファームウェアのバージョンにより、ステー
タスページに印刷される項目や値が異なる場合があり
ます。

1 - Firmware Version

ファームウェアのバージョンと発行日付です。

2 - プリンタ設定状況
カセットにセットされている用紙サイズと用紙種類、プ
リンタの主な設定項目についての情報を表示します。

3 - ページ情報
現在の解像度、設定印刷枚数、総印刷枚数を表示します。

4 - ネットワークステータス
ネットワーク関係の設定状態を表示します。TCP/IP欄に
は、IPアドレス、サブネットマスクアドレス、デフォルト
ゲートウェイアドレスを表示します。

5 - メモリー使用状況
プリンタに装着されている総メモリーと、現在使用可能
なメモリー、および現在のRAMディスクの状態が表示
されます。1-55ページのRAMディスクの操作 を参照し
てください。

6 - 装着オプション
プリンタのオプション機器の装着状態を表示します。

7 - エミュレーション
設定できる全エミュレーションを表示します。出荷時に
はPCL 6エミュレーションが設定されています。

8 - イベント履歴
KPDL エラー、メモリー関連のエラーおよびメモリー
カード関連のエラーが発生した場合に、順番に3 つまで
が表示されます。最後に起きたエラーはエラーログの先
頭行に表示されます。エラーの処置方法については、第4
章困ったときはを参照してください。 プリンタの電源
を切ると、エラー情報は消去されます。

9 - トナー残量
トナーコンテナ内の、およそのトナー残量を表示しま
す。100から0に近づくほどトナーの残量が少なくなりま
す。

10 - インタフェース
プリンタに装着されているすべてのインタフェースと、
それぞれのインタフェースに設定されているフォント
およびエミュレーションを表示します。

11 - KIR テストパターン
このテストパターンはKIRモードを調整するときに利
用します。
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サービスステータスページの印刷

サービスステータスページは、主にサービス担当者のメ
ンテナンス用として使用します。通常のステータスペー
ジよりも詳細なプリンタ設定情報が印刷されます。必要
に応じて以下の手順で印刷することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞サービス ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞ステータスページ ノ インサツ」が表示され
るまで、［ ］または［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押してください。「?」が表示されま
す。

8 もう一度［実行］キーを押すと、メッセージディス
プレイに「データ ショリチュウデス」が表示され
印刷を開始します。印刷が終了すると、メッセー
ジディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

オプションネットワークステータスページ
印刷の設定

オプションネットワークステータスページを印刷する
かどうかの設定ができます。オプションネットワークス
テータスページでは、ネットワークインタフェースの
ファームウェアバージョンやネットワークアドレス、
ネットワークプロトコル等の情報を確認することがで
きます。初期設定は「オフ」（印刷しない）です。「オン」に
設定すると、1-13ページのステータスページの印刷で印
刷を行うと、ステータスページに続いてオプションネッ
トワークステータスページも印刷されます。

お知らせ

ネットワークインタフェースカードによっては、ネット
ワークステータスページを印刷しない場合があります。
詳細はネットワークインタフェースカードの使用説明
書を参照してください。

1  ［メニュー］キーを押してください。

2 「インタフェース ＞」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押し「オプション」を表示
させてください。

5 もう一度［実行］キーを押してください。「＞」が表
示されます。

6 ［ ］キーを押し、「＞オプション インタフェース
ステータス ノ インサツ」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

ソノタ          ＞

＞サービス        ＞

＞＞ステータスページ　ノ
　インサツ

＞＞ステータスページ　ノ
　インサツ　？

インタフェース          ＞
　 パラレル

インタフェース
？ パラレル

インタフェース
？ オプション

インタフェース          ＞
　 オプション

＞オプション インタフェース
　ステータス ノ インサツ 　 オフ
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7 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを使って「オン」を選択して

ください。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま

す。

オプションネットワークステータスページの

印刷サンプル

フォントリストの印刷

フォント選択の目安となる、フォントリストを印刷でき

ます。オプションフォントのリストも同様の手順で印刷

することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ヒョウジュン フォント サンプル ノ インサ

ツ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

してください。

オプションフォントのサンプルを印刷するとき

は、「＞オプション フォント サンプル ノ インサ

ツ」を表示させてください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 もう一度［実行］キーを押してください。「データ

ショリチュウデス」が表示され、フォントサンプ

ルとフォント番号が記載されたフォントリスト

が印刷されます。印刷後メッセージディスプレイ

は「プリント デキマス」に戻ります。

＞オプション インタフェース

ステータス ノ インサツ？ オフ

＞オプション インタフェース

ステータス ノ インサツ？ オン
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フォント ＞

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ？
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受信データのダンプ

プログラムやファイルのデバックのため、プリンタが受
信したデータを16進コード化して印刷することができ
ます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ジュシンデータ ノ ダンプ」が表示されるま
で、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押してください。「?」が表示されま
す。

6 もう一度［実行］キーを押してください。いったん
「データ ショリチュウデス」が表示された後、
「ページガ ノコッテイマス」を表示します。

7 プリンタへダンプを取るデータを送信してくだ
さい。プリンタは受信中「データ ショリチュウデ
ス」を表示します。

必要なダンプページが印刷されたところで
［キャンセル］キーを押し、さらに［実行］キーを押
して以後の印刷をキャンセルすることも可能で
す。

8 データの受信が終了すると、「ページガ ノコッテ
イマス」と表示されます。［印刷可 /解除］キーを押
すと終了です。

ソノタ          ＞

＞ジュシン　データ　ノ
　ダンプ

＞ジュシン　データ　ノ
　ダンプ　　？

データ ショリチュウデス

ページガ ノコッテイマス
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用紙の設定

ここでは次の設定について説明します。

• 用紙サイズの設定
• 用紙種類の設定
• 多目的（MP）トレイモードの設定
• 給紙元の設定
• 自動カセット切り替えの設定
• 両面印刷モードの設定
• A4/レターサイズ用紙の共通給紙設定

用紙サイズの設定

給紙カセットはセットした用紙に合わせて、サイズダイ

ヤルを設定します。多目的（MP）トレイではセットした
用紙サイズに合わせて、操作パネルから設定します。

給紙カセットの設定

本プリンタの給紙カセットにはA5 、B5 、A4 （横送

り）、A4 （縦送り）、B4 、A3 サイズの用紙に加え、不定

形サイズ（OTHER）の用紙も給紙することができます。

カセット内のペーパーガイドやペーパーストッパの詳

しい調整手順は、付属の設置手順書を参照してくださ

い。

お知らせ

給紙カセット内の用紙サイズと、サイズダイヤルの設定
が異なると、給詰まりなどの原因になります。

1 プリンタから給紙カセットを引き出し、セットし

た用紙サイズに合わせてサイズダイヤルを合わ

せてください。

2 印字する用紙のサイズに合わせて、給紙カセット

内のペーパーガイドとペーパーストッパを調整

し、用紙を給紙カセットにセットしてプリンタへ

戻してください。

定形サイズの場合は、プリンタが自動的に用紙サ

イズを検知します。不定形サイズ場合は、次項の

不定形の用紙サイズ設定をお読みください。

不定形の用紙サイズ設定

不定形の用紙サイズは、以下の手順で操作パネルから用

紙サイズの設定をする必要があります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］

または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カセット　ヨウシサイズ＞」が表示されるま

で、［ ］または［ ］キーを押してください。

オプションのペーパーフィーダを装着している

場合は、「カセット1 ヨウシサイズ」がプリンタの

給紙カセットとして、「カセット2 ヨウシサイ

ズ」、「カセット3 ヨウシサイズ」、「カセット4 ヨウ

シサイズ」、「カセット5 ヨウシサイズ」がオプ

ションのペーパーフィーダとして表示されます。

5 ［実行］ キーを押すと、「?」 が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望の用紙サイズ

を選択してください。表示されるサイズは以下の

通りです。

7 希望の用紙サイズを表示させて、［実行］キーを押して

ください。Customを選択すると、用紙サイズの詳細を
指定できます。次頁をお読みください。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞カセット　ヨウシサイズ      

　　Ｃｕｓｔｏｍ

＞カセット　ヨウシサイズ

 ？  Ｃｕｓｔｏｍ

「A4」
「Executive」
「Letter-R」

「Letter」
「Legal」
「Ledger」
「A3」
「B4」
「Custom」

「C4」

「Oficio II」
「Folio」
「8K」
「16K」
「C5」
「A5」
「B5」
「ISO B5」
「A4-R」

＞カセット　ヨウシサイズ　　＞

 　  Ｃｕｓｔｏｍ
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印刷用紙の単位設定

用紙サイズをCustomに設定すると、以下の手順で用紙
設定単位をミリまたはインチのどちらかを選択できま

す。

1 前項の1～7の手順を進み、［ ］キーを押してくだ

さい。

2 「＞＞タンイ」が表示されます。単位はミリまたは

インチが選択でき、現在設定されている単位が表

示されます。（初期設定は「ミリ」です。）

3 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、「ミリ」または「イ

ンチ」を選択してください。

5 ［実行］キーを押してください。

印刷用紙サイズの設定

用紙サイズをCustomに設定すると、以下の手順で用紙
の幅、長さを設定できます。

1 前項の1～5の手順を進み、［ ］キーを押してくだ

さい。「＞＞ハバ」が表示されます。

2 ［実行］キーを押すと、最下位桁のカーソル（＿）が

点滅します。

3 ［ ］または［ ］キーを押してカーソルが点滅し

ている場所の数値を変更してください。［ ］キー

と［ ］キーでカーソルが左右に移動します。用紙

幅は148～297ミリ（5.83～11.69インチ）の範囲で
設定できます。

4 希望の用紙幅に設定した後、［実行］キーを押して

ください。

5 ［ ］キーを押してください。「＞＞ナガサ」が表示

されます。

6 ［実行］キーを押すと、最下位桁のカーソル（＿）が

点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して数値を、［ ］キーと

［ ］キーで該当するをそれぞれ設定します。用紙

幅の範囲は210～432ミリ（8.27～17.01インチ）で
す。

8 希望の用紙長に設定した後、［実行］キーを押して

ください。

9 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま

す。

＞＞タンイ

　ミリ

＞＞タンイ

 ？　ミリ

＞＞ハバ

　　　　　　　　２９７　ミリ

＞＞ハバ

　　　　　　　　　２９７　ミリ

＞＞ナガサ

　　　　　　　　　４３２　ミリ

＞＞ナガサ

　　　　　　　　　４３２　ミリ
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プリンタドライバでの設定

プリンタで用紙を設定した後、プリンタドライバをコン
ピュータ上で設定する必要があります。詳細な手順は、
CD-ROM収録のプリンタドライバ操作手順書を参照し
てください。

1 プリンタドライバのプロパティ画面を表示させ、
全般タブで印刷設定 ...ボタンをクリックして印
刷設定画面を開きます。基本設定タブで、カスタ
ム用紙サイズ定義 ...ボタンを押してください。カ
スタム用紙サイズの設定画面が表示されます。

2 追加 ...ボタンを押し、該当する用紙の名称とサイ
ズを入力した後、OKボタンを押してください。

多目的（MP）トレイの用紙サイズ設定
多目的トレイにセットした用紙に正しく印刷するため
に、以下の手順で用紙サイズを設定してください。初期
設定はA4サイズです。多目的トレイから給紙できる用
紙サイズについて、詳しくは第2章用紙についてを参照
してください。

お知らせ

本メニューで設定した用紙サイズと、同じサイズの用紙
を多目的トレイにセットしてください。用紙サイズが一
致しないと紙詰まりの原因になります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞MPトレイ ヨウシサイズ」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する用紙サイ
ズを表示させてください。表示されるサイズは以
下の通りです。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞ＭＰトレイ ヨウシサイズ      
　　Ａ４

＞ＭＰトレイ ヨウシサイズ
？   Ａ４

「A4」
「Executive」
「Letter-R」
「Letter」
「Legal」
「Ledger」
「A3」
「B4」
「Custom」
「C4」
「Oficio II」
「Statement」
「Folio」
「ヨウケイ 2」
「ヨウケイ 4」

「8K」
「16K」
「ハガキ」
「オウフク ハガキ」
「Monarch」
「Business」
「Comm. #9」
「Comm. #6 3/4」
「DL」
「C5」
「A6」
「B6」
「A5」
「B5」
「ISO B5」
「A4-R」
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7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

多目的トレイの用紙サイズ設定は以上で終了です。

用紙種類の設定

プリンタの各給紙元に用紙種類を設定しておくと、印刷
するたびに給紙元を探して選択しなくても、プリンタは
自動的に印刷データに合う用紙がある給紙元を選んで、
常に最適な印刷を行うことができます。用紙種類の設定
は、多目的トレイを含めた給紙元に対して別々に行うこ
とができます。またあらかじめ設定できる用紙種類のほ
かにも、任意の用紙種類設定をすることもできます（用
紙種類のカスタム設定）。ここでは各給紙元に対して、操
作パネルから行う設定について説明します。

設定できる用紙の種類は、給紙元によって違います。次
の表をご覧ください。用紙について、詳しくは第2章用紙
についてをお読みください。

給紙カセット用紙種類の設定

給紙カセットから給紙する用紙種類に合わせて設定し
てください。用紙種類を正しく設定することによって、
アプリケーションソフト（プリンタドライバ） の用紙種
類の自動選択機能を利用して印刷することができます。
初期設定は「フツウシ」です。

給紙カセットから給紙できる用紙の種類について、詳し
くは第2章を参照してください。［メニュー］キーを押し
てください。

1 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

2 ［ ］キーを押してください。

3 例として「＞カセット ヨウシシュルイ」が表示さ
れるまで、［ ］または［ ］キーを押してくださ
い。

お知らせ

オプションのペーパーフィーダを装着している
場合は、プリンタ直下のペーパーフィーダから順
に
「＞カセット２　ヨウシシュルイ＞」
「＞カセット３　ヨウシシュルイ＞」
「＞カセット４　ヨウシシュルイ＞」
「＞カセット５　ヨウシシュルイ＞」
と表示されます。

4 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

5 ［ ］または［ ］キーを押して希望するカセット
の用紙種類を表示させてください。表示される用
紙種類は以下の通りです。

6 希望の用紙種類を表示させて、［実行］キーを押し
てください。

7 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

給紙元
用紙種類（メッセージ表示）

多目的（MP）
トレイ

給紙
カセット

普通紙 ［64～90 g/m²］
（フツウシ）

〇 〇

OHP シート（OHP シート）* 〇 ×

ラベル用紙（ラベル） 〇 ×

再生紙 ［64～90 g/m²］
（サイセイシ）

〇 〇

薄い用紙 ［64 g/m²未満］*
（ウスガミ）

〇 ×

カラー紙 ［64～90 g/m²］
（カラー）

〇 〇

封筒・ハガキ*
（フウトウ・ハガキ）

〇 ×

厚い用紙 ［90～200 g/m²］*
（アツガミ）

〇 ×

カスタム＃（カスタム＃） 〇 〇

○：給紙できます。
×：給紙できません。
*給紙カセットから給紙できない用紙は、両面印刷できませ
ん。

表 1-6 

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞カセット ヨウシシュルイ
　　フツウシ

＞カセット ヨウシシュルイ
？　フツウシ

「フツウシ」
「サイセイシ」
「カラー」
「カスタム 1（～8）」*

* 任意の用紙種類を定義して、プリンタに登録してお
くことができます。詳しくは1-22ページの用紙種類の
カスタム設定 を参照してください。
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多目的（MP）トレイの用紙種類設定
多目的トレイをカセットモード（初期設定）で使用する
ときに、多目的トレイから給紙する用紙種類に合わせて
設定してください。用紙種類を正しく設定することに
よって、アプリケーションソフト（プリンタドライバ）
の用紙種類の自動選択機能を利用して印刷することが
できます。初期設定は「フツウシ」です。多目的トレイか
ら給紙できる用紙の種類について、詳しくは第2章を参
照してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞MPトレイ ヨウシシュルイ」が表示されるま
で、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する多目的ト
レイの用紙種類を表示させてください。表示され
る用紙種類は以下の通りです。

7 希望の用紙種類を表示させて、［実行］キーを押し
てください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

用紙種類のカスタム設定

あらかじめプリンタに登録されている用紙種類とは別
に、用紙の厚さと両面印刷の有効 /無効を設定した任意
の用紙種類を、最大8個までプリンタに登録することが
できます。登録後は、あらかじめ登録されている用紙種
類と同様に、各給紙元に設定することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する用紙種類
を表示させてください。表示される用紙種類は以
下の通りです。

7 カスタム設定する希望の用紙種類を表示させて、
［実行］キーを押してください。

次ページからの紙の厚さ設定 と両面印刷の有効/無効の
設定 へ進んでください。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞ＭＰトレイ ヨウシシュルイ      
　　フツウシ

＞ＭＰトレイ ヨウシシュルイ
？   フツウシ

「フツウシ」
「OHPシート」
「ラベル」
「サイセイシ」
「ウスガミ」
「カラー」
「フウトウ・ハガキ」
「アツガミ」
「カスタム 1（～8）」*

* 任意の用紙種類を定義して、プリンタに登録しておく
ことができます。詳しくは次項の用紙種類のカスタム
設定 を参照してください。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ      ＞
　　カスタム １

＞シュルイ ノ ゾクセイ
？　カスタム １

「カスタム1（～8）」
「フツウシ」
「OHP シート」
「ラベル」
「サイセイシ」
「ウスガミ」
「カラー」
「フウトウ・ハガキ」
「アツガミ」
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紙の厚さ設定

カスタム設定で選択した用紙種類の紙の厚さを設定し
ます。

お知らせ

初期設定は、カスタム1～8すべてについて「フツウ」で
す。これは各用紙種類での最適な印刷になるように調整
されたものです。したがって通常はこの設定のままお使
いください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞ヨウシ ノ オモサ」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押して希望する紙の厚さ
を表示させてください。表示される紙の厚さは以
下の通りです。

9 希望の紙の厚さを表示させて、［実行］キーを押し
てください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

両面印刷の有効/無効の設定
用紙種類を「カスタム」に設定している場合は、両面印刷
の有効 /無効の設定を以下の手順で行うことができま
す。初期設定は「カノウ」に設定されています。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞リョウメンインサツ ノ キュウシ」が表示さ
れるまで、［ ］または［ ］キーを押してくださ
い。

7 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押して「カノウ」または「フ
カノウ」を選択してください。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ      ＞
　　カスタム １

＞＞ヨウシ ノ オモサ      
　　フツウ

＞＞ヨウシ ノ オモサ
？　フツウ

「フツウ」（初期設定）
「オモイ」
「OHP」
「カルイ」

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ      ＞
　　カスタム １

＞＞リョウメンインサツ ノ      
キュウシ 　　  カノウ

＞＞リョウメンインサツ ノ      
キュウシ   ？　カノウ
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印刷濃度の調整

印刷濃度は01（薄い）～05（濃い）までの5段階の調整がで
きます。初期設定は03に設定されています。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞インサツ　ノウド」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押して、「01」（薄い）～「05」
（濃い）までの5段階から印刷濃度を選択してくだ
さい。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

用紙種類のカスタム設定は以上で終了です。

カスタム設定のリセット

1-22ページの用紙種類のカスタム設定で設定した「カス
タム1」から「8」の設定をリセットします。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュルイゾクセイ ノ リセット」が表示される
まで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 ［実行］キーを押してください。メッセージディス
プレイに「データ　ショリチュウデス」が表示さ
れ、設定した紙の厚さの設定および両面印刷の有
効 /無効の設定は、すべて初期設定値にリセット
されます。メッセージディスプレイは「プリント
デキマス」に戻ります。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ      ＞
　　カスタム １

＞＞インサツ　ノウド      
　　０３

＞＞インサツ　ノウド
？　０３

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイゾクセイ ノ
　リセット

＞シュルイゾクセイ ノ
　リセット　？
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多目的（MP）トレイモードの設定

多目的トレイからの給紙ではカセットモード、優先モー
ドの2種類のモードから選ぶことができます。多目的ト
レイは約100枚（厚さ0.1ミリ） の用紙を収容することが
できます。

カセットモード

約100枚の用紙を、連続給紙することができます。初期設
定はこのモードです。

優先モード（自動手差し給紙）

多目的トレイに用紙があれば、他の給紙元を選んでいる
場合でも優先して多目的トレイから給紙を行います。多
目的トレイの用紙がなくなると、指定されている給紙元
に戻ります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞MPトレイ モード」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「カセット」または
「ユウセン」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

給紙元の設定

プリンタのどの給紙元から印刷を行うかを選択します。
オプションのペーパーフィーダを装着すると、それも選
択できます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞キュウシモト」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する給紙元を
表示させてください。表示は装着されているオプ
ション機器によって、以下のように表示されま
す。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞ＭＰトレイ モード
　  カセット

＞ＭＰトレイ モード
？  カセット

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞キュウシモト
　  カセット

＞キュウシモト
？  カセット

「カセット（1）」 給紙カセット
（プリンタの給紙カセット）

「カセット 2」 オプションのペーパーフィーダ
（2番目の給紙カセット）

「カセット 3」 オプションのペーパーフィーダ
（3番目の給紙カセット）

「カセット 4」 オプションのペーパーフィーダ
（4番目の給紙カセット）

「カセット 5」 オプションのペーパーフィーダ
（5番目の給紙カセット）

「MP トレイ」 多目的トレイ
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自動カセット切り替えの設定

自動カセット切り替えは、印刷中の給紙カセットの用紙
が無くなった場合、自動的に他の給紙元から連続給紙を
行う機能です。初期設定は自動カセット切り替えを行う
「ジドウ」 です。設定を変更する場合は、以下の手順で
行ってください。

お知らせ

多目的トレイを含めて自動カセット切り替えを実行さ
せる場合は、多目的トレイの設定がカセットモード (初
期設定 )で、用紙サイズおよび用紙種類が切り替えを行
う給紙カセットと一致している必要があります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カセット キリカエ」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、「ジドウ」または
「ナシ」を表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

両面印刷モードの設定

オプションの両面ユニットをプリンタに装着すると、両
面印刷が可能になります。初期設定は「ナシ」（両面印刷
しない）に設定されています。

製本モードの設定

印刷した用紙をまとめて本の形態にすることを製本と
いいます。製本には縁の長い側を綴じるロングエッジ
（長辺綴じ）と、縁の短い側を綴じるショートエッジ（短
辺綴じ）2種類があります。ロングエッジまたはショート
エッジは、プリンタの縦置き（ポートレート） 印刷や横
置き（ランドスケープ） 印刷のどちらかと組み合わせて
選択することができます。

製本の種類および印刷方向によって、製本モードは以下
の4通りに設定できます。（1） 縦置きロングエッジ、（2）
縦置きショートエッジ、（3）横置きロングエッジ、（4）横
置きショートエッジのモードです。（下図）

操作パネルから両面印刷や製本モードを選択するには、
以下の手順で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞リョウメンインサツ モード」が表示されるま
で、［ ］または［ ］キーを押してください。

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞カセット キリカエ
　   ジドウ

＞カセット キリカエ
？  ジドウ

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞リョウメンインサツ モード
　  ナシ

（1）
縦置き
（ポートレート）
ロングエッジ

（2）

（3）

横置き
（ランドスケープ）
ロングエッジ

縦置き
（ポートレート）
ショートエッジ

横置き
（ランドスケープ）
ショートエッジ

（4）
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5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する製本モー
ドを表示させてください。表示される製本モード
は以下の通りです。

7 希望の製本モードを表示させて、［実行］キーを押
してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

A4/レターサイズ用紙の共通給紙設定

A4サイズとレターサイズの区別を行うかを設定しま
す。プリンタはデータを受けると、そのデータの印刷サ
イズに合った用紙がある給紙元から印刷を行いますが、
この設定をオンにするとA4サイズとレターサイズを区
別せず、どちらかの用紙が給紙元にあれば印刷を行いま
す。初期設定は「オフ」です。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ヨウシ ノ セッテイ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞A4/LT キョウツウ」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ
フ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

＞リョウメンインサツ モード
？ ナシ

「ナシ」（初期設定）
「ロング エッジ」
「ショート エッジ」

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞Ａ４/ＬＴ キョウツウ
　   オフ

＞Ａ４/ＬＴ キョウツウ
？ オフ
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印刷の設定

ここでは印刷に関する次の設定について説明します。

• エミュレーションの選択
• フォントの選択
• コードセットの設定
• 印刷枚数の設定
• 縮小印刷の設定
• 印刷方向の設定
• KIRモードの設定
• エコプリントの設定
• 解像度の設定
• 印刷範囲の補正

エミュレーションの選択

エミュレーションはインタフェースごとに設定するこ
とができます。以下の手順で選択してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「エミュレーション」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。
以下のエミュレーションのうち、現在選択されて
いるエミュレーションが表示されます。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して希望するエミュ
レーションを表示させてください。

5 ［実行］キーを押してください。

「KC-GL」および「FMPR-359F1」を選択した場合
は、［ ］キーを押してサブメニュー操作を行いま
す。次項のKC-GL のペンの太さの設定および1-29
ページのFMPR-359F1エミュレーションを続けて
お読みください。

6 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

KC-GL のペンの太さの設定
エミュレーションの選択で「KC-GL」を選択した場合
は、サブメニューで8 種類のペンの太さと、ページのサ
イズを設定できます。

1 前項の1～6の手順を進み、［ ］キーを押してくだ
さい。「＞KC-GL ペン ノ フトサ」サブメニューが
表示されます。

2 ［ ］キーを押してください。

3 ［ ］または［ ］キーを押して、設定したいペン番
号（1 ～8）を選択してください。

4 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点
滅します。

5 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し
ている位置の数値が増減します。 ［ ］または［ ］
キーを押すとカーソルが左右に移動します。

希望の太さ（ドット）を表示させて、［実行］キーを
押してください。設定値は、00 ～99 です。

6 ［ ］キーを押してから、「＞KC-GL ページセッ
ト」と表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押
してください。現在設定されているサイズが表示
されます。

7 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押して、希望するサイズを
表示させてください。

A2、 A1、 A0、 B3、 B2、 B1、 B0および SPSZ のサイ
ズが選択できます。 SPSZを選択した場合は、プリ
スクライブSPSZ コマンドで指定されたサイズで
印刷されます。詳細は第5章プリスクライブコマ
ンドを参照してください。

9 ［実行］ キーを押してください。

「PCL 6」（初期設定）
「KC-GL」（HPGL 7550A）
「PC-PR201/65A」
「IBM 5577」
「EPSON VP-1000」
「FMPR-359F1」
「KPDL」（PostScriptレベル3互換）［オプション］
「KPDL（ジドウ）」［オプション］

エミュレーション
？ ＰＣＬ ６

＞ＫＣ－ＧＬ ＞
　ペン ノ フトサ

＞＞ペン（１） ノ   フトサ
　　　　　　０１ ドット

＞＞ペン（１） ノ   フトサ ＞
　　　　　　０１ ドット

＞ＫＣ－ＧＬ ページセット
？　[ＳＰＳＺ]
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10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

FMPR-359F1エミュレーション
エミュレーションの選択で「FMPR-359F1」を選択した
場合は、サブメニューでさらにFMモードか、F9450モー
ドのどちらかを選択してください。初期設定は「FM」で
す。

1 1-28ページのエミュレーションの選択 1～ 6の手
順を進み、［ ］キーを押してください。

2 ［実行］ キーを押すと、「?」が点滅します。

3 ［ ］または［ ］を押して、「FM」または「F9450」の
どちらかを選択してください。

4 ［実行］キーを押してください。

5 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

フォントの選択

プリンタ内蔵のフォントだけでなく、ダウンロードした
フォントや、メモリーカードあるいはオプションのハー
ドディスク内のフォントを初期フォントとして設定し
ておくことができます。また、フォントの太さ、サイズ、
ピッチなども設定できます。

ANKフォントの選択

1 ［メニュー］ キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、 ［ ］または
［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ANK フォント ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。プリンタの内蔵
フォントを選択する場合は、「ヒョウジュン」が選
択されていることを確認してください。

内蔵フォント以外のオプションフォントを選択
する場合は、［ ］または［ ］キーを押してくださ
い。オプションフォントがインストールされてい
る場合のみ、この操作ができます。

［ ］キーを押してください。以下の表示に変わり
ます。「ヒョウジュン」が表示されない場合は、
［ ］または［ ］キーを押して表示させてくださ
い。

＞ＦＭＰＲ モード
　　ＦＭ

＞ＦＭＰＲ モード
？　ＦＭ

＞ＦＭＰＲモード
？　Ｆ９４５０

フォント ＞

＞ＡＮＫ フォント ＞
　   ヒョウジュン

＞＞ Ｉ０００
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フォント選択表示先頭のアルファベットは、下表

のようにフォントの種類や格納場所を示してい

ます。

5 ［実行］ キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望のフォント番

号を表示させてください。内蔵フォントの番号は

A-2ページの内蔵フォント一覧を参照してくださ
い。

7 希望のフォント番号を表示させて、［実行］キーを

押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

Courier/Letter Gothicフォントの太さ選択

内蔵のCourier/Letter Gothicフォントの太さを、2種類か
ら選択できます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ANK フォント ＞」が表示されるまで、［ ］ま

たは［ ］キーを押してください。

5 「ヒョウジュン」が表示されていることを確認し

て ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞Courier」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

Letter Gothicの太さを選択する場合は、
「＞＞Letter Gothic」を表示させてください。

7 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーで「ヒョウジュン」または「フ

トイ」を選択してください。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

表示 説明

I プリンタ内蔵欧文フォント

IJ プリンタ内蔵日本語フォント

S0 欧文ダウンロードフォント

SJ 日本語ダウンロードフォント

M0 メモリーカード内の欧文フォント

MJ メモリーカード内の日本語フォント

H0 RAMディスクまたはハードディスク内の
欧文フォント

HJ RAMディスクまたはハードディスク内の
日本語フォント

表 1-7 

フォント ＞

＞ＡＮＫ フォント ＞

　   ヒョウジュン

＞＞Ｃｏｕｒｉｅｒ

　　ヒョウジュン

＞＞Ｃｏｕｒｉｅｒ

？　ヒョウジュン
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ANKフォントのサイズ設定
初期フォントに設定したANKフォントのサイズを設定
します。

お知らせ

CourierまたはLetterGothicフォントを選択した場合は、
表示されません。これらのフォントはピッチ固定フォン
トのため「>>ピッチ」が表示されます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ANK フォント ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 「ヒョウジュン」が表示されていることを確認し
て［ ］キーを押してください。

6 「＞＞サイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅しま
す。

8 カーソルが点滅している位置で［ ］または［ ］
キーを押すと、数値が増減します。0.25ポイント
毎に4.00～999.75ポイントの範囲で設定できま
す。 
［ ］ または ［ ］キーを押すとカーソルを左右に
移動できます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して
ください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ANKフォントの文字ピッチ設定
CourierまたはLetterGothicフォントの文字ピッチを設定
します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ANK フォント ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 「ヒョウジュン」が表示されていることを確認し
て ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞ピッチ」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅しま
す。

8 カーソルが点滅している位置で［ ］または［ ］
キーを押すと数値が増減します。0.01 cpi毎に0.44
～ 99.99 cpiの範囲で設定できます。［ ］または
［ ］キーを押すとカーソルを左右に移動できま
す。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して
ください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

フォント ＞

＞ＡＮＫ フォント ＞
　   ヒョウジュン

＞＞サイズ
　０１２．００  ポイント

　　　  ＞＞サイズ
　０１２．００  ポイント

フォント ＞

＞ＡＮＫ フォント ＞
　   ヒョウジュン

＞＞ピッチ
１０．００ ｃｐｉ

　　　　　　　　　　 　　  ＞＞ピッチ
１０．００ ｃｐｉ
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漢字フォントの選択

印刷する漢字フォントの種類を選択します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カンジ フォント ＞」が表示されるまで、［ ］

または［ ］キーを押してください。プリンタの内

蔵フォントを選択する場合は、「ヒョウジュン」が

選択されていることを確認してください。

内蔵フォント以外のオプションフォントを選択

する場合は、［ ］または［ ］キーを押してくださ

い。オプションのフォントがプリンタにインス

トールされている場合のみ、この操作ができま

す。

5 ［ ］キーを押してください。以下の表示に変わり

ます。「ヒョウジュン」が表示されない場合は、

［ ］または［ ］キーを押して表示させてください。

フォント選択表示先頭のアルファベットは、下表

のようにフォントの種類や格納場所を示してい

ます。

6 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して希望のフォント番号

を表示させてください。内蔵フォントの番号はA-2
ページの内蔵フォント一覧を参照してください。

8 希望のフォント番号を表示させて、［実行］キーを

押してください。

9 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

漢字フォントのサイズ設定

上記で初期フォントに設定した漢字フォントのサイズ
を設定します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カンジ フォント ＞」が表示されるまで、［ ］

または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞サイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅しま

す。

8 カーソルが点滅している位置で、［ ］または［ ］

キーを押すと数値が増減します。0.25ポイント毎
に4.00～999.75ポイントの範囲で設定できます。 
 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルを左右に

移動できます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して

ください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

　　ヒョウジュン

＞＞ ＩＫ０１

表示 説明

IK プリンタ内蔵フォント

SK ダウンロードフォント

MK メモリーカード内のフォント

HK RAMディスクまたはオプションの
ハードディスク内のフォント

表 1-8 

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

　　ヒョウジュン

＞＞サイズ

　０１０．００ ポイント

　　　　　　　　　　 ＞＞サイズ

　０１０．００ ポイント
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コードセットの設定

PCL 6エミュレーション時、初期フォントとしてプリン
タ内蔵のフォントが選択されている場合に、文字コード
セットを選択することができます。選択できる文字コー
ドセットは現在選択されているフォントにより変化し
ます。初期値として IBM PC-8 が設定されています。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「フォント ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞コード セット」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するコード
セットを表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

印刷枚数の設定

現在のインタフェースでのプリント時の印刷枚数を設
定できます。1～999枚まで設定できます。メッセージ
ディスプレイに「プリント デキマス」が表示されている
ときに設定することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞コピー マイスウ」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅しま
す。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、点滅しているカー
ソルの位置の数値を増減してください。1～999ま
で設定できます。［ ］または ［ ］キーを押すと、
カーソルを左右に移動できます。

7 希望する印刷枚数を表示させて、［実行］キーを押
してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

フォント ＞

＞コード セット
　ＩＢＭ　ＰＣ－８

＞コード セット
？ＩＢＭ　ＰＣ－８

インサツカンキョウ         ＞

＞コピー マイスウ
００１

　　　　　　　　　　　　　　  ＞コピー マイスウ
００１
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縮小印刷の設定

印刷データを縮小して印刷するには、縮小印刷の設定を
行います。元の用紙サイズと縮小後の用紙サイズを設定
します。

お知らせ

• 縮小印刷では等倍で行う印刷結果とは異なり、文字
の線幅が一定にならない場合や、図形・イメージ・パ
ターンなどの中に線が見られる場合があります。ま
た細い線などは印刷されないことがあります。

• バーコードを縮小印刷すると、読み取れない場合が
あります。

1 ［メニュー］ キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞シュクショウ」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

ソースサイズ：縮小前の用紙サイズです。コンピュータ
からの印刷データに設定されている用紙サイズと同一
でなければなりません。

ターゲットサイズ：縮小後のサイズです。給紙カセット
の用紙サイズと同じサイズにします。

各ソースサイズに対する設定可能なターゲットサイズ
および縮小率を、右の表にまとめましたので参照してく
ださい。

ソースサイズとターゲットサイズの組み合わせ（縮小率
は近似値です。）

インサツカンキョウ         ＞

＞シュクショウ            
　　[ＣＳ]→[ＣＳ]

ターゲットサイズ

ソースサイズ

ソースサイズ ターゲットサイズ 縮小率

［CS］ ［CS］ 100 %

［CS］ 98 % 98 %

［LG］
リーガルサイズ
（8.5×14 インチ）

［LG］ 100 %

［LG］ 98 % 98 %

［LT］
レターサイズ
（8.5×11 インチ）

［LT］ 100 %

［A4］ 94 %

［LT］ 98 %

LD
レジャーサイズ
（12×15.5 インチ）

［LD］ 100 %

［LD］ 98 % 98 %

ST（Statement） ［ST］ 100 %

O2（Oficio II） ［O2］ 100 %

FO（Folio） ［FO］ 100 %

8K ［8K］ 100 %

16K ［16K］ 100 %

［A5］
（14.8×21 cm）

［A5］ 100 %

［A5］ 98 % 98 %

［B5］
（18.2×25.7 cm）

［B5］ 100 %

［A5］ 81 %

［B5］ 98 % 98 %

［A4］
（21×29.7 cm）

［A4］ 100 %

［LT］ 94 %

［B5］ 86 %

［A5］ 70 %

［A4］ 98 % 98 %

［B4］
（25.7×36.4 cm）

［B4］ 100 %

［B5］ 70 %

［A4］ 81 %

［B4］98 % 98 %

［A3］
（29.7×42 cm）

［A3］ 100 %

［A4］ 70 %

［B4］ 86 %

［A3］98 % 98 %

［SF］
ストックフォーム

［B4］ 88.4×92.9 %

［A4］ 71.6×75.3 %

表 1-9 
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5 ［実行］キーを押すと、ソースサイズの下でカーソ
ル（＿）が点滅します。

6 カーソルがソースサイズの下にあるときに、［ ］
または［ ］キーを押すとソースサイズが変わり
ます。希望のソースサイズを表示させてくださ
い。（ターゲットサイズも同時に変わりますが、次
の手順で変更できます。）

7 ［ ］キーを押して、カーソルをターゲットサイズ
の下に移動させてください。

8 ソースサイズと同じように、［ ］または［ ］キー
を押して希望のターゲットサイズを表示させて
ください。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して
ください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

印刷方向の設定

印刷方向をポートレート（タテ）またはランドスケープ
（ヨコ）のどちらか選択できます。メッセージディスプレ
イに「プリント デキマス」が表示されているときに設定
することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞インサツ ノ ムキ」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「タテ」または「ヨ
コ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

　       ＞シュクショウ            
　　　[ＣＳ]→[ＣＳ]

　       ＞シュクショウ            
　　　［Ｂ４］→[Ａ４］

　　　　　＞シュクショウ            
　　　［Ｂ４］→[Ａ４］

　　　　　＞シュクショウ            
　　　［Ｂ４］→[Ａ４］

インサツカンキョウ         ＞

＞インサツ ノ ムキ
　　タテ

＞インサツ ノ ムキ
？　タテ

ポートレート
（タテ）

ランドスケープ
（ヨコ）

エコシス エコシス
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KIRモードの設定

本プリンタは京セラ独自のスムージング機能 KIR
（Kyocera Image Refinement）を搭載しています。KIRはプ
リンタの解像度をソフト的に向上させることによって、
高品質の印刷を実現します。

お知らせ

• KIRはプリンタの印刷スピードには影響しません。

• KIRモードの設定を行うときは印刷濃度を03に設定
してください。印刷濃度の詳細については1-58ペー
ジの総印刷枚数の確認を参照してください。

KIRはステータスページの最下段にあるKIRテストパ
ターンを確認しながら、最適な設定を行うことができま
す。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツヒンシツ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞KIR モード」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

KIRモード：オフ KIRモード：オン
（初期設定）

インサツヒンシツ    ＞

＞ＫＩＲ  モード
　   オン

＞ＫＩＲ  モード
？   オン

STATUS PAGE

0 100

ステータスページ

KIR テスト
パターン

最適な状態

現在設定されているKIRモードで、最適
です。

濃すぎる状態

KIRモードをオフに設定してみてくだ
さい。設定をした後、再度ステータス
ページを印刷してください。それでも濃
いと思われる場合は、印刷濃度を薄く設
定してみてください。

薄すぎる状態

KIRモードをオンに設定してみてくだ
さい。設定した後、再度ステータスペー
ジを印刷してください。それでも薄いと
思われる場合は、印刷濃度を濃く設定し
てみてください。
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6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ
フ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

エコプリントの設定

本プリンタはトナーの消費量を抑える、エコプリント
（Ecoprint）機能を搭載しています。エコプリントをオン
に設定すると、トナーの消費量が抑えられ、印刷は薄く
なります。

お知らせ

エコプリントはプリンタの印刷スピードには影響しま
せん。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツヒンシツ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞エコプリント モード」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ
フ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

インサツヒンシツ    ＞

＞エコプリント モード
　　オフ

＞エコプリント モード
？　オフ

エコプリント：オフ
（初期設定）

エコプリント：オン
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解像度の設定

本プリンタは300 dpi、600 dpiおよびFast 1200モードの3
種類の解像度を設定できます。

お知らせ

Fast 1200モードは、PCL6、KPDL、またはKPDL（ジド
ウ）エミュレーション時のみ設定できます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツヒンシツ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カイゾウド」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「Fast 1200モード」、
「300 dpi」、または「600 dpi」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

印刷範囲の補正

用紙上の左右上下には、各5ミリの非印字領域がありま
す。アプリケーションによって、印刷位置が意図したも
のとは異なる場合は、印刷位置を補正するために、印刷
位置を縦横方向にずらす設定ができます。

お知らせ

エミュレーションによっては、設定した補正値が有効に
ならない場合があります。

この機能は、印刷後にパンチ穴を開けたり、ステープル
するために意図的にマージンを作る場合にも利用でき
ます。

印刷位置を設定するための補正原点は、給紙方向に対し
て左上端（上マージン=0ミリ、左マージン=0ミリ）になり
ます。

補正原点より縦横両方に0.1ミリ単位で、±76ミリの範囲
で印刷位置を補正することができます。

印刷位置の補正値は、縮小印刷した場合も同じ比率で、
変化します。たとえば、縦横10ミリの印刷余白を設定し
ていた場合、70％の縮小を行うと印刷余白は縦横7ミリ
になります。設定した補正値は、電源再投入後も有効で
す。

インサツヒンシツ    ＞

＞カイゾウド
　　Ｆａｓｔ １２００ モード

＞カイゾウド
？　Ｆａｓｔ １２００ モード

＞＞ヨコ ホセイ
　　　　＋ ２０．０ ミリ

＞＞タテ ホセイ
　　　　＋ ２０．０ ミリ

あいうえお
あいうえお

補正原点
　上マージン=0 mm
　左マージン=0 mm

印刷原点
　上マージン=20 mm
　左マージン=20 mm

給
紙
方
向

（初期設定の状態） （縦横20 mmの印刷余白を設
定した状態）

横補正（20 mm）

縦補正
（20 mm）
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以下の手順で印刷範囲の補正値を設定してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞インサツ ハンイ ホセイ ＞」が表示されるま
で、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 横方向の補正値を設定します。［実行］キーを押し
てください、カーソル（＿）が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し
ている位置の数値が増減します、希望の補正値を
設定してください。補正値は0.1ミリ単位で -76～
+76ミリです。［ ］ または ［ ］キーを押すとカー
ソルが左右に移動します。

8 希望の補正値を表示させて、［実行］キーを押して
ください。

9 次に縦方向の補正値を設定します。［ ］キーを押
してください。横方向と同じ手順（手順6～8）で縦
方向の補正値を設定してください。補正値は0.1
ミリ単位で-76～+76ミリです。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ソノタ          ＞

＞インサツ ハンイ ホセイ 　＞

＞＞ヨコ ホセイ
　　　　　　００．０ ミリ

　　　　　　　　　　　  ＞＞ヨコ ホセイ
　　　　　　００．０ ミリ

＞＞タテ ホセイ
　　　　　　００．０ ミリ



e-MPS機能

1-40

e-MPS機能

お知らせ

e-MPS機能を使用するには、オプションのハードディスクをプリンタに装着する必要があります。

e-MPSとは

e-MPS （enhanced-Multiple Printing System）機能は、ジョブリテンション機能、仮想メールボックス機能や電子ソート機能
などを実現する印刷機能です。

ジョブリテンション機能

ジョブリテンション機能は、プリンタのハードディスクに印刷データを保存し、必要なときに印刷することができま
す。次の4種類のモードがあり、プリンタドライバから選択できます。

*設定された数を超えると、古いジョブから順に削除されます。

設定方法は1-40ページのジョブリテンション機能 を参照してください。

ジョブリテンション クイックコピーモード 試し刷り後、保留モード プライベートプリント
モード

ジョブ保留モード

機能 プリンタの操作パネル
から、必要部数を追加印
刷できます。

複数部数の印刷の際、1
部だけ印刷出力します。
印刷の内容を確認して
から、残りを印刷しま
す。キャンセルすること
もできるので、用紙のム
ダが避けられます。

他人に見られたくない
文書などを、アクセス
コードを入力してから
印刷させることができ
ます。

ファックス送信用紙な
どのフォームをプリン
タに保存し、必要なとき
必要なものを必要な枚
数だけ印刷することが
できます。

アプリケーションソフト
からの印刷終了時

同時に印刷する 同時に1部だけ印刷する 印刷しない 印刷しない

印刷出力操作 プリンタの操作パネル
から行う

プリンタの操作パネル
から行う

プリンタの操作パネル
から行う

プリンタの操作パネル
から行う

初期印刷枚数 ドライバから設定した
枚数（変更可能）

試し刷り後の残り部数
（変更可能）

ドライバから設定した
枚数（変更可能）

1

最大格納ジョブ数* 32 （50まで拡張可能） 32 （50まで拡張可能） ハードディスク容量に
依存（印刷すると、その
ジョブは自動的に消去）

ハードディスクの容量
に依存

アクセスコード 不要 不要 必要 任意

印刷後のデータ 保存 保存 消去 保存

電源オフ時のデータ 消去 消去 消去 保存

表 1-10 
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ジョブ保留機能

ファックス送信用紙や、チェック表、オーダーフォーム

などよく使うものをプリンタのハードディスクに保存

しておいて、印刷することができます。複数部数の印刷

の際など、ハードディスクに保存したデータを印刷する

ため、印刷時間を短縮できます。

印刷時に、プリンタドライバでジョブの保存（「一時保

存」または「恒久保存」）を選択した場合は、ハードディス

クに保存された文書データに、自動的にバーコードが割

り当てられます。これをコードジョブと呼びます。この

バーコードを文書にも印刷したり、ジョブリストにバー

コードを印刷することもできます。

コードジョブには以下の2 種類があります。

• 保存（恒久保存）コードジョブ
• 一時（一時保存）コードジョブ

一時コードジョブは、ハードディスクの容量がなくなる

と古いデータから削除されます。保存コードジョブは自

動的には削除されません。印刷時に、プリンタドライバ

で選択します。

設定方法は、1-40ページのジョブリテンション機能 を
参照してください。

仮想メールボックス機能

仮想メールボックス機能は、印刷データをハードディス

ク内の仮想メールボックストレイに保存し、後で操作パ

ネルから印刷することができます。また、CD-ROMに収
録されているKM-NET Printer Disk Managerを使用して
印刷することもできます。

プリンタドライバからの印刷時に、すべての仮想メール

ボックストレイ、または選択した仮想メールボックスト

レイに、同時に文書を保存することができます。実際に

出力する場合は、操作パネルで印刷したい文書データの

あるメールボックス番号（トレイ）を選択し、必要な文書

データのみを印刷することができます。

最大255個の仮想メールボックスを使用でき、各メール
ボックスの収納枚数に制限はありません。全メールボッ

クスの合計容量で制限されるので、ハードディスクの容

量が許す限り蓄積できます。

設定方法については、1-44ページの仮想メールボックス
（VMB）機能 を参照してください。

クイックコピーモード

このモードは、一度印刷した文書を追加印刷するモード

です。

プリンタドライバでクイックコピーを設定して文書を

印刷すると、同時にハードディスクに保存します。印刷

が必要になったときに操作パネルから必要な枚数を再

印刷することができます。

ハードディスクに保存できる最大文書数は、初期設定で

32個（e-MPS詳細設定で最大50個まで変更可能）です。設
定を変えるときは、1-45ページのクイックコピーモード
の最大保存件数設定を参照してください。設定された最
大数を越えて書類を保存すると、古いデータから順に新

しいデータに上書きされます。

プリンタの電源を切ると、保存されているすべての受信

データは消去されます。

クイックコピーを使った印刷のしかた

印刷する際にプリンタドライバでクイックコピーの設

定を行い印刷します。設定手順はプリンタドライバ操作
手順書 を参照してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞クイックコピージョブ」が表示されるまで、

［ ］または［ ］キーを押してください。

プリンタドライバから入力したユーザ名（1-41
ページのクイックコピーモード 参照）が表示さ
れます。（表示例では「ｺﾊﾞﾔｼ」と入力した場合）

5 ［実行］キーを押すと、ユーザ名の前に「?」が点滅
します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するユーザ名

を表示させてください。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞クイックコピージョブ

　コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ
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7 ［実行］ キーを押してください。

プリンタドライバから入力した、ユーザ名と文書
（ジョブ）名（1-41ページのクイックコピーモード
参照） が表示され、文書名の前に?が点滅します。
（表示例では「ﾒｲﾎﾞ」と入力した場合）

8 ［ ］または［ ］キーを押して希望する文書名を
表示させてください。

9 ［実行］キーを押してください。印刷枚数の設定が
できます。印刷枚数を増やす場合には［ ］キー
を、減らす場合には［ ］キーを押して枚数を変更
してください。

10［実行］キーを押してください。設定した枚数を印刷します。

保存されているクイックコピーの削除

プリンタの電源を切ると、保存されているすべてのク
イックコピージョブは消去されますが、以下の手順で目
的のジョブを個別に消去することができます。

1 前の項目の1から8の手順を行ってください。

2 削除する文書名を表示させて、［実行］キーを押し
てください。印刷枚数のカーソル（＿）が点滅しま
す。

3 印刷枚数に「サクジョ」が表示されるまで［ ］
キーを押してください。

4 ［実行］キーを押してください。メッセージディス
プレイに「データ ショリチュウデス」が表示さ
れ、指定した文書が削除されます。

試し刷り後、保留モード

このモードは、複数部の印刷の際、まず1部だけ印刷出力
し、その結果を確認してから残りの部数を出力します。
出力結果を確認してから残りの部数を印刷できるので、
用紙のムダをなくせます。

プリンタドライバで「試し刷り後、保留」を設定して文書
を印刷すると、プリンタは1部だけを出力し、同時にハー
ドディスクに保存します。残りの部数を印刷する場合
は、操作パネルから保存した文書を選択して印刷しま
す。その際、印刷部数を変更することもできます。

プリンタの電源を切ると、保存されているすべての文書
データが消去されます。

保留されている残り部数の印刷のしかた

印刷手順はクイックコピーの場合と同じです。1-41ペー
ジのクイックコピーを使った印刷のしかた を参照して
ください。

＞コバヤシ
？メイボ

　　　　　　　　　　　　　　  ＞メイボ
　コピー ００１

　　　　　　　　　　                   ＞メイボ
　コピー ００１

＞メイボ
　サクジョ
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プライベートプリント / ジョブ保留モード

プライベートプリントは、印刷の際にドライバから設定

したアクセスコードと同じ4桁の数字を、操作パネルか
ら入力して印刷出力を可能にする機能です。データは印

刷後に消去されます。

ジョブ保留モードはアクセスコードは使用せず、印刷出

力後は印刷データをハードディスクに保持します。それ

ぞれのドライバの設定方法は、KXプリンタドライバ操
作手順書をお読みください。

プライベートプリントまたはジョブ保留の印刷の
しかた

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞コジン/ホゾンジョブ」が表示されるまで、［ ］

または［ ］キーを押してください。

プリンタドライバで入力したユーザ名が表示さ

れます。（表示例では「ｺﾊﾞﾔｼ」と入力した場合）

5 ［実行］キーを押すと、ユーザ名の前に「?」が点滅
します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するユーザ名

を表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。

プリンタドライバから入力したユーザ名と文書

名が表示され、文書名の前に「?」が点滅します。
（表示例では「ｼﾞｭｳｼｮﾛｸ」と入力した場合。）

8 ［ ］または［ ］キーを押して希望する文書名を

表示させてください。

9 ［実行］キーを押してください。プリンタドライバ

で入力したアクセスコードを入力し、［実行］キー

を押してください。

アクセスコードの入力は、［ ］または［ ］キーを

押して変更する桁にカーソルを移動させ、［ ］ま

たは［ ］キーを押して数値を変更してください。

10 印刷枚数の設定ができます。印刷枚数を増やす場

合には ［ ］ キーを、減らす場合には ［ ］キーを

押して枚数を変更してください。

11［実行］キーを押してください。設定した枚数を印

刷します。

保存文書の削除

1 前の項目の1から8の手順を行ってください。

2 削除する文書名を表示させて、［実行］キーを押し

てください。プリンタドライバでアクセスコード

を入力している場合は、アクセスコードを入力

し、［実行］ キーを押してください。

3 印刷枚数に「サクジョ」が表示されるで［ ］キー

を押してください。

4 ［実行］キーを押してください。メッセージディス

プレイに「データ ショリチュウデス」が表示さ

れ、指定した文書が削除されます。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞コジン/ホゾンジョブ

　コバヤシ

＞コジン/ホゾンジョブ

？コバヤシ

＞コジン/ホゾンジョブ

？コバヤシ

＞コバヤシ

？ジュウショロク

　　　　　　　　　　　　　　  ＞ジュウショロク

　ＩＤ ００００

　　　　　　　　　　　　　　  ＞ジュウショロク

　コピー ００１　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　　　　  ＞ジュウショロク

　コピー ００１

＞ジュウショロク

　サクジョ
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コードジョブ（保存コードジョブ）リストの印刷

ハードディスクに保存されている（恒久）保存コード

ジョブを、印刷することができます。リスト中のデータ

を印刷するには、付属の CD-ROM に収録されている
KM-NET JOB Managerから行います。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］を押してください。

4 「＞コードジョブリスト ノ インサツ」が表示され

るまで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 もう一度［実行］キーを押してください。「データ

ショリチュウデス」が表示され、コードジョブリ

ストを印刷します。

仮想メールボックス（VMB）機能

仮想メールボックスに文書を保存するには、プリンタド

ライバで送信先の仮想メールボックスを選択します。

プリンタドライバの操作手順は、KXプリンタドライバ
操作手順書をお読みください。

仮想メールボックス内のデータの印刷

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］を押してください。

4 「＞VMBデータ ノ インサツ」が表示されるまで、

［ ］または［ ］キーを押してください。表示例の

「#」にVMBトレイの番号が表示されます。

5 ［実行］キーを押すと、VMB トレイ番号のあとに

「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、希望するトレイ番

号を表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。仮想メールボック

ス内に保存されている文書を印刷します。印刷さ

た文書データは、自動的に消去されます。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞コードジョブリスト ノ

　インサツ ？

PERMANENT CODE JOB LIST

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ＶＭＢデータ ノ インサツ

トレイ ###：

＞ＶＭＢデータ ノ インサツ

トレイ ###？
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仮想メールボックス内の文書リストの印刷

仮想メールボックスのトレイ番号（メールボックス番

号）、文書の有無、データサイズなどのリストを印刷しま

す。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］を押してください。

4 「＞VMBリスト ノ インサツ」が表示されるまで、

［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 もう一度［実行］キーを押してください。リストが

印刷されます。文書が保存されている仮想メール

ボックス（トレイ）には、トレイ番号の前に マー

クが表示されます。

e-MPS詳細設定

ハードディスクに保存できる最大文書数や、機能ごとに

割当てる容量を変更することができます。

• クイックコピーモードの最大保存件数設定
• 一時コードジョブに割り当てる領域の設定
• 保存コードジョブに割り当てる領域の設定
• 仮想メールボックスの割当領域の設定

クイックコピーモードの最大保存件数設定

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］を押してください。

4 「＞e-MPS ショウサイセッテイ ＞」が表示される

まで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］を押してください。

6 「＞＞クイックコピージョブ ノ コスウ」が表示さ

れるまで、［ ］または［ ］キーを押してくださ

い。

7 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点

滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し

ている位置の数値が増減します。設定値は0～50
です。［ ］または ［ ］を押すとカーソルが左右に

移動します。

9 希望の最大保存件数を表示させて、［実行］キーを

押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ＶＭＢリスト ノ

　インサツ

＞ＶＭＢリスト ノ

　インサツ ？

VIRTUAL MAIL BOX LIST

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ｅ－ＭＰＳ ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ  ３２

　　　　　　　　　　　　　　  ＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ  ３２
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一時コードジョブの領域割当て設定

ハードディスクに保存する一時コードジョブの合計容

量（上限）を設定します。340 MBのハードディスクでは
50 MB、1 GBの場合は150 MBが初期値になります（約1/
6）。ただし、実際に使用できる容量は、ハードディスクの
空き容量に依存します。 

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞e-MPS ショウサイセッテイ ＞」が表示される

まで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞イチジコードジョブ ノ サイズ」が表示され

るまで、［ ］または［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点

滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すと、カーソルが点滅し

ている位置の数値が増減します。設定値は0～
9999です。［ ］または ［ ］キーを押すと、カーソ

ルが左右に移動します。

9 ［実行］キーを押してください。

10［実行］キーを押してください。メッセージディス

プレイは「プリント デキマス」に戻ります。

保存コードジョブの領域割当て設定

ハードディスクに保存する保存（恒久保存）コードジョ
ブの合計容量（上限）を設定します。 340 MBのハード
ディスクでは50 MB、1 GBの場合は150 MBが初期値に
なります（約 1/6）。ただし、実際に使用できる容量は、
ハードディスクの空き容量までとなります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞e-MPS ショウサイセッテイ ＞」が表示される

まで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞ホゾンコードジョブ ノ サイズ」が表示され

るまで、［ ］または［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点

灯します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し

ている位置の数値が増減します。設定値は0～
9999です。［ ］または ［ ］キーを押すとカーソル

が左右に移動します。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ｅ－ＭＰＳ ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ ０１５０ＭＢ

　　　　　　　　　　　　　＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ ０１５０ＭＢ

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ｅ－ＭＰＳ ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞ホゾンコードジョブ

　ノ サイズ ０１５０ＭＢ

　　　　　　　　　　　　　＞＞ホゾンコードジョブ

　ノ サイズ ０１５０ＭＢ
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仮想メールボックスの割当領域の設定

ハードディスクに保存する仮想メールボックスの合計

容量（上限）を設定します。最大容量は、ハードディスク

の空き容量までです。 340 MBのハードディスクでは50
MB、1 GBの場合は150 MBが初期値になります（約1/6）。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞e-MPS ショウサイセッテイ ＞」が表示される

まで、［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。

6 「＞＞ VMB ノ サイズ」が表示されるまで、［ ］ま

たは［ ］キーを押してください。

7 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点

滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し

ている位置の数値が増減します。設定値は0～
9999です。［ ］または ［ ］キーを押すとカーソル

が左右に移動します。

9 ［実行］キーを押してください。

10［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ｅ－ＭＰＳ ＞

＞ｅ－ＭＰＳ ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞ＶＭＢ ノ サイズ

０１５０ＭＢ

　　　　　　　　　　　　　＞＞ＶＭＢ ノ サイズ

０１５０ＭＢ
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インタフェース

本プリンタはパラレルインタフェース、およびUSBイン
タフェースを標準装備しています。また、オプションの
ネットワークインタフェースカードを装着することが
できます。

エミュレーションなどのプリンタの環境は、これらの各
インタフェースごとに独立して設定することができま
す。以下の手順で、設定するインタフェースを選択して
ください。

オプションのネットワークに関する詳細は、ネットワー
クインタフェースカードの使用説明書を参照してくだ
さい。

お知らせ

ここでの選択は、データを受信するインタフェースを選
ぶものではありません。データを受信するインタフェー
スは自動的に切り替わります。

パラレルインタフェースモードの設定

本プリンタのパラレルインタフェースは双方向および
高速モードに対応しています。通常は、初期設定の「ニブ
ル（コウソク）」のままで使用してください。インタ
フェースの詳細については、付録B インタフェース を
参照してください。インタフェースの設定を変更した場
合は、プリンタをリセットするか、一度電源を切ってく
ださい。その後に設定が有効になります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インタフェース ＞」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

現在選択されているインタフェースによって、
「パラレル」、「USB」、または「オプション」（オプ
ションのネットワークインタフェースカード装
着時） のいずれかが表示されます。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

「パラレル」が表示されていないときは、［ ］また
は［ ］キーを押して「パラレル」を表示させてく
ださい。

4 もう一度 ［実行］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。メッセージディスプ
レイに転送モードの設定が表示されます。

6 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して希望するモードを
表示させてください。表示されるモードは以下の
通りです。

8 ［実行］キーを押してください。

9 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

オプションネットワークインタフェース
の設定

本機の拡張スロットに、オプションのネットワークイン
タフェースボードを装着すると、TCP/IP、NetWare、
EtherTalkなどのプロトコルでネットワークに接続する
ことができます。

オプションのネットワークカードの設定に関する詳細
は、ネットワークインタフェースカードの使用説明書を
参照してください。

1 ［メニュー］ キーを押してください。

2 「インタフェース ＞」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

「パラレル」、「USB」、または「オプション」（ネット
ワークインタフェースカード装着時） のいずれ
かが表示され、現在選択されているインタフェー
スを示します。

3 ［実行］ キーを押すと、「?」が点滅します。

インタフェース
？　パラレル

インタフェース
？　パラレル

＞パラレル インタフェース
？　ニブル（コウソク）

「ニブル（コウソク）」（初期設定）
「ジドウ」
「ノーマル」
「コウソク」

インタフェース
？　パラレル
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4 ［ ］または［ ］キーを押して「オプション」を表
示させてください。

5 もう一度 ［実行］ キーを押してください。

6 ［ ］キーを押してください。メッセージディスプ
レイに「＞NetWare」などの設定項目が表示され
ます。［ ］または［ ］キーを押して希望するモー
ドを表示させてください。

7 ここでは例としてプリンタで、TCP/IPプロトコル
を有効にする手順を説明します。同様の手順で
「NetWare」や「EtherTalk」を選択することができ
ます。

「TCP/IP」が「オフ」の場合は、［実行］キーを押し、
［ ］または［ ］キーで「オン」を選択して、もう一
度［実行］キーを押してください。

8 ［ ］キーを押してください。［ ］または［ ］キー
を押すごとに以下のように表示が変わります。

9 設定する項目を表示させ、［実行］キーを押してく
ださい。「DHCP」を設定中は、「?」が点滅します。
「IP アドレス」や「サブネット マスク」、「デフォル
ト ゲートウェイ」の設定中は、カーソル（＿）が点
滅します。

10「DHCP」の設定中は、［ ］または［ ］キーで「オ
ン」または「オフ」を選択してください。

「IP アドレス」や「サブネット マスク」、「デフォル
ト ゲートウェイ」の設定中は、［ ］または［ ］
キーで、カーソルが点滅している場所の数字（000
から255）を変更してください。［ ］ または ［ ］
キーを使ってカーソルを左右に移動させること
ができます。

設定するネットワークアドレスは、ネットワーク
管理者に確認してください。

11［実行］キーを押してください。

12［メニュー］キーを押してください。メッセージディスプレイは「プリントデキマス」に戻ります。

インタフェース
？　オプション

＞ＮｅｔＷａｒｅ
オフ

＞ＴＣＰ／ＩＰ
オフ

＞ＥｔｈｅｒＴａｌｋ
オフ

＞オプション インタフェース
　ステータス ノインサツ　　オフ

＞ＴＣＰ／ＩＰ ＞
　オン

NetWare ネットワークに接続する場合にオンにします。
サブメニューの中で、フレームモードを「ジドウ」、「802.3」、
「Ethernet II」、「802.3 SNAP」と「802.2」から選択できます。

TCP/IP でWindowsネットワークなどに接続する場合はオンにし
ます。サブメニューでは、DHCP、IP アドレス、サブネットマスク
アドレス、ゲートウェイアドレスの各アドレスが設定できま
す。（IP アドレスについては、以下の手順8以降を参照してくださ

EtherTalkでAppleTalkネットワークに接続するには、
「EtherTalk」をオンにしてください。

「オン」にすると、プリンタのステータスページを印刷した
ときに、同時にネットワークステータスページが印刷され
ます。1-15ページ を参照してください。

＞＞ＤＨＣＰ
　　オフ

＞＞ＩＰ アドレス
　　０００．０００．０００．０００

＞＞サブネット マスク
　　０００．０００．０００．０００

＞＞デフォルト ゲートウェイ
　　０００．０００．０００．０００



ハードディスクやメモリーカード

1-50

ハードディスクやメモリーカード

本プリンタはメモリーカード、オプションのハードディ
スク、およびRAMディスクの3種類のストレージ装置を
使用できます。メモリーカードやハードディスクは、プ
リンタの専用スロットに装着して使用します。RAM
ディスクは、プリンタのメモリーの一部をRAMディス
クに割り当てて使用します。

基本的な操作はいずれの装置も同じです。ここでは、メ
モリーカードの操作を中心に説明します。

メモリーカードの操作

本プリンタはメモリーカードを使用して、以下の操作が
可能です。

• フォントの読み込み
• データの読み込み
• データの書き込み
• データの削除
• メモリーカードのフォーマット（初期化）
• データ名（パーティション）リストの印刷

メモリーカードの取り扱いについては、C-9ページのメ
モリーカードを参照してください。

フォントの読み込み

メモリーカードからフォントを読み込むには、以下の手
順で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞フォント ノ ヨミコミ」が表示されるまで、
［ ］または［ ］ キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 ［実行］キーを押してください。「ショリチュウデ
ス」が表示され、メモリーカードからのフォント
の読み込みが開始されます。フォントの読み込み
が終了すると、メッセージディスプレイは「＞
フォント ノ ヨミコミ」に戻ります。

7 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻りま
す。

メモリカード ＞

＞フォント ノ ヨミコミ

＞フォント ノ ヨミコミ ？
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データの読み込み

メモリーカードに保存されているデータを読み込むと
きは、以下の手順で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］ キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞データ ノ ヨミコミ」が表示されるまで、［ ］
または［ ］ キーを押してください。データの名称
も表示されます。データ名は、書き込み時にプリ
ンタが自動的につけた、DataS001（1番目のデー
タ）、DataS002（2番目のデータ）、DataS003（3番目
のデータ）などの名称（パーティション名）です。

5 ［実行］キーを押すと、データの名称の前に「?」が
点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、読み込みたいデー
タの名称を表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。「データ ショリチュ
ウデス」が表示され、メモリーカードからデータ
が読み込まれます。

データの書き込み

コンピュータから送られたデータをメモリーカードに
書き込むことができます。書き込まれたデータには自動
的に名前（パーティション名）がつけられます。1-53ペー
ジのデータ名（パーティション）リストの印刷 で、書き
込まれたデータ名を確認することができます。

メモリーカードへデータを書き込むときは、以下の手順
で行ってください。

お知らせ

挿入したメモリーカードが初期化されていない場合は、
「＞メモリーカード ノ フォーマット」が自動的に表示さ
れます。1-53ページのメモリーカードのフォーマット
（初期化）を参照してメモリーカードのフォーマット（初
期化）を行ってください。メモリーカードが初期化され
ていないと、データを書き込むことができません。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞データ ノ カキコミ」が表示されるまで、［ ］
または［ ］ キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 ［実行］キーを押してください。「データ ショリチュ
ウデス」が表示され、その後「ページ ガ ノコッテイ
マス」に表示が変わります。

7 その状態で、コンピュータからプリンタにデータ
を送ってください。

データを受信するとプリンタのメッセージディ
スプレイの表示が「データ ショリチュウデス」に
変わり、受信が終了すると「ページ ガ ノコッテイ
マス」に変わります。

メモリカード ＞

＞データ ノ ヨミコミ
　データ名

＞データ ノ ヨミコミ
？データ名

メモリカード ＞

＞データ ノ カキコミ

＞データ ノ カキコミ ？
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8 メッセージディスプレイの表示が「ページ ガ ノ
コッテイマス」に変わったことを確認し、［印刷可
/解除］キーを押してください。

プリンタは今書き込まれたデータの情報を自動
的に印刷します（下例）。これによって、書き込ま
れたデータの名前（パーティション名） や、書き
込みが正常に行われたかを確認することができ
ます。

メモリーカードに書き込まれたデータは、
DataS001、DataS002、DataS003...と自動的に名前が
付けられます。

メモリーカードへ書き込まれたデータの情報が
印刷されると、メッセージディスプレイは「プリ
ント デキマス」に戻ります。データの書き込みが
失敗した場合は、メッセージディスプレイにエ
ラーコードが表示されます。詳しくは4-8ページ
のエラーメッセージ を参照してください。メッ
セージディスプレイにエラーコードが表示され
た場合は、［印刷可 /解除］キーを押してください。
メッセージディスプレイは「プリント デキマス」
に戻ります。

9 上記の手順を繰り返してすべてのデータの書き
込みを行ってください。データを書き込むたび
に、メモリーカードへ書き込まれたデータの情報
が、手順8 で説明したように印刷されます。メモ
リーカードに書き込んだ全てのデータの情報を
一度に確認するときは、1-53ページのデータ名
（パーティション）リストの印刷 を参照してくだ
さい。

データの削除

メモリーカード内のデータを一つずつ削除することが
できます。

メモリーカードからデータを削除するときは、以下の手
順で行ってください。データがない場合には、メッセー
ジディスプレイに「＞データ ノ サクジョ」は表示されま
せん。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞データ ノ サクジョ」が表示されるまで、［ ］
または［ ］ キーを押してください。データ名も表
示されます。

5 ［実行］キーを押すと、データ名の前に「?」が点滅
します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、削除したいデータ
名を表示させてください。

7 ［実行］キーを押してください。「データ ショリチュ
ウデス」が表示され、データがメモリーカードか
ら削除されます。

WRITE INFORMATION

リスト（上記）には以下の情報が記載されています。

Partition Type：書き込まれたデータのタイプ
（2のみをサポート）

Partition Name：書き込まれたパーティション
（データ）

Write Partition Length：書き込まれたパーティション
のデータ量

Others：エラー情報

メモリカード ＞

＞データ ノ サクジョ
　データ名

＞データ ノ サクジョ
？データ名
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メモリーカードのフォーマット（初期化）

未使用のメモリーカードを本機で使用するためには、最
初にメモリーカードの初期化を行う必要があります。初
期化すると、メモリーカードへのデータの書き込みが可
能になります。

お知らせ

• すでにデータの書き込まれているメモリーカード
に対して初期化を行った場合は、そのメモリーカー
ド内のデータはすべて消去されます。

• メモリーカードの初期化は、必ずプリンタで行って
ください。

メモリーカードを初期化するときは、以下の手順で行っ
てください。未使用のメモリーカードを装着した場合は、
「メモリカード　ノ　フォーマット　ヲ　シテクダサイ」
が表示されます。

1 ［メニュー］ キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］ キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞メモリカード ノ フォーマット」が表示される
まで、［ ］または［ ］ キーを押してください。

5 ［実行］ キーを押すと、「?」が表示されます。

6 ［実行］キーを押してください。
「データ ショリチュウデス」が表示され、メモ
リーカードの初期化が実行されます。初期化が終
了すると、プリンタはメモリーカードの初期化情
報を自動的に印刷します（下例）。メモリーカード
の初期化が正しく行われたかを確認することが
できます。

印刷後、メッセージディスプレイは「プリント デ
キマス」に戻ります。

データ名（パーティション）リストの印刷

メモリーカードスロットに差し込まれている、メモリー
カードの内容（データ名、データサイズ等）をパーティ
ションリストとして印刷します。

メモリーカードのパーティションリストを印刷すると
きは、以下の手順で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「メモリカード ＞」が表示されるまで、［ ］または
［ ］ キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞パーティションリスト ノ インサツ」が表示さ
れるまで、［ ］または［ ］キーを押してくださ
い。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

メモリカード ＞

＞メモリカード ノ
　フォーマット

＞メモリカード ノ
　フォーマット　？

メモリカード ＞

＞パーティション リスト ノ
　インサツ

＞パーティション リスト ノ
　インサツ ？

FORMAT INFORMATION

リスト（上記）には以下の情報が記載されています。

Capacity：メモリーカードの全容量
Used Space：システム使用分
Free Space：使用可能なメモリーカードの残容量
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6 ［実行］キーを押してください。「データ ショリチュ
ウデス」が表示され、パーティションリストが印
刷されます。

メモリーカードのパーティションリストが印刷
されると、メッセージディスプレイは「プリント
デキマス」に戻ります。

ハードディスクの操作

オプションのハードディスクを装着すると、次の操作が
可能になります。

• データの読み込み
• データの書き込み
• データの削除
• ハードディスクのフォーマット（初期化）
• データ名（パーティション）リストの印刷

ハードディスクのフォーマット（初期化）は、ハードディ
スクを初めてプリンタに装着した際に必要な操作です。
操作手順はメモリーカードの操作手順と同様です。1-50
ページのメモリーカードの操作 を参照してください。
なお、ハードディスクのデータ名はDataS001の代わり
に、DataH001と表示されます。

PARTITION LIST

Partition Information

Device Information 

リスト（上記）には以下の情報が記載されています。

Device Name/Number:MEMORY CARD/A
（メモリーカードを示す）

Capacity: メモリーカードの全容量
Used Space:メモリーカードの使用量
Free Space:メモリーカードの残容量

（システム使用分を含みます）
Partition Name:プリンタによって自動的につけられ

たデータ（パーティション）名称
Partition Size:書き込まれたデータの容量
Partition Type:書き込まれたデータの種類

（データ/フォントのデータ）
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RAMディスクの操作

本プリンタはRAM ディスク機能を搭載しています。
RAMディスクはプリンタの総メモリーの中から、任意
のメモリーサイズをRAMディスクとして設定できま
す。この機能により電子ソートが可能になり、トータル
の印刷時間を短縮することができます。RAMディスク
は初期設定では「オフ」に設定されています。

RAMディスクを有効にした場合の初期値は、現在のプ
リンタの総メモリーから9 MB差し引いた値になりま
す。例えば、現在のプリンタの総メモリーが16 MB （工
場出荷時）の場合は、16 MBから9 MB差し引いた残りの
7 MBがRAMディスクの値になります。

RAMディスク機能を使用する前に、次のセクションで
説明する方法でRAMディスクを「オン」に設定し、RAM
ディスクのデータサイズを設定してください。その後、
以下の操作が可能になります。

• データの読み込み
• データの書き込み
• データの削除
• データ名（パーティションリストの印刷

操作手順はメモリーカードの操作手順と同様です。1-50
ページのメモリーカードの操作 を参照してください。
なお、RAMディスクのデータ名はDataS001の代わりに、
DataH001と表示されます。

ここでは、RAMディスクのオン、オフとデータサイズ設
定についてのみ説明します。

お知らせ

• オプションのハードディスクを装着した場合は、
RAMディスク機能は使用できません。

• RAM ディスクは一時的にデータを保存する機能で
す。プリンタをリセットしたり電源を切った場合は
消去されます。

• RAMディスクはプリンタのユーザ使用可能メモリー
の中に割り当てられます。したがって、RAMディス
クの設定値によっては、印刷速度が落ちたり、メモ
リー不足が発生したりする場合があります。

RAMディスクのデータサイズ設定

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「RAM ディスク モード」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キー を押してください。

3 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。［ ］また
は［ ］キーを押して「オン」を選択し、［実行］ キー
を押してください。

4 ［ ］キーを押し、「＞RAM ディスク サイズ」が表
示されるまで、［ ］または［ ］ キーを押してくだ
さい。

5 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点
滅します。［ ］または［ ］ キーでRAMディスク
のサイズを変更してください。0001～1024の範囲
で設定できます。

設定できる範囲はプリンタの総メモリーによっ
て変わります。範囲を超えて設定しても、自動的
に範囲内に設定されます。

6 希望のRAMディスクサイズを表示させて、［実行］
キーを押してください。

7 ［メニュー］キーを押してください。この後プリン
タの電源を入れ直してください。再起動後に設定
が有効になります。

ＲＡＭ ディスク モード ＞
　オフ

ＲＡＭ ディスク モード ＞
？オン

＞ＲＡＭ ディスク サイズ
　　　　　０００７　ＭＢｙｔｅ

＞ＲＡＭ ディスク サイズ
　　　　　０００７　ＭＢｙｔｅ
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プリンタの設定

ここでは以下のプリンタの設定について説明します。

• ページ保護モードの設定
• 改行動作の設定
• 復帰動作の設定
• ワイドA4の設定
• 印刷濃度の調整
• 総印刷枚数の確認
• トナーカウンタのリセット
• 表示言語の選択
• 自動改ページ待ち時間（タイムアウト）の設定
• スリープモードの設定
• スリープタイマの設定
• プリンタのリセット
• リソースの保護
• ブザーの設定
• 自動継続印刷の設定
• 自動継続印刷時の復帰時間の設定

ページ保護モードの設定

通常このメニューは表示されませんが、プリンタのメモ
リー不足に起因して「プリント オーバーラン カイジョ
ヲ オシテクダサイ」のエラーが発生すると、「ページ ホ
ゴ モード」が強制的に「ホゴ」になります。このエラーが
発生した後はメモリーを効率よく保持するために、以下
の手順で必ず設定を「ジドウ」に戻しておいてください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ページ ホゴ モード」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「ジドウ」を表示さ
せてください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

インサツカンキョウ         ＞

＞ページ ホゴ モード
　ホゴ

＞ページ ホゴ モード
？　ホゴ

＞ページ ホゴ モード
？　ジドウ
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改行動作の設定

プリンタが改行コード（文字コード0AH）を受信したと
きの動作を設定します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞LF（カイギョウ）ドウサ」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する改行動作
を表示させてください。

「LF ノミ」改行を行います。（初期設定）
「CR + LF」改行および復帰を行います。
「LF ムコウ」改行を行いません。

7 希望する動作を表示させて、［実行］キーを押して
ください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

復帰動作の設定

プリンタが復帰コード（文字コード0DH）を受信したと
きの動作を設定します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞CR（フッキ）ドウサ」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する復帰動作
を表示させてください。

「CR ノミ」復帰を行います。（初期設定）
「CR + LF」復帰および改行を行います。
「CR ムコウ」復帰を行いません。

7 希望する動作を表示させて、［実行］キーを押して
ください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

インサツカンキョウ         ＞

＞ＬＦ（カイギョウ）ドウサ
　   ＬＦ ノミ

＞ＬＦ（カイギョウ）ドウサ
？   ＬＦ ノミ

インサツカンキョウ         ＞

＞ＣＲ（フッキ）ドウサ
　   ＣＲ ノミ

＞ＣＲ（フッキ）ドウサ
？   ＣＲ ノミ
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ワイドA4の設定

この設定を「オン」にすると、A4ページ1行に印刷できる
文字数が78文字に増加します（10 cpi）。この設定はPCL 6
のエミュレーションでのみ有効になります。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「インサツカンキョウ ＞」が表示されるまで、［ ］
または［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ワイド A4」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ
フ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

総印刷枚数の確認

プリンタの総印刷枚数をメッセージディスプレイで確
認することができます。ステータスページで確認するこ
とも可能です。総印刷枚数は表示されるだけで、変更は
できません。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ライフ カウンタ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞インサツマイスウ」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。現在までの総印
刷枚数が表示されます。

5 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

インサツカンキョウ         ＞

＞ワイド Ａ４
　　オフ

＞ワイド Ａ４
？　オフ

ライフ カウンタ          ＞

＞インサツマイスウ
０１２３４５６
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トナーカウンタのリセット

ステータスページのトナー残量の表示を正確にするた
め、トナーコンテナの交換時は、以下の手順でトナーカ
ウンタをリセットしてください。トナー交換時以外にこ
の操作を行うと、ステータスページのトナー残量の表示
が正しく表示されなくなりますのでご注意ください。

トナーコンテナの交換時には、トナーキットに付属の使
用説明書 もあわせてお読みください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ライフ カウンタ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞アタラシイ トナー ヘノ コウカン」が表示さ
れるまで、［ ］または［ ］キーを押してくださ
い。

5 ［実行］キーを押すと、「?」が表示されます。

6 もう一度［実行］キーを押すと、トナーカウンタが
リセットされます。メッセージディスプレイは
「プリント デキマス」に戻ります。

表示言語の選択

メッセージディスプレイに表示される言語を日本語か
英語のどちらかを選択することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ヒョウジ ゲンゴ」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

5 表示言語を英語に変える場合は、［実行］キーを押
してください。「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、言語を変更してく
ださい。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ライフ カウンタ          ＞

＞アタラシイ トナー
　 ヘノ コウカン

ソノタ          ＞

＞ヒョウジ ゲンゴ
　　ニッポンゴ

＞ヒョウジ ゲンゴ
？　ニッポンゴ
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自動改ページ待ち時間（タイムアウト）の
設定

プリンタはコンピュータから最後のデータを受け取っ
たあと、コンピュータからデータが終了したことを示す
情報がないと、最後のページを印刷せずに一定時間待機
します。あらかじめ設定された待ち時間が経過すると、
自動的に改ページを行います。待ち時間は以下の手順で
調整することができます。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞カイページ マチジカン」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。初期設定
は0秒です。自動改ページは行いません。

5 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点
滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し
ている位置の数値が増減します、希望の時間を設
定してください。待ち時間は5秒単位で0～495秒
の間で設定できます。［ ］ または ［ ］キーを押
すとカーソルが左右に移動します。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

スリープモードの設定

スリープモードの設定は、以下の手順で行ってくださ
い。初期設定としてスリープモードは「オン」に設定され
ています。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞スリープタイマ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。「＞＞スリープモー
ド」が表示されます。

6 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して「オフ」または「オ
ン」を選択してください。

8 ［実行］キーを押してください。

9 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ソノタ          ＞

＞カイページ　マチジカン
０００ｓｅｃ．

　　　　　　　　　　　　　　     ＞カイページ　マチジカン
０００ｓｅｃ．

ソノタ          ＞

＞スリープタイマ ＞
０１５　ｍｉｎ．

＞＞スリープモード
　　オン

＞＞スリープモード
？　オン

＞＞スリープモード
？　オフ
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スリープタイマの設定

本プリンタは、データの受信や印刷などの処理を行って
いないときに消費電力を抑える、スリープモードを搭載
しています。スリープモードに切り替わる設定時間は、
変更することができます。

お知らせ

スリープモードは初期設定として「オン」（スリープモー
ド有効）に設定されています。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞スリープタイマ ＞」が表示されるまで、［ ］ま
たは［ ］キーを押してください。初期設定は15分
です。

5 ［実行］キーを押してください。カーソル（＿）が点
滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し
ている位置の数値が増減します、希望の時間を設
定してください。設定時間は5分単位で5～240分
の間で設定できます。［ ］ または ［ ］キーを押
すとカーソルが左右に移動します。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

プリンタのリセット

プリンタの一時的な設定（印刷方向やフォントなど）を
リセットし、初期設定に戻します。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞プリンタ ノ リセット」が表示されるまで、
［ ］または［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押してください。「?」が表示されま
す。

6 もう一度［実行］キーを押してください。プリンタ
のリセット中は「Self test」が表示されます。その
後表示が「シバラク オマチクダサイ」になり、「プ
リント デキマス」が表示されます。

ソノタ          ＞

＞スリープタイマ
０１５　ｍｉｎ．

＞スリープタイマ
０１５　ｍｉｎ．

ソノタ          ＞

＞プリンタ ノ リセット

＞プリンタ ノ リセット ？
 

Ｓｅｌｆ　ｔｅｓｔ

シバラク オマチクダサイ

プリント デキマス
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リソースの保護

プリンタのエミュレーションをPCL 6から他のエミュ
レーションに切り換えた場合、プリンタにダウンロード
されていたフォントやマクロはすべて消去されます。し
かしリソースの保護をオンにしておくと、再度PCL 6エ
ミュレーションに戻った際にそのリソースを利用する
ことができます。

リソースの保護は次の2つの保護モードから選んで設定
することができます。

「ホゴ」 エミュレーション切り換え時に、フォント、
マクロ、シンボル・セット等のパーマネント
PCLリソースをプリンタのメモリー内に保存
できます。

「ジドウ」エミュレーション切り換え時に、PCL のパー
マネントおよび一時リソース両方がプリン
タのメモリー内に保存できます。

お知らせ

リソース保護を設定するには、プリンタにメモリーの増
設が必要な場合があります。付録Cを参照してください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞リソース」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

5 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望のモードを表示
させてください。表示は以下の順で変わります。

7 希望するモードを表示させて、［実行］キーを押し
てください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ソノタ ＞

＞リソース
　オフ

＞リソース
？オフ

「オフ」（初期設定）
「ホゴ」
「ジドウ」
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ブザーの設定

印刷中に起こる用紙切れや紙詰まりなどの状況を、メッ

セージディスプレイに表示するとともにブザーを鳴ら

せてお知らせすることができます。プリンタが離れた場

所にある場合などに便利な機能です。初期設定は「オフ」

です。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ブザー」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

5 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ

フ」を選択してください。

7 ［実行］キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

自動継続印刷の設定

継続印刷の可能なエラーが発生した場合、一定時間が経

過した後に次に受信しているデータを自動的に継続印

刷します。たとえばネットワークプリンタとしてプリン

タを共有している場合、前に印刷していた人がそれらの

エラーを発生させても、一定時間後には他の人の印刷を

継続して印刷することができます。初期設定は「オフ」

（自動継続印刷しない）です。

継続印刷可能なエラー：

「メモリオーバーフロー カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「プリント オーバーラン カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「KPDLエラー ＃＃ カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「ファイル ガ アリマセン カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「RAM ディスクエラー ＃＃ カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「メモリカード エラー ＃＃ カイジョ ヲ オシテクダサイ」

「ハードディスク エラー ＃＃ カイジョ ヲ オシテクダサイ」

お知らせ

継続印刷が可能なエラーが発生してから印刷を再開す
るまでの時間は、次の自動継続印刷時の復帰時間の設定
で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ジドウケイゾク」が表示されるまで、［ ］また

は［ ］キーを押してください。

5 ［実行］キーを押してください。「?」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オ

フ」を選択してください。

7 ［実行］ キーを押してください。

8 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ

ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ソノタ          ＞

＞ブザー

　　オフ

＞ブザー

？　オン
ソノタ          ＞

＞ジドウケイゾク

　　オフ

＞ジドウケイゾク

？　オフ
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自動継続印刷時の復帰時間の設定

継続印刷が可能なエラーが発生してから印刷を再開す
る時間を変更するときは、以下の手順で行ってくださ
い。

1 ［メニュー］キーを押してください。

2 「ソノタ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］
キーを押してください。

3 ［ ］キーを押してください。

4 「＞ジドウケイゾク」が表示されるまで、［ ］また
は［ ］キーを押してください。

5 ［ ］キーを押してください。「＞＞ジドウケイゾ
ク マチジカン」が表示されます。初期設定は30秒
です。

6 ［実行］キーを押してください、カーソル（＿）が点
滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅し
ている位置の数値が増減します、希望の時間を設
定してください。設定時間は5秒単位で0～495秒
の間で設定できます。0秒に設定するとエラー発
生後すぐに継続印刷を行います。［ ］または ［ ］
キーを押すとカーソルが左右に移動します。

8 希望の時間を表示させて、［実行］キーを押してく
ださい。

9 ［メニュー］キーを押してください。メッセージ
ディスプレイは「プリント デキマス」に戻ります。

ソノタ          ＞

＞ジドウケイゾク
　　オン

＞＞ジドウケイゾク
　マチジカン   ０３０ｓｅｃ．
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第 2章

用紙について
2

この章では以下の内容について説明します。

用紙の基本仕様 .................................................................................................. 2-2
適正紙の選択 ..................................................................................................... 2-3
特殊な用紙 ......................................................................................................... 2-5

お知らせ

本プリンタにインクジェットプリンタ用の用紙を使用しないでください。故障の原因になります。
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用紙の基本仕様

本プリンタは、通常の乾式複写機用コピー用紙（普通紙）
に印刷できるように設計してありますが、本章の制限の
範囲内で様々な用紙に印刷することができます。

ページプリンタに適さない用紙を使用すると、紙詰まり
になったり紙にしわがよったりするため、用紙の選択は
慎重に行ってください。低品質の用紙は印刷品質を低下
させ用紙が無駄になるばかりでなく、極端な場合にはプ
リンタの故障の原因になることもあります。次の注意事
項を守っていただくことで、効率的でトラブルの少ない
印刷ができ、プリンタ自体の磨耗や損傷も最小限にする
ことができます。

使用できる用紙

通常の乾式複写機で使用するコピー用紙（普通紙）を使
用してください。

お知らせ

再生紙は下表に示した基本仕様のうち、保水度やパルプ
含有率などの基本条件で本プリンタに使用するために
必要な仕様を満たさないものがあります。このため、再
生紙は少量をご購入になってサンプル印刷を行ってく
ださい。印刷結果が良好で、紙粉が極端に多くないもの
を選んでご使用ください。

製紙メーカーごとにグレードの違いはありますが、これ
らの違いはプリンタの処理にも影響を与えます。質の悪
い用紙を使うと仕上がりに満足できる結果を得られま
せん。したがって廉価な用紙であっても、その紙質が
ページプリンタに適していない場合は、結果的に見て不
経済ということになります。

用紙の基本仕様

次の表は、本プリンタに使用できる用紙の基本的な仕様
を示すものです。仕様についての詳細は後述します。

項目 仕様

重さ 給紙カセット：60～105 g/m²
多目的トレイ：60～200 g/m²

厚さ 0.086～0.110 mm

寸法誤差 ±0.7 mm

四隅の角度 90 ±0.2°

保水度 4～6 %

繊維の方向 縦目（給紙方向）

パルプ含有率 80 %以上

表 2-1
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適正紙の選択

レーザプリンタの印刷には、レーザ照射、静電気放電、静

電複写、加熱のプロセスがあります。さらに、用紙がプリ

ンタ内部を通過するときには、スライドしたり、曲げら

れたり、ねじられたりと、その用紙にはかなりの力が加

えられることになります。質の良い印刷用紙はこれらの

条件に耐え、常にクリーンで鮮明な印刷を行います。

用紙によって品質は異なります。ここでは、用紙を選ぶ

際の基準項目について説明します。

紙の状態

角の折れているもの、全体が丸まっているもの、汚れて

いるもの、破れているもの、または繊維が毛羽立ってい

たり、表面が粗かったり、ちぎれやすい用紙は避けてく

ださい。

このような用紙を使用すると仕上がりが悪くなるだけ

でなく、用紙送りがうまくいかないために紙詰まりを起

こし、プリンタの寿命を縮めることになりかねません。

用紙表面は滑らかで均一なものを選んでください。ただ

し、コーティング加工や、その他の表面処理をしてある

用紙は、ドラムや定着ユニットを傷めますので使用を避

けてください。

用紙成分

アート紙のようなコーティング加工された用紙や、表面

処理された用紙、プラスチックやカーボンを含む用紙は

使用しないでください。そのような用紙は、熱により有

害なガスを発生することがあり、またドラムを傷めま

す。

普通紙は、少なくとも80 %以上のパルプを含むものに
してください。コットンやその他の繊維が用紙成分の20
%を超えないものをご使用ください。

用紙サイズ

次の表に記載したサイズの用紙が給紙カセットまたは

多目的トレイで使用できます。寸法誤差の許容範囲は縦

横ともに±0.7 mmです。用紙四隅の角度は90°±0.2°のも
のを使用してください。

多目的
トレイ

サイズ 給紙カセット
または

多目的トレイ

サイズ

モナーク 3-7/8 × 7-1/2
インチ

レジャー
サイズ

11× 17
インチ

ビジネス 4-1/8 × 9-1/2
インチ

リーガル
サイズ

8-1/2 × 14 
インチ

コマーシャ
ル#9

3-7/8 × 8-7/8
インチ

レターサイズ 8-1/2 × 11 
インチ

コマーシャ
ル#6-3/4

3-5/8 × 6-1/2 
インチ

エグゼクティ
ブ

7-1/4 × 10-1/2 
インチ

ISO DL 110 × 220 ミリ Folio 210 × 330 
ミリ

ISO C5 162 × 229 ミリ ISO A3 297 × 420 
ミリ

ISO A6 105 × 148 ミリ ISO A4 210 × 297 
ミリ

JIS B6 128 × 182 ミリ ISO A5 148 × 210 
ミリ

ISO B5 176 × 250 ミリ JIS B5 182 × 257 
ミリ

Statement 5-1/2 × 8-1/2
インチ

JIS B4 257 × 364 
ミリ

はがき 100 × 148 ミリ ISO C4 229 × 324
ミリ

往復はがき 148 × 200 ミリ Oficio Ⅱ 8-1/2 × 13
インチ

洋形2号 114 × 162 ミリ 8 開 273×394 
ミリ

洋形4号 105 × 235 ミリ 16 開 197 ×273 
ミリ

Custom
給紙カセット 148 × 297ミリ

210 × 432ミリ
多目的トレイ    70 × 148ミリ

297 × 450ミリ

表 2-2 

～
～
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滑らかさ

用紙表面は滑らかで均一であることが重要ですが、コー
ティングされているものは使用しないでください。滑ら
かすぎる用紙を使うと、同時に複数枚の用紙が送られ
て、紙詰まりの原因となります。

基本重量

基本重量とは、用紙1枚を1 m2の大きさに換算したとき
の重量です。重すぎたり軽すぎたりする用紙は、用紙送
りの失敗や紙詰まりの原因となるばかりでなく、プリン
タの故障の原因になることがあります。用紙の重さ、つ
まり紙の厚さが一定していないと、同時に複数枚の用紙
を給紙してしまったり、トナーの定着不良によって不鮮
明な印刷になるなどの印刷品質の問題を引き起こすこ
とがあります。用紙の適正な重さは給紙カセットで60～
105 g/m²、多目的トレイで60～200 g/m²の範囲です。

厚さ

ページプリンタで使用する用紙は極端に厚いものや、ま
た薄いものは避けてください。同時に複数枚の用紙が給
紙されたり、紙詰まりが頻繁に起きたりする場合は紙が
薄すぎることが考えられます。反対に紙が厚すぎる場合
も、紙詰まりが起こることがあります。適正な用紙の厚
さは0.086～0.110 mmの範囲です。

保水度

用紙の保水度は、乾燥度に対する湿り気のパーセントで
表されます。湿り気は紙送りや静電気の発生状況、ト
ナーの定着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は室内の湿度によって変わります。室内の
湿度が高すぎて紙が湿り気を帯びると、紙の端が伸びて
波打つことがあります。逆に湿度が低すぎて紙に極端に
湿り気がなくなると、用紙の端が縮んでカサカサにな
り、コントラストの弱い印刷になります。

波打ったり乾燥していると、紙送りにずれが起きること
があります。用紙の保水度は4～6 %の範囲に収まるよ
うにしてください。

• 風通しのよい低湿の場所に保管してください。
• 未開封のまま水平な状態で保管してください。開封
後すぐ使用しない紙は、もう一度密封してくださ
い。

• 用紙は購入時の箱や梱包紙に封をして保管してく
ださい。箱の下には台などを置いて、床から離して
ください。特に梅雨時の板張りやコンクリート張り
の床からは充分離してください。

• 熱、日光、湿気にさらされる場所に紙を放置しない
でください。

繊維の方向

用紙が製造されるとき、用紙の長さに対して紙の繊維が
垂直（縦目）になるようカットされるものと、用紙の幅に
対して紙の繊維が垂直（横目）になるようカットされる
ものとがあります。横目の用紙はプリンタの給紙時に問
題を起こす原因になる場合がありますので、用紙は縦目
のものをお使いください。
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その他の仕様

多孔性: 紙の繊維の密度を表します。

硬さ : 柔らかすぎる紙は、プリンタ内部で折れ曲がりや
すく紙詰まりの原因になります。

カール : ほとんどの用紙は、開封した状態で放置してお
くとどちらかの方向へ自然にカールして丸まる性質を
持っています。用紙は定着ユニットを通過する際に、若
干上向きに丸くなります。これを利用して、給紙カセッ
トにセットする面を考えてカールを打ち消し合うよう
にすると、仕上がりがより平らになります。

静電気について : トナーを付着させるために、印刷の過
程で用紙は静電気を帯びます。この静電気がすみやかに
放電される用紙を選んでください。

用紙の白さ : 印刷されたページのコントラストは使用
した用紙の白さによって変わります。より白い用紙を使
用したほうがシャープで鮮明な印刷が得られます。

品質について : サイズの不揃い、角がきちんととれてい
ない、粗雑な裁断面、切りそこなってつながっている用
紙、角や端のつぶれなどが原因でプリンタが正しく機能
しないことがあります。特にご自分で裁断された用紙を
使用する場合はご注意ください。

梱包について : ひと〆単位できちんと梱包され、さらに
箱に詰められている紙をお選びください。梱包紙は内面
が防湿用にコーティングされているものが最良です。

特殊処理 : 次のような処理をほどこした用紙について
は、基本仕様を満たす用紙であっても使用しないようお
すすめします。使用される場合は、多くの量を購入され
る前にサンプル印刷を行ってください。

• つやのある用紙
• 透かしの入った用紙
• 表面に凹凸のある用紙
• ミシン目の入った用紙
• パンチ穴の開いている用紙

特殊な用紙

ここでは、特殊な用紙に印刷する場合について説明しま
す。

本プリンタでは、多目的（MP）トレイで次のような特殊
な用紙を使用することができます。下表にしたがって用
紙種類を設定してください。

以上の用紙を使用するときはコピー用またはページプ
リンタ用として指定されているものをお使いください。
またここでは、給紙カセットからでも給紙できる着色紙
（カラー紙）、プレ印刷紙や再生紙についても説明してい
ます。

特殊用紙は以降に示す条件を満たすものであれば本プ
リンタで使用することが可能ですが、これらの用紙は構
造および品質に大きなばらつきがあるために、規定紙よ
りも印刷中の問題発生の可能性が高くなります。印刷中
に、湿気などが特殊紙に与える影響が原因で、機械また
は操作員に被害を与えても当社は一切責任を負いかね
ますのでご了承ください。

お知らせ

特殊な用紙はサンプル用紙をプリンタで印刷してみて、
満足のいく仕上がりとなるかを確認してからご購入く
ださい。

特殊紙のそれぞれの仕様は次のとおりです。

用紙 用紙種類設定

薄い用紙（60～64 g/m²） ウスガミ

厚い用紙（90～200 g/m²） アツガミ

OHPシート OHPシート

ハガキ フウトウ・ハガキ

封筒 フウトウ・ハガキ

ラベル用紙 ラベル

再生紙 サイセイシ

着色紙 カラー

表 2-3 
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OHPシート
OHPシートは、印刷中の定着の熱に耐えるものである必
要があります。仕様は下表のとおりです。この条件を満
たさないOHPシートを使用するとプリンタの故障の原
因になりますのでご注意ください。

ラベル用紙

ラベル用紙を選択する際は、糊がプリンタのどこにも触
れないことや、ラベルが台紙から容易にはがれないこと
などに注意してください。ドラムやローラ類に糊が付着
したり、はがれたラベルがプリンタ内に残ると故障の原
因になります。

ラベル用紙は必ず多目的トレイから給紙してください。

お知らせ

ラベル紙での印刷は、その印刷品質やトラブル発生の可
能性などについては、お客様ご自身の責任で行ってくだ
さい。

ラベル紙は、図のように3層からなる構造をしています。
粘着層はプリンタ内部で加わる力による影響を受けや
すい素材でできています。背面シートはラベルが使用さ
れるまで表面シートを保持しています。このように構造
が複雑なためラベル用紙はトラブルが発生しがちです。

ラベル用紙の表面は、表面シートで隙間なく完全に覆わ
れていなくてはなりません。ラベルの間に隙間のあるも
のはラベルがはがれやすく、大きな故障の原因となりま
す。

ラベル用紙に、用紙の端を完全に覆うため、表面シート
に広いマージンを設けているものがあります。このよう
な用紙をお使いの場合、印刷が終了するまで、このマー
ジン部分を背面シートからはがさないでください。

ハガキ

ハガキは、さばいて端を揃えてから、多目的トレイに
セットしてください。ハガキに反りがある場合は、まっ
すぐに直してからセットしてください。反りがあるまま
印刷を行うと、紙詰まりの原因になります。

往復ハガキに印刷する場合は、折り目のないものを使用
してください。

また、ハガキによっては、裏面にバリ（紙を裁断した際に
できる返し）があるものがあります。その場合は、ハガキ
を平らなところに置き、定規のようなもので軽く1～2回
こするようにして、バリを取り除いてください。

項目 仕様

耐熱性 最低190 °Cまでの熱に耐えること。

厚さ 0.100～0.110 mm

材質 ポリエステル

サイズ誤差許容範囲 ±0.7 mm

四隅の角度 90° ± 0.2°

表 2-4 

表面シート

粘着層

背面シート

項目 仕様

表面シートの重さ 44～74 g/m²

基本重量（用紙全体の重さ） 104～151 g/m²

表面シートの厚さ 0.086～0.107 mm

用紙全体の厚さ 0.115～0.145 mm

保水度 4～6 %

表 2-5 

表面シート

使用不可使用可

背面シート

バリ

バリ
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封筒

印刷できる封筒は、基本重量が70～100 g/m²の用紙で作
られているものです。

封筒は構造上、表面全体に均一な印刷ができない場合が
あります。特に薄手の封筒の場合は、プリンタを通り抜
ける間にシワになることがありますので、基本重量が
100 g/m²の封筒をおすすめします。封筒を購入する前
に、その封筒での印刷が満足のいくものであるかをサン
プル印刷で確認してください。また長時間放置しておく
と、シワが発生することがありますので、使用する直前
に開封してください。

糊が露出している封筒はどのような封筒でも使用でき
ません。たとえ露出していなくても、紙をはがすと糊が
現れるワンタッチ式のタイプもご使用になれません。糊
をカバーしている小さな台紙が、プリンタ内部ではがれ
落ちると大きな故障の原因となります。

封筒に特殊加工のあるタイプも使用できません。紐を巻
き付ける丸い鳩目の打ってあるものや、窓の開いている
もの、窓部にフィルム加工がされているものなどは使用
できません。

お知らせ

複数の封筒を印刷する際は、紙詰まりを避けるため排紙
トレイに10枚以上残らないようご注意ください。

着色紙

着色紙は2-2ページの表 2-1を満たすものでなければな
りません。さらに、用紙に含まれている色素は印刷中の
熱に耐えるものでなければなりません。

プレ印刷紙

プレ印刷紙（あらかじめ印刷がされている用紙）は2-3
ページの表 2-2を満たすものでなければなりません。着
色に使われているインクはプリンタでの印刷中の熱に
耐えられるもので、シリコンオイルの影響を受けないも
のであることが必要です。カレンダーなどに使われる表
面加工をほどこしてある紙は使用しないでください。

再生紙

再生紙は、「用紙の白さ」以外の項目が2-2ページの表 2-1
を満たすものでなければなりません。

お知らせ

再生紙を購入する前に、印刷が満足のいくものであるか
をサンプル印刷で確認してください。



3-1
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日常のメンテナンス
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この章ではトナーコンテナと廃棄トナーボックスの交換、およびプリンタ内部の清掃について説明しま
す。

トナーコンテナの交換 ....................................................................................... 3-2
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トナーコンテナの交換

トナーが残り少なくなると、メッセージディスプレイに
「トナー ガ スクナクナリマシタ」が表示されます。

このメッセージの表示後もそのまま印刷を続けると、
「トナーヲ コウカンシテクダサイ」と表示されてプリン
タは停止します。最初のメッセージが表示されたら早め
に新しいトナーキットを準備してください。

トナーコンテナの交換時期

トナーコンテナは約10,000ページ*印刷するごとに交換
する必要があります（A4サイズ、印刷率約5 %、エコプリ
ントモード: オフ時）。

* 新しいプリンタに最初に装着する付属のトナーコン
テナでは、現像ユニット内にトナーをいきわたらせる
ため、これより少ない印刷枚数になります（上記と同
じ条件で約5,000ページ）。

トナーキットの内容

• トナーコンテナ
• 清掃用布
• キャップ（使用済トナーコンテナ用）
• 廃棄用ポリ袋：（使用済トナーコンテナ用）
• 使用説明書
• トナーコンテナ引き取り回収依頼書

お知らせ

• トナーコンテナの交換の際には、フロッピーディス
クなどを近くに置かないでください。

• プリンタのトラブル防止や、末永くプリンタをご使
用いただくため、純正トナーキットのご使用をおす
すめします。純正トナーキット以外を使用した場合
は、プリンタの品質を損なう場合があります。また、
保証の対象外になる場合もあります。

トナーコンテナの交換方法

トナーコンテナ交換時は、以下の一連の手順でプリンタ
内部の清掃も行ってください。

1 上部カバーを止まるまで開いてください。

2 ロックレバー１（青色）を矢印の方向に押し倒し
た後、ロックレバー２（青色）を右に押してくださ
い。

3 トナーコンテナをゆっくりと持ち上げて取り出
してください。

お知らせ

取り出したトナーコンテナは、傾けないようにし
てください。

上部カバー

ロックレバー 2

ロックレバー 1
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4 使用済みのトナーコンテナからトナーがこぼれ
ないよう、トナーキットに付属しているキャップ
でふたをしてください。

5 取り出した古いトナーコンテナは、トナーが飛散
しないように、付属の廃棄用ポリ袋に密封して処
理をしてください 。

お知らせ

京セラグループでは環境問題を考慮し、使用済みト
ナーコンテナの無償回収を実施しております。詳し
くは、トナーキットに同梱されている「トナーコンテ
ナ引き取り回収依頼書」または京セラミタ株式会社
のホームページhttp://www.kyoceramita.co.jp/support/
をご覧ください。

6 新しいトナーコンテナをトナーキットから取り
出してくだい。

7 内部のトナーが均一になるように、矢印の方向に
10回以上振ってください。

8 保護シールを静かに剥がしてください。

9 新しいトナーコンテナを両手で持ち、カチッと音
がするまで確実に押し込んで装着してください。

10 ロックレバー１をロック位置に戻してトナーコ
ンテナを固定してください。

11 上部カバーを確実に閉じてください。

12 トナーコンテナを交換した後は、ステータスペー
ジノトナー残量表示を正確にするため、トナーカ
ウンタをリセットする必要があります。詳しくは
1-59ページのトナーカウンタのリセットを参照
してください。

引き続き、プリンタ内の清掃を行います。次ページをお
読みください。

キャツプ

新しいトナーコンテナにキャップをし
ないでください。

廃棄用ポリ袋

古いトナーコンテナ

新しいトナーコンテナ

10 回以上

保護シール

新しいトナーコンテナ

ロックレバー 1

http://www.kyoceramita.co.jp/support/
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清掃

トナーコンテナ交換時は、以下に説明する手順でプリン
タ内部を清掃してください。また、最良の印刷品質を保
つために、トナーコンテナ交換時以外にも定期的（月に
１回程度）にプリンタ内部を清掃してください。

プリンタ内部の清掃

プリンタ内部を、次の手順で清掃してください。

1 プリンタの上部カバーを開けてください。

2 前面カバーを手前に開いてください。

3 トナーコンテナを装着したままで、プリンタから
プロセスユニットを取り外してください。

お知らせ

• プロセスユニットには感光ドラム等の精密部
品が含まれています。衝撃を与えたり緑色の
ドラム部分に手を触れないでください。また、
直射日光や強い光にさらすと印刷品質が劣化
します。プロセスユニットは清掃が終わった
ら速やかにプリンタに戻してください。

• 取り出したプロセスユニットを一時的に別の
場所に置く場合は、水平な場所に横にして置
いてください。立てて置くと、印刷品質が劣化
します。

4 トナーキットに付属している清掃用布で、レジス
トローラ（金属）部に付着している紙粉や汚れを
拭き取ってください。

お知らせ

清掃中は転写ローラ（黒色）に触れないようご注
意ください。印刷品質が低下する原因となりま
す。

5 転写ローラ（黒色）の奥部にあるセパレータ部を、
プリンタ内部に収納されている清掃用ブラシで
図のように清掃してください。

6 転写ローラ（黒色）のギア部を手で回しながら、転
写ローラの表面を清掃用ブラシで清掃してくだ
さい。清掃後、清掃用ブラシは元の位置に戻して
おいてください。

次にチャージャワイヤを清掃します。続けて次項をお読
みください。

セパレータ部

清掃用ブラシ

転写ローラ
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チャージャワイヤの清掃

プリンタから取り出したプロセスユニットを、次の手順
で清掃してください。

1 プロセスユニット上側のチャージャクリーナ（緑
色）を、図のように２、３回左右にスライドさせて
ください。これによって内部のチャージャワイヤ
が清掃されます。清掃後は、必ずラベル（緑色）の
表示の位置にチャージャクリーナを戻してく

ださい。

お知らせ

清掃後、チャージャクリーナを忘れず元の位置
（ラベルの 表示の位置）に戻してください。
チャージャクリーナの位置が正しくないと印刷
面に黒い帯が印刷されます。

2 以上の清掃が終了後、プロセスユニットをプリン
タ内部にある左右のガイドに合わせてプリンタ
に戻してください。

3 前面カバーを閉じてください。

4 上部カバーを確実に閉じてください。
以上でプリンタの清掃は終了です。

5 トナーコンテナを交換した後は、ステータスペー
ジのトナー残量表示を正確にするため、トナーカ
ウンタをリセットする必要があります。詳しくは
1-59ページのトナーカウンタのリセットを参照
してください。

ラベル（緑色）

チャージャクリーナ

ガイド
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第 4章

困ったときは
4

この章では、プリンタに問題が発生した際の対処のしかたを説明しています。問題が解決できない場合は、
お買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電
話番号は最終ページをご覧ください。

一般的な問題について ....................................................................................... 4-2
印刷品質の問題 .................................................................................................. 4-3
インジケータとメッセージ表示......................................................................... 4-5
紙詰まりの処置 ................................................................................................ 4-10
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一般的な問題について

問題と見られる症状の中には、お客様ご自身で解決できるものが少なくありません。ここでは、このような問題に対す
る処置方法について説明しています。プリンタに何らかの問題が発生した場合は、故障とお考えになる前に以下の
チェックを行ってみてください。

以上のチェックを行ってみても、問題が解決されない場合は、お買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、
または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

現象 確認事項 処置

印刷できない。 ［印刷可］インジケータを
確認してください。

消灯 下記の項目を見て、該当するチェックを行ってみてくだ
さい。

点滅 エラーが起きています。詳しくは4-5ページのインジケー
タとメッセージ表示を参照してください。

点灯 以下の項目を見て、該当するチェックを行ってみてくだ
さい。

［アテンション］インジ
ケータを確認してくださ
い。

点滅 4-5ページのインジケータとメッセージ表示を参照してく
ださい。

点灯

メッセージディスプレイに、何らか
のメンテナンスメッセージが表示
されている。

4-6ページのメンテナンスメッセージを参照してくださ
い。

印刷の品質が悪い。 4-3ページの印刷品質の問題を参照してください。

用紙が詰まった。 4-10ページの紙詰まりの処置を参照してください。

電源を入れても、操作パネル
に何も点灯しない。ファンの
回る音もしない。

電源コードがプリンタとコンセン
トに差し込まれているか確認して
ください。

電源を一度切ってから、電源コードを確実に差し込み、も
う一度電源を入れなおしてください。

電源スイッチがON（｜）の位置になっているか確認してください。

ステータスページは正常に
印刷するが、コンピュータか
らのデータが正常に印刷さ
れない。

接続しているインタフェースケー
ブルを確認してください。

接続しているケーブルは両端とも確実に接続してくださ
い。ケーブルを別のものと交換してみてください。本プリ
ンタのインタフェース仕様については、付録Bを参照して
ください。

プリンタの電源を入れなおしてく
ださい。

電源を一度切ってから、もう一度電源を入れなおしてく
ださい。

プログラムファイルやアプリケー
ションソフトを調べてみてくださ
い。

別のファイルを印刷してみてください。ある一定のファ
イルやアプリケーションのみに問題が発生するようであ
れば、そのアプリケーションのプリンタ設定等を確認し
てください。

表 4-1



印刷品質の問題

4-3

印刷品質の問題

印刷品質の問題には、印刷ムラから白紙出力などさまざまな症状があります。ここではそれぞれの症状に応じ、処置の
方法を説明します。ここで説明する処置を行っても問題が解決されない場合は、お買い求めの京セラミタジャパン株式
会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

印刷例 処置

全体が真っ黒になる。 お買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、またはお客
様相談窓口にご連絡ください。

白抜けや黒点や横線が印刷される。 チャージャワイヤを清掃してください。
プリンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユニットを取
り出し、緑色のチャージャクリーナを左右に 2、3回往復させて、
チャージャワイヤを清掃してください。詳しくは3-4ページの清掃を
参照してください。

白や黒の縦線が入る。 操作パネルを確認してください。
「トナー ガ スクナクナリマシタ」が表示され、［アテンション］インジ
ケータが点滅しているときは、新しいトナーキットに交換してくだ
さい。詳しくは3-2ページのトナーコンテナの交換を参照してくださ
い。

プリンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユニットを取
り出し、緑色のチャージャクリーナを左右に数回往復させて、チャー
ジャワイヤを清掃してください。詳しくは3-4ページの清掃 を参照し
てください。

チャージャクリーナの位置を確認してください。
プリンタの上部カバーを開けてプロセスユニットを取り出し、緑色
のチャージャクリーナが正しい位置にあるか確認してください。詳
しくは3-4ページの清掃 を参照してください。

表 4-2 

次ページへ続く
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画像が薄い、またはぼやける。 エコプリント設定がオンになっていないか確認してください。
エコプリントがオンになっている場合は、操作パネルでエコプリン
トをオフに設定してください。詳しくは1-37ページのエコプリント
の設定を参照してください。

操作パネルを確認してください。
•「トナー ガ スクナクナリマシタ」が表示され、［アテンション］イン
ジケータが点滅しているときは、新しいトナーキットに交換して
ください。詳しくは3-2ページのトナーコンテナの交換方法を参照
してください。

• 用紙種類の設定が正しいか確認してください。詳しくは 1-20 ペー
ジの多目的（MP）トレイの用紙サイズ設定または1-21ページの給
紙カセット用紙種類の設定を参照してください。

チャージャワイヤを清掃してください。
プリンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユニットを取
り出し、緑色のチャージャクリーナを左右に数回往復させて、チャー
ジャワイヤを清掃してください。詳しくは3-4ページの清掃を参照し
てください。

背景が灰色になる。 操作パネルを確認してください。
「トナーガスクナクナリマシタ」が表示され、[アテンション ] インジ
ケータが点滅しているときは、新しいトナーキットに交換してくだ
さい。詳しくは3-2ページのトナーコンテナの交換を参照してくださ
い。

プロセスユニットを確認してください。
プリンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユニットが正
しく装着されているか確認してください。

用紙の先端や裏側が汚れる。 転写ローラ（黒色）を確認
してください。
プリンタの上部カバーと
前面カバーを開けてプロ
セスユニットを取り出
し、転写ローラが汚れて
いないか確認してくださ
い。汚れている場合は、印
刷を数枚繰り返すか、転
写ローラを清掃してくだ
さい。詳しくは3-4ページ
の清掃を参照してください。

レジストローラ（金属）を確認してください。
プリンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユニットを取
り出し、レジストローラがトナーなどで汚れていないか確認してく
ださい。汚れている場合は、トナーキットに付属の清掃用布で拭き
取ってください。
　

印刷位置がずれる。 ファイルやプログラムを調べてみてください。
プリスクライブコマンドに誤りがないか確認してください。ある特
定のファイルやプログラムだけで問題が起こる場合は、コマンドの
パラメータや使い方が間違っている可能性があります。

印刷例 処置

表 4-2 

転写ローラ
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インジケータとメッセージ表示

操作パネル上のインジケータと、メッセージディスプレイに表示されるメッセージについて、それぞれの処置を説明し
ます。

インジケータ

インジケータ 名称 状態 内容

［印刷可］インジケータ

点滅 お客様ご自身で解決できるエラーが発生しています。

点灯 プリンタはオンライン状態です。印刷できます。

消灯 プリンタはオフライン状態です。データは蓄積されますが印刷され
ません。また、エラーが発生しプリンタが自動的に停止した場合にも
消灯します。

［データ］インジケータ

点滅 データを転送中です。

点灯 プリンタはデータを受信中か、オプションのメモリーカードまたは
ハードディスクにデータを書き込み中です。

［アテンション］インジ
ケータ

点滅 プリンタはメンテナンスが必要です。またはプリンタはウォーミン
グアップ中です（「シバラク オマチクダサイ」を表示）。

点灯 紙詰まりなど、お客様が解決できる問題やエラーが発生しています。

消灯 プリンタは正常な状態です。

表 4-3 
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メンテナンスメッセージ

次の表では、お客様で対処可能なメンテナンスメッセージを挙げています。「サービスヲ オヨビクダサイ」または「Call
service」が表示された場合はプリンタの電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてお買い求めの京セラミタジャ
パン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

メッセージ 処置

（給紙元） ニ
ヨウシガアリマセン

給紙元の用紙が無くなりました。
給紙カセット、多目的トレイまたはオプションのペーパーフィーダに、要求された用紙を補
給してください。プリンタの状態を示すメッセージ（「プリント デキマス」、「シバラク オマチ
クダサイ」、「データ ショリチュウデス」*、「ページ ガ ノコッテイマス」、「ジドウ カイページ
チュウ」*）が交互に表示されます。* の表示はコピー枚数を2枚以上に設定している場合は交
互表示しません。

Call service
　　F###

コントローラのエラーが発生してプリンタは停止しました。
「###」の表示をメモに控え、その後プリンタの電源を切り、電源プラグをコンセントから抜
いてお買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご
連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

Call service
person　　F0

コントローラと操作パネル間に通信エラーが発生してプリンタは停止しました。
プリンタの電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてお買い求めの京セラミタジャパ
ン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ペー
ジをご覧ください。

MPトレイカラ キュウシシマス
（用紙サイズ） / （用紙種類）*

*（用紙サイズ）と（用紙種類）が交
互に表示します。

プリンタに、印刷データと一致した給紙カセットの設定（用紙サイズ、用紙種類）がありませ
ん。
印刷データに一致する用紙をセットした給紙カセットがないため、多目的トレイから印刷を
行います。メッセージディスプレイに表示された用紙サイズ、用紙種類と一致した用紙を多
目的トレイにセットして、［印刷可/解除］キーを押すと印刷を開始します。
また、違う給紙元から印刷をしたい場合は、［ ］または［ ］キーを押すと、「ダイヨウ キュウ
シ シマスカ?」と表示され、変更することもできます。
給紙元を選択した後で［メニュー］キーを押すと、「ヨウシ セッテイ＞」が表示されます。［ ］
キーを押すと、用紙の種類設定のメニューが表示されます。適切な用紙種類を選択し、［実行］
キーを押すと印刷が開始します。

ウエカバー　ヲ
トジテクダサイ

上部カバー、または前面カバーが開いています。
確実に閉じてください。

ウシロカバー　ヲ
トジテクダサイ

後部カバーが開いています。
確実に閉じてください。

オプション インタフェース
エラー　　＃＃

オプションのネットワークインタフェースカードでエラーが発生しました。
プリンタに取り付けてあるオプションのネットワークインタフェースカードを確認してください。

カセット# カラ キュウシシマス
（用紙サイズ） / （用紙種類）*

*（用紙サイズ）と（用紙種類）が交
互に表示します。

印刷データと一致する給紙カセットの設定（用紙サイズ、用紙種類）はありますが、用紙があ
りません。
操作パネルに表示された給紙カセットに用紙をセットして、［印刷可 /解除］キーを押すと印
刷を開始します。オプションのペーパーフィーダを装着している場合のみ、給紙カセットの
番号（#）が表示されます。
また、違う給紙元から印刷をしたい場合は、［ ］または［ ］キーを押すと、「ダイヨウ キュウ
シ シマスカ?」と表示され、変更することもできます。
給紙元を選択した後で［メニュー］キーを押すと、「ヨウシ セッテイ＞」が表示されます。［ ］
キーを押すと、用紙の種類設定のメニューが表示されます。適切な用紙種類を選択し、［実行］
キーを押すと印刷が開始します。

カセット#  ヲ イレテクダサイ 給紙カセットが正しくプリンタに入っていません。
•「#」に表示された給紙カセットを正しく入れてください。
•「#」に表示された給紙カセットのサイズダイヤルが、正しい位置に設定してあるか確認し
てください。
オプションのペーパーフィーダを装着している場合のみ、給紙カセットの番号（#）が表示さ
れます。

カミヅマリデス
################

用紙が詰まりました。
プリンタのカバー部や給紙カセットを開け、詰まった用紙を取り除いてください。紙詰まり
が起きた場所が「#」に表示されます。［ ］キーを押すと、オンラインヘルプメッセージが表示
されます。詳しくは4-10ページの紙詰まりの処置を参照してください。

ブザーの設定が「オン」の場合は、エラー発生時にブザーが鳴ります。［キャンセル］キーを押すと止まります。

表 4-4 

次ページへ続く
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キュウシケイロ　ガ
アイテイマス

給紙経路が開いています。
確実に閉じてください。

サービスヲ オヨビクダサイ
####:0123456

機械的なエラーが発生してプリンタは停止しました。
「####」に4桁の数字やアルファベットが表示され、プリンタの総印刷数も同時に表示されま
す。「####」の表示をメモに控え、その後プリンタの電源を切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いてお買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口
にご連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

トナー ガ スクナクナリマシタ トナーが残り少なくなりました。
早めに新しいトナーコンテナに交換してください。交換後はプリンタ内部を清掃してくださ
い。詳しくは3-2ページのトナーコンテナの交換を参照してください。

トナーヲ コウカンシテクダサイ トナーが無くなったためプリンタは停止しました。
新しいトナーコンテナに交換してください。詳しくは3-2ページのトナーコンテナの交換を
参照してください。

フェイスダウン トレイ ノ
ヨウシヲトリノゾイテクダサイ

フェイスダウントレイに用紙がたまっています。
フェイスダウントレイにある用紙をすべて取り除いてください。用紙をすべて取り除くと、
印刷が再開されます。フェイスダウントレイには約250枚まで収容できます。

プロセスユニット　ヲ
カクニンシテクダサイ

プロセスユニット、またはトナーコンテナを装着してください。
3-2ページのトナーコンテナの交換を参照してください。

メモリガ フソクシテイマス プリンタのメモリーが不足しています。
ステータスページを印刷すると、現在の総メモリーを確認することができます。不要なダウ
ンロードフォントやマクロを削除してください。または、付録C を参照してメモリーを追加
してください。

メモリフソク ノ タメ
インサツガ カンソカサレマシタ

メモリー不足のため、設定した解像度では印刷できませんでした。
プリンタにメモリーを増設するか解像度を変更してください。メモリー増設については、付
録C を参照してください。

リョウメンインサツ　ノ　ウシロ
カバー　ヲ　トジテクダサイ

両面印刷ユニットの後部カバーが開いています。
確実に閉めてください。

リョウメンインサツユニット　ヲ
ソウチャクシテクダサイ

両面印刷ユニットを装着してください。
装着していたオプションの両面印刷ユニットを取り外したか、その装着が不完全です。両面
印刷ユニットを正しく装着しなおしてください。

ブザーの設定が「オン」の場合は、エラー発生時にブザーが鳴ります。［キャンセル］キーを押すと止まります。

メッセージ 処置

表 4-4 
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エラーメッセージ

次の表では、お客様で対処可能なメンテナンス表示を挙げています。

メッセージ 処置

ID ガ チガイマス e-MPSのプライベートプリントまたはジョブ保留で入力されたIDが一致しません。
プリンタドライバで設定されたIDを確認してください。

KPDL エラー            ＃＃
カイジョ ヲ オシテクダサイ

現在の印刷を続行して処理できません。
モード選択メニューから「＞KPDLエラー ノ インサツ」を表示して「オン」を選択すると、エ
ラーレポートが出力されます。［印刷可/ 解除］キーを押すと、途中までのデータは印刷されま
す。［キャンセル］キーを押すと印刷を中止できます。
自動継続印刷の設定が「オン」になっている場合には、一定時間後に自動的に印刷が継続され
ます。詳しくは1-63ページの自動継続印刷の設定を参照してください。

RAM ディスク エラー    ＃＃
カイジョ ヲ オシテクダサイ

「##」に表示されるエラーコード（数字）確認して、以下を参照してください。
01:フォーマットエラーです。再度プリンタの電源を入れなおしてみてください。
02: RAM ディスクモードが「オフ」になっています。RAM ディスクモードを「オン」にしてく
ださい。詳しくは1-55ページのRAMディスクのデータサイズ設定を参照してください。

04: RAMディスクの容量が不足しています。RAMディスク内のデータを整理してから、再度
作業を行ってください。または、RAMディスクの領域を拡大してください。

05:指定のファイルが存在しません。指定のファイル名、RAM ディスク内のファイルの有無
を確認してください。

06:ディスクシステムで使用できるメモリーが足りません。プリンタにオプションの拡張メ
モリーを増設してください。

VMB ガ イッパイデス 仮想メールボックスの領域が不足しています。
仮想メールボックスに蓄積したデータを、出力してください。

インタフェース シヨウチュウ モード選択メニューで選択したインタフェースがデータを受信しています。
データの受信が終了してから、モード選択メニューの操作を行ってください。

オナジ メモリーカード ヲ
サシテクダサイ

操作中のメモリーカードと異なるメモリーカードが挿入されました。
もう一度同じメモリーカードを、スロットに挿入してください。プリンタはメモリーカード
の操作を継続します。

ハードディスク エラー ＃＃
カイジョ ヲ オシテクダサイ

「##」に表示されるエラーコード（数字）確認して、以下を参照してください。
01:ハードディスクのフォーマットエラーです。再度プリンタの電源を入れ直してみてくだ
さい。

02:ディスクシステムが適応していません。システムおよび機器に必要な環境を確認してく
ださい。

04:ハードディスクに必要な容量が不足しています。ハードディスク内のデータを整理し、
領域を拡大してください。

05:指定のファイルが存在しません。指定のファイル名、ハードディスク内のファイルの有
無を確認してください。

06:ハードディスクに必要なメモリーが不足しています。メモリーの拡張を行ってください。
10:ホストデータがハードディスクにスプールされているので、フォーマットできません。
「プリント デキマス」になってからフォーマットしてください。

85:仮想トレイの名称が不正です。正しい名称設定を行ってください。
97:文書データが制限値に達しており、これ以上セーブできません。文書データを整理する
か、制限値を上げてください。

99:指定されたIDに対する文書データが存在しません。

ハードディスク ノ
フォーマット ヲ シテクダサイ

ハードディスクのフォーマットが必要です。
プリンタに装着されているハードディスクを、1-54ページのハードディスクの操作の手順に
従ってフォーマットしてください。

ファイル ガ アリマセン
カイジョ ヲ オシテクダサイ

ハードディスク、メモリーカードまたはRAMディスクに、指定したファイルがありません。
指定したファイルがあるか確認してください。
自動継続の設定が「オン」になっている場合には、一定時間後に自動的に印刷が継続されま
す。詳しくは1-63ページの自動継続印刷の設定を参照してください。

ブザーの設定が「オン」の場合は、エラー発生時にブザーが鳴ります。［キャンセル］キーを押すと止まります。

表 4-5 
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プリント オーバーラン
カイジョ ヲ オシテクダサイ

メモリー不足のため、現在の印刷を処理できません。
データが複雑過ぎます。［印刷可 /解除］キーを押すと、途中までのデータは印刷されます。
［キャンセル］キーを押すと、印刷を中止できます。
ステータスページのプリンタメモリーを確認してください。不要なマクロや外部フォントを
削除してください。または、付録Cを参照してメモリーを追加してください。
ご注意：このエラーメッセージが表示された後、ページ保護モードが自動的に「オン（保護）」

になります。印刷時のメモリー効率を最適に保つために、モード選択メニューから
「ページホゴモード」を表示させ、「ジドウ（自動）」に再設定してください。詳しくは
1-56ページのページ保護モードの設定を参照してください。

自動継続印刷の設定が「オン」になっている場合には、一定時間後に自動的に印刷が継続され
ます。詳しくは1-63ページの自動継続印刷の設定を参照してください。

メモリオーバーフロー
カイジョ ヲ オシテクダサイ

メモリー不足のため、現在の印刷を続行して処理できません。
ステータスページのプリンタメモリーを確認して、不要なマクロや外部フォントを削除する
か、メモリーを増設してください。
［印刷可 /解除］キーを押すと、途中までのデータは印刷されます。［キャンセル］キーを押す
と、印刷を中止できます。
自動継続印刷の設定が「オン」になっている場合には、一定時間後に自動的に印刷が継続され
ます。詳しくは1-63ページの自動継続印刷の設定を参照してください。

メモリカード エラー
カード ガ ヌカレマシタ

メモリーカードを操作中に、メモリーカードスロットからメモリーカードを引き抜くと表示
されます。もう一度同じカードを、スロットに挿入してください。プリンタはメモリーカード
の操作を継続します。
ご注意：データの読み込みを正しく、確実に行うために、メモリーカードのデータを読み込

みなおすことをおすすめします。

メモリカード エラー   ＃＃
カイジョ ヲ オシテクダサイ

プリスクライブコマンドまたは、操作パネルからメモリーカードを操作したときにエラーが
発生しました。「##」に表示されるエラーコード（数字）確認して、以下を参照してください。
01:メモリーカードがこのプリンタの仕様に適していません。適応するメモリーカードを挿
入してください。詳しくはD-2ページのプリンタの仕様を参照してください。

02:メモリーカードが装着されていません。メモリーカードの使用に必要な環境を確認して
ください。

04:メモリーカードの容量が不足しています。不要なファイルを削除してください。
05:指定のファイルが存在しません。指定のファイル名、メモリーカード内のファイルの有
無を確認してください。

06:メモリーカードで使用できるメモリーが足りません。プリンタにオプションの拡張メモ
リーを増設してください。

メモリカード ノ 
フォーマット ヲ シテクダサイ

メモリーカードの初期化が必要です。
プリンタに差し込まれているメモリーカードを、1-53ページのメモリーカードのフォーマッ
ト（初期化）の手順にしたがってフォーマットしてください。

ブザーの設定が「オン」の場合は、エラー発生時にブザーが鳴ります。［キャンセル］キーを押すと止まります。

メッセージ 処置

表 4-5 
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紙詰まりの処置

用紙がプリンタ内で詰まったときや、用紙が給紙カセットから送られなかったときはプリンタはオフラインになり停
止し、紙詰まりのメッセージが表示されます。詰まった用紙を取り除くと通常の状態に戻ります。

紙詰まりが起きた場合は、メッセージ表示に紙詰まりのメッセージと紙詰まりの発生した位置が表示されます。メッ
セージと紙詰まり位置の詳細は以下の通りです。

紙詰まりメッセージ 紙詰まりの発生位置 内容 参照ページ

カミヅマリデス
ＭＰトレイ

A 多目的トレイで紙詰まりが発生しています。 4-14

カミヅマリデス
ホンタイ

B プリンタ内で紙詰まりが発生しています。 4-12

カミヅマリデス
ウシロカバー

C プリンタの後面カバー内で紙詰まりが発生して
います。

4-13

カミヅマリデス
リョウメンインサツ  ユニット

D オプションの両面印刷ユニット内で紙詰まりが
発生しています。

両面ユニット
DU-400付属の
使用説明書を
お読みくださ
い

カミヅマリデス
カセット1(2,3,4,5)

E プリンタの給紙カセット内、またはオプションの
ペーパーフィーダの給紙カセットで紙詰まりが
発生しています。

4-11

表 4-6 



紙詰まりの処置

4-11

詰まっているすべての用紙を取り除いたら、プリンタの
上部カバーを開閉してください。紙詰まりがクリアさ
れ、プリンタはウォーミングアップ後オンラインにな
り、自動的に印刷を再開します。紙詰まりを起こした
ページは再印刷されますが、紙詰まりが発生した場所に
よっては再印刷されないことがあります。

紙詰まりがしばしば起こる場合は、用紙の仕様が本プリ
ンタに合っていない可能性が考えられますので、用紙の
種類を変えてみてください。用紙の仕様については第2
章を参照してください。

用紙を変えて試してみても、紙詰まりがしばしば起こる
場合は、プリンタに何らかの問題がある場合が考えられ
ますので、お買い求めの京セラミタジャパン株式会社正
規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡くださ
い。電話番号は最終ページをご覧ください。

お知らせ

詰まった用紙を取り除く際は、プリンタ内に紙片を残さ
ないようご注意ください。

オンラインヘルプメッセージ

オンラインヘルプメッセージ機能により、このプリンタ
ではメッセージ表示に紙詰まりの処理方法が表示され
ます。紙詰まりのメッセージが表示された場合は、［ ］
キーを押してください。オンラインヘルプメッセージは
［ ］キーで次の手順のメッセージが表示され、［ ］キー
で前の手順に戻ります。

紙詰まりが発生した場合に表示されるオンラインヘル
プメッセージを利用して、紙詰まりの処理をしてくださ
い。

給紙カセットでの紙詰まり

オプションのペーパーフィーダの給紙カセットで起き
た紙詰まりも同様に処置できます。

1 給紙カセットを引き出してください。

2 給紙カセット内で詰まっている用紙を引き抜い
てください。

3 給紙カセットを元に戻してください。
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プリンタ内での紙詰まり

プリンタ内で紙詰まりが発生した場合は、以下の手順で
詰まった用紙を取り除いてください。

お知らせ

• プロセスユニットには感光ドラム等の精密部品が
含まれています。衝撃を与えたり緑色のドラム部分
に手を触れないでください。また、直射日光や強い
光にさらすと印刷品質が劣化します。プロセスユ
ニットは、紙詰まりの処理が終わったら速やかにプ
リンタに戻してください。

• 取り出したプロセスユニットを一時的に別の場所
に置く場合は、水平な場所に横にして置いてくださ
い。立てて置くと、印刷品質が劣化します。

1 上部カバーを、止まるまで開いてください。

2 前面カバーを手前に開いてください。

3 トナーコンテナを装着したままで、プリンタから
プロセスユニットを取り外してください。

4 搬送カバーの緑色の部分をつまみ、搬送カバーを
開けてください。

5 ローラ部に詰まっている用紙を取り除きます。

用紙がやぶれてプリンタ内に紙片が残らないよ
うに用紙を引き出してください。
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6 搬送カバーを元に戻してください。

7 プロセスユニットをプリンタ内部にある左右の
ガイドに合わせてプリンタに戻してください。

8 前面カバーを閉じてください。

9 上部カバーを確実に閉じてください。

プリンタ後面カバー内での紙詰まり

プリンタ後カバー内の定着部に紙詰まりが発生した場
合は、以下の手順で詰まった用紙を取り除いてくださ
い。

 注意

定着部は熱くなっています。やけどの原因になりますの
で、手を触れないようご注意ください。

1 後面カバーを開けてください。

2 図のように定着カバーを開け、右側の開放レバー
(緑色 )を押し下げて、詰まった用紙を取り除いて
ください。

ガイド

定着部

開放レバー（緑色）

定着カバー
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3 開放レバーを元に戻してください。

4 後面カバーを閉じてください。

多目的（MP）トレイでの紙詰まり

多目的トレイで紙詰まりが起きた場合は、以下の手順で
詰まった用紙を取り除いてください。

1 詰まっている用紙を取り除いてください。

2 多目的トレイにセットしてある用紙を一度すべ
て取り出し、そろえてから再度セットしてくださ
い。



5-1

第 5章

プリスクライブコマンド
5

この章では、京セラミタページプリンタ独自のプリンタ制御言語であるプリスクライブ (PRESCRIBE)コマ
ンドを説明します。

プリスクライブコマンドは、行間隔や文字間隔の設定、マージンの設定、フォントの選択、テキスト行の位
置決めから印字枚数の設定など、およそページネーションに必要なほとんどの印字動作を実現します。
プリスクライブコマンドについては、よりくわしいプリスクライブプログラミング・マニュアルが用意さ
れております(別売)。お買い上げの京セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口ま
でお問い合わせください。電話番号は最終ページをご覧ください。

プリスクライブコマンドの基本......................................................................... 5-2 
プリスクライブコマンド一覧 ............................................................................ 5-3 
RES(リセット)コマンド参考：各エミュレーションのリセット状態一覧表 ... 5-27 
SETFコマンド参考：代替フォント初期設定一覧表 ........................................ 5-28 
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プリスクライブコマンドの基本

プリスクライブコマンドの例

• プリスクライブコマンドの構文は、!R!からはじまりEXIT;で終わります。それぞれのコマンドはセミコロン(;)で区切
ります。セミコロンとコロン(：)は誤りやすいので注意してください。

• コマンドには、半角の英数字を使用してください。

プリスクライブコマンドの構文例を、A4ページの中央に円を書く方法で説明します。

コマンド例の最初や最後にRESコマンドを置くことによって、一時的な設定を初期状態に戻しておくことをおすすめし
ます。

!R! RES; MZP 4, 5.5; CIR 1; RES; EXIT;

プリスクライブコマンドを開始する

プリンタを初期化する

印字開始位置を右へ4インチ/下へ5.5インチ移動する

半径1インチの円を描く

プリンタを初期化する

プリスクライブコマンドを終了する
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プリスクライブコマンド一覧

以下の一覧は、プリスクライブコマンドとそのパラメータをアルファベット順にまとめたものです。

• 表ではコマンドやパラメータを大文字であらわしていますが、最初の!R!を除いては小文字で書いても有効です。

• [　] で囲んである内容は、省略できるパラメータです。ドット3つ(...)は、このドットの前のパラメータのくり返しを
意味します。

お知らせ

コマンドには、該当するオプション装置などを装着した場合にのみ有効になるものがあります。

コマンド一覧の見かた

コマンド パラメータの値

ALTF-代替フォントの選択

ALTF代替番号;
代替番号 0から47までの数

AMCR-フォーム・オーバレイ(マクロの自動実行)

AMCRモード [=繰り返しページ数], [ページ内繰り返し数]マクロ名,パラメータの値,...;
モード E=フォーム・オーバレイの実行(実行前に初期化を行う)

T=フォーム・オーバレイの実行(実行前に初期化を行わない)
D=フォーム・オーバレイの実行停止

繰り返しページ数 マクロを実行するページ数(省略した場合は、パラメータのモードDで実行停止するまで)
ページ内繰り返し数 マクロを実行する回数

マクロ名 MCROコマンドで定義したマクロ名
パラメータの値 マクロ定義の際に与えた値

ARC-指定パターンで扇形を描く

ARC内円半径, 外円半径, 始点角度, 終点角度;
内円半径 弧の内円の半径
外円半径 弧の外円の半径
始点角度 扇形の始まりの角度
終点角度 扇形の終わりの角度

ASFN-外字フォントの割付/解除

ASFN #1, #2;
#1 A：外字フォントの割付

R：外字フォントの割付解除
#2 外字フォントとして扱うユーザ定義フォントの番号(1000～65535)

#1がRで#2が0：全外字フォントの割り付けを解除、#2を省略：現在のレジデント・フォントに対
する割り付けを解除

コマンド パラメータの値

ALTF-代替フォントの選択

ALTF 代替番号;

代替番号 0から47までの数

コマンド名と簡単な説明

コマンドの書式

書式中のパラメータ パラメータの値



プリスクライブコマンド一覧

5-4

BARC-バーコードの印字

BARCタイプ,フラグ, "文字列" [,短,長 [,バー1,バー2,バー3,バー4,スペース1,スペース2,スペース3,スペース4]];
バーコード・タイプ 0=UPC A

1=UPC A 2ディジット
2=UPC A 5ディジット
3=UPC D-1
4=UPC D-2
5=UPC D-3
6=UPC D-4
7=UPC D-5
8=UPC E
9=UPC E 2ディジット
10=UPC E 5ディジット
11=JAN （短縮） EAN-8
12=JAN （標準） EAN-13
13=DUN-14
14=DUN-16
15=MSI（チェックディジットなし）
16=MSI（MOD-10チェックディジット付き）
17=MSI MOD-10
18=MSI MOD-11
19=Code 39 （チェック・ディジットなし）
20=Code 39 （MOD-43チェック・ディジット付き）
21=2 of 5 (Interleaved)
22=2 of 5（Identicon）
23=Code 128
24=Code 128 (USD-6)
25=Code 11（‘c’チェックサム付き）
26=Code 11（‘c’および‘k’チェックサム付き）
27=Code 93
28=CODABAR
29=2 of 5 (Matrix)
30=2 of 5 (Datalogic)
31=2 of 5 (Industrial)
32=Ames
33=Delta distance （チェックサムなし）
34=Delta distance （チェックサム付き）
35=EAN 8 2ディジット
36=EAN 8 5ディジット
37=EAN 13 2ディジット
38=EAN 13 5ディジット
39=POSTNET
40=FIM
41=2 of 5 (Interleaved)
42=UCC/EAN 128
43=カスタマ・バーコード
44=ワイドギャップCODABAR

フラグ Y=バーコードの下に文字列を付けて印字
N=文字列を付けずに印字

文字列 バーコードとなる文字列
短いバー 長短2種類の高さがあるバーコードの短いバーの高さ

高さが1種類だけのバーコードについては、すべてのバーの高さ
デフォルトは1.52 cm (0.6インチ、180ドット)
最小値：0.254 cm (0.1インチ、30ドット)
最大値：27.9 cm (11インチ、3300ドット)
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長いバー 長短2種類の高さがあるバーコードの長いバーの高さ
デフォルト、最小/最大値は短いバーと同じ

バー1/2/3/4 バー幅
最小値＝0.0085 cm (0.0034インチ、1ドット)
最大値＝1.6933 cm (0.6667インチ、200ドット)

スペース1/2/3/4 スペース幅
最小/最大値はバー幅と同じ

BKLT-製本可能状態で印刷（ブックレット印刷）

BKLT [動作モード];
動作モード 0=オフ（省略時）

1=左綴じ
2=右綴じ

BLK-パターンで塗りつぶし範囲を描く

BLK 幅, 高さ [, オプション];
幅 ブロックの幅
高さ ブロックの高さ

オプション B=カーソルを動かさない(デフォルト)
H=カーソルを隣の隅に移動する
V=カーソルを上または下の隅に移動する
E=カーソルを対角に移動する
L=カーソルを1行下へ移動する
N=カーソルを次行の始めに移動する

BOX-四角形を描く

BOX 幅, 高さ [, オプション];
幅 四角形の幅
高さ 四角形の高さ

オプション B=カーソルを動かさない(デフォルト)
H=カーソルを隣の隅に移動する
V=カーソルを上または下の隅に移動する
E=カーソルを対角に移動する
L=カーソルを1行下へ移動する
N=カーソルを次行の始めに移動する

CALL-マクロの呼び出し

CALL [実行回数] マクロ名, パラメータの値, ...;
実行回数 マクロを実行する回数
マクロ名 MCROコマンドで定義した名前

パラメータの値 マクロ定義でダミー・パラメータを与えた値

CCPY D-カーボンコピーの終了

CCPY D;

CCPY E-カーボンコピーの実行

CCPY E; [#1;] [#2;] TERM; ... ENDC;
#1 PSRCコマンドによる給紙元指定
#2 AMCRコマンドによるマクロ指定

CDSK-ハードディスクの初期化

CDSK;

CIR-円を描く

CIR 半径;
半径 円の半径
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CLIP-パスをクリップする

CLIP [クリップ・モード];

クリップ・モード 1=EOクリップ
2=Non-zero-windクリップ

CLPR-クリップ領域の設定

CLPR [x1座標, y1座標, x2座標, y2座標];
x1座標 印字領域の左端からクリップ領域左端までの距離
y1座標 印字領域の上端からクリップ領域上端までの距離
x2座標 印字領域の左端からクリップ領域右端までの距離
y2座標 印字領域の上端からクリップ領域下端までの距離

CLSP-サブパスを閉じる

CLSP;

CMNT-注釈

CMNT 文字列;
文字列 注釈となる文字列

COPY-印字枚数の設定

COPY 枚数;
枚数 印字枚数(1～999)

CPTH-文字パス

CPTH "文字列";
文字列 ASCIIコード31(16進1F)以下のコードを除く任意の文字列(ビットマップ・フォントは無効)

CRKF-漢字フォント・ヘッダの生成

CRKF フォント番号、文字の高さ、文字の幅、Y軸オフセット、X軸オフセット、セルの幅、センタ、回転;
フォント番号 フォント識別番号(1000から65535の整数)
文字の高さ 文字のビット・マップ高さ(0～3999ドット)
文字の幅 文字のビット・マップ幅(0～3999ドット)

Y軸オフセット ベース・ラインから、文字自身のビットマップ上端までの距離
X軸オフセット 文字セルの左端から、文字自身のビット・マップ左端までの距離

(マイクロドット [1/32] 単位：-32768～32767の整数)
セルの幅 文字セルの幅(マイクロドット単位：0～32767の整数)
センタ 文字セルの左端から、文字の中心までの距離(マイクロドット単位：0～32767の整数)
回転 0のみ
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CSET-ID番号でシンボル・セットの選択

CSET シンボル・セットID;
シンボル・セットID 0D=ISO 60 Norway

0I=ISO 15 Italian
0N=ECMA-94 Latin 1
0O=OCR-A
0S=ISO 11 Swedish
0U=ISO 6 ASCII
1E=ISO 4 U. K.
1F=ISO 69 France
1G=ISO 21 Germany
1O=OCR-B
1U=US Legal
2N=ISO Latin 2*
2S=ISO 17 Spain
5M=PS Math*
5N=ISO Latin 5*
5T=ISO Windows Latin 5*
6J=MS Publishing*
7J=Desktop*
8M=Math 8*
8U=HP Roman-8
9E=Windows Latin 2*
9T=PC-Turkish*
9U=Windows 3.0*
10J=PS Text*
10O=OCR-AK
10U=IBM PC-8
11O=OCR-BK
11U=IBM PC-8 (D/N)
12J=Macintosh*
12O=OCR-K
12U=IBM PC-850
15U=Pi Font*
17U=PC852
19K=Windows 3.1J*
19U=Windows 3.1 Latin1*
*スケーラブル・フォントのみ

CTXT-センター揃えテキストの印字

CTXT ["文字列"] [,オプション] [,Uオプション];
文字列 印字する文字列

オプション B=文字列の中心にカーソルを残す
E=文字列の終わりにカーソルを移動
L=1行下にカーソルを移動
N=次行の始めにカーソルを移動

Uオプション アンダーラインを付ける

CUOS-ユーザ・オフセット値の設定

CUOS x座標, y座標;
x座標 x,yともオフセット原点(左上端印字限界点)からの距離
y座標 オフセット範囲：±76ミリ

DAF-全外部フォントの削除

DAF;
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DAM-全マクロの削除

DAM;

DAP-絶対位置まで線を引く

DAP x座標, y座標;
x座標 左マージンからの距離
y座標 上マージンからの距離

DELF-外部フォントの削除

DELF フォント番号;
フォント番号 削除するフォントの番号

DELM-マクロの削除

DELM マクロ名;
マクロ名 削除するマクロ名

DKJF-外部漢字フォントの削除

DKJF フォント番号;
フォント番号 削除する外部漢字フォントの番号

DPAT-破線パターンの設定

DPAT パターン番号;
パターン番号 1～10 (プリンタ内蔵パターン)

11～20 (SDPコマンドで登録したパターン)

DRP-相対位置まで線を描く

DRP x座標, y座標, ...;
x座標/y座標 現在のカーソル位置からの座標

DRPA-角度指定により相対位置まで線を描く

DRPA 長さ, 角度;
長さ 線の長さ
角度 度数(上向きの垂直線から右回り)

DUPX-両面印字モードの選択(両面ユニット装着時)

DUPXモード;
モード 0=片面印字

1=両面印字(長辺綴じ)
2=両面印字(短辺綴じ)

DXPG-印字面の選択(両面ユニット装着時)

DXPG印字面;
フォームフィードを実行し、次に印字するページを用紙のどちら側にするかを指定。

印字面 0=次の印字面を選択(改ページをおこなう)
1=表面を選択 (現在印字されている印字面が表か裏かに関係なく、次の用紙の表側から印字を
開始)
2=裏面を選択 (現在の印字面が表ならば裏を、また現在の印字面が裏ならば次の用紙の裏面に
印字)

DZP-ゼロ点を基準に線を引く

DZP x座標, y座標;
x座標 印字領域左端からの距離
y座標 印字領域上端からの距離
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EMCR-給紙元ごとにマクロを指定

EMCR E, #1 [=#2], [#3] #4 [,#5 ...];またはEMCR D, #1 [=#2];
#1 給紙カセット番号
#2 印字面、0=表、1=裏
#3 繰り返し回数
#4 マクロ名
#5 マクロのパラメータ

ENDC-カーボンコピー(CCPY)の終了

ENDC;

ENDD-ダンプの終了

ENDD;

ENDM-マクロ定義の終了

ENDM;

ENDR-ラスタ・データ処理の終了

ENDR;

EPL-エコプリントの設定

EPLモード;
モード 0=オフ(デフォルト)

1=オン

EXIT-プリスクライブモードの終了

EXIT [, E];
Eオプション 直後の改行/行送りを無視

FDIR-多目的（MP）トレイの給紙方向選択

FDIR給紙方向;
0=縦送り
1=横送り

FILL-閉パスを埋める

FILL 描画規則;
描画規則 1=偶数奇数規則を使用

2=ノンゼロ・ワインド数規則を使用

FLAT-平坦さの設定

FLAT 平坦さ;
平坦さ 1～100までの数

FLST-フォントリストの印字

FLST;

FONT-フォントの選択

FONTフォント番号;
フォント番号 選択するフォント番号

FPAT-パターンの生成(8×8 ドット)

FPAT #, #, #, #, #, #, #, #;
# 0～255までの数
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FRPO-ファームウエアの再設定(第6章を参照)

FRPO パラメータ, 値;
パラメータ パラメータの識別コード

値 パラメータの設定値

FRPO INIT-ファームウエアの初期化

FRPO INIT;

FSET-属性によってフォント設定を変更

FSET F/P-ピッチ-高さ-スタイル-太さ-タイプフェース;
F/P 0=固定ピッチフォント

1=プロポーショナル・フォント
(Pターミネータを付加)

ピッチ 0.44～99.99 [cpi](プロポーショナル・フォントでは無視・Hターミネータを付加)
高さ 0.25～999.25ポイント(Vターミネータを付加)

スタイル 0=正体
1=イタリック体(Sターミネータを付加)

太さ -7=極細～0=通常～7=極太(Bターミネータを付加)
タイプフェース 0 = LinePrinter

3 = Courier
4 = Swiss721
5 (または4101 [2バイト値])= Dutch801
6 = LetterGothic
8 = PrestigeElite
45=ZapfDingbats
52 (または4148 [2バイト値])= Swiss742
(Tターミネータを付加)

FTMD-フォント・モード(フォント属性の自動調整)

FTMDモード;
モード 0～15の整数

プリンタは各属性を組み合わせて制御するために、次のように指定値を定義しています。
水平移動量(文字間隔)=1
垂直移動量(行間隔)=2
固定ピッチまたはプロポーショナル・ピッチ=4
用紙の縦置きまたは横置き=8

GPAT-灰色パターンの設定

GPAT灰色レベル;
灰色レベル 0(黒)～1(白)の間の任意の数値

GRRD-画像データ転送指示

GRRDモード, 幅, 高さ;（注1）<プリンタへの画像データ転送（注2）>;ENDG;
モード B=Bitmap

J=JPEG
T=TIFF

画像の幅 0.0～65535
画像の高さ 0.0～65535

（注1）幅0は、高さの指定に自動的に合わせ、高さ0は幅の指定に自動的に合わせます。高さと幅
が0の場合は、画像のピクセルをSTRコマンドによる指定ラスタ解像度に合わせます。
（注2）GRRDコマンドとパラメータの送信に続けて、MS-DOSの「copy」コマンドなどで、印刷し
たい画像データをプリンタに転送して、さらにENDGを送信します。
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INTL-欧文文字セットの選択

INTL文字セット [,コードセット];
文字セット 0= US ASCII

1= France
2= Germany
3= UK
4= Denmark/Norway
5= Sweden
6= Italy
7= Spain
8= Japan
9= US Legal
10=IBM PC-850 (Multilingual)
11=IBM PC-860 (Portuguese)
12=IBM PC-863 (Canadian French)
13=IBM PC-865 (Norwegian)
14=Norway
15=Denmark 2
16=Spain 2
17=Latin America

コード・セット 0=Epson
1= HP LaserJet
2=Daisywheel
4= IBM Porprinter
7=VP-1000

JOBD-ジョブの消去(ハードディスク装着時)

JOBD #1 [,#2 [,#3]];
#1 消去ジョブの種類(省略時全セーブジョブを消去)

1：一時コードジョブ
2：保存コードジョブ
8：メールボックスジョブの消去
9：指定のメールボックスを消去
15：メールボックス機能のリセット

＃2 0：全てのメールボックスを消去
1～255：消去するジョブID/メールボックス番号またはメールボックス名(31バイトまで)
　　　   #1が2の場合：ジョブ ID

＃3 0：全てのメールボックスを消去
パスワード：メールボックスにパスワードが設定されている場合

JOBL-ジョブ・リストの印字

JOBL #1;
#1 リストの種類

1：一時コードジョブリスト
2：保存コードジョブリスト
8：VMBリスト
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JOBO-保存ジョブの印字(ハードディスク装着時)

JOBO "#1";
(コードジョブ) #1 1：一時コードジョブの印字

2：保存コードジョブの印字
#2 "ジョブID"

JOBO #1, #2 [, #3];
(仮想メールボックス) #1 8：メールボックスジョブの印字

#2 1～255：メールボックス番号またはメールボックス名(31バイトまで)
#3 パスワード：メールボックスにパスワードが設定されている場合

JOBP-定義ジョブの設定変更(ハードディスク装着時)

JOBP #1, #2;
#1 出力オプション ＃2 パラメータ

0：電子ソート出力部数 1～999 (部)
1：バーコード出力有無 0：先頭ページのみ出力

1：全ページ出力
2：バーコード出力なし

2：両面印字モード 0：片面印字
1：両面印字(ロングエッジ)
2：両面印字(ショートエッジ)

3：出力オプション 1：フェイスダウン
5：バーコードの位置 0～7：バーコードのみ表示

128～135：バーコードとジョブ出力IDを表示
16：ジョブオフセット 0：オフ
　  モード 1：オン

JOBS-ジョブ定義の開始

JOBS #1, #2, #3, #4 [,#5, #6, #7, #8];
#1 スプール・モード (コードジョブ)

0：電子ソートのみ
1：一時コードジョブとしてセーブ
2：保存コードジョブとしてセーブ

(VMB)
8：メールボックス・ジョブ

#2 電子ソート出力部数(1～999 (部))
#3 バーコード出力有無 (コードジョブ)

0：先頭ページのみ出力
1：全ページ出力
2：バーコード出力なし

排紙開始メール (VMB)
ボックス番号 1～255：メールボックス番号またはメールボックス名

(31バイトまで)
#4 バーコード位置 (コードジョブ)

0～7：ID表示なし
128～135：ID表示あり

排紙終了メール (VMB)
ボックス番号 0：#3で指定したメールボックス

1～255：メールボックス番号(ただし、#3より大きい番号)
#5 保存コードジョブ
共有フラグ(Reserved) 0：(固定)

#6 ジョブ名 31バイトまで(省略時なし)
#7 ユーザ名 31バイトまで(省略時なし)
#8 タイムスタンプ 31バイトまで(省略時なし)
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JOBT-ジョブの終了

JOBT;

LDFC-文字の生成

LDFCフォント番号, 文字コード, 文字の高さ, 文字の幅, y軸オフセット, x軸オフセット, セルの幅, センタ, 
回転 [, 解像度]; ビットマップ;

フォント番号 1000～65535(内蔵フォントまたはメモリーにあるフォントの番号をのぞく)
文字コード ASCIIコード(0～255)
文字の高さ 文字のビットマップの高さ(ドット単位：0～3999の整数)
文字の幅 文字のビットマップの幅(ドット単位：0～3999の整数)

y軸オフセット ベースラインから文字自身のビットマップ上端までの距離(マイクロドット [1/32ドット] 単
位で-32768～32767の整数)、正数は上方向への距離、負数は下方向への距離

x軸オフセット 文字セルの左端から文字自身のビットマップ左端までの距離(マイクロドット単位で-32768
～32767の整数)、正数は左方向への距離、負数は右方向への距離

セルの幅 文字セルの幅プロポーショナル・スペースの場合(マイクロドット単位で0～65535の整数)
センタ 文字セルの左端から、文字の中心までの距離(マイクロドット単位で0～65535の整数)
回転 0=正常

1=右回り90度
2=180度
3=左回り90度

解像度 300 (dpi)、600 (dpi)または1200 (dpi)
ビットマップ・データ 文字ドットパターン

LDFN C-文字の生成

LDFN C, フォント番号, 文字コード, 文字の高さ, 文字の幅, y軸オフセット, x軸オフセット, セルの幅, センタ, 
回転; ビットマップ;

フォント番号 1000～65535 (内蔵フォント番号またはメモリー上にあるフォント番号をのぞく)
文字コード 0～255 (欧文系文字)、または0-65535 (和文系文字)

ビットマップの高さ 1～65535 (ドット単位、フォント解像度)
ビットマップの幅 1～65535 (ドット単位、フォント解像度)
ビットマップY軸 -32768～32767 (1/32ドット単位)、正数は上方向への距離、負数は下方向への距離

オフセット
ビットマップX軸 -32768～32767 (1/32ドット単位)、正数は右方向への距離、負数は左方向への距離

オフセット
文字幅 1～65535 (1/32ドット単位)

ビットマップ・データ ビットマップの転送データ(BBNフォーマット)

LDFN F-フォント・ヘッダの生成

LDFN F, フォント番号,フォーマット,フォント名,シンボルセット,スペーシング,ピッチ,高さ,スタイル,ストローク,
タイプフェース,フォントタイプ;

フォント番号 1000～65635
フォーマット 0=300 dpiビットマップ

1=600 dpiビットマップ
フォント名 一重または二重引用符で囲んだASCII文字列、最大31文字

シンボルセット 1～65535 [619=シフトJIS](1バイト系)またはJ (2バイト系)
スペーシング 0=固定

1=プロポーショナル
ピッチ 3～3000ドット(フォントフォーマットの解像度)
高さ 4～4165ドット(フォントフォーマットの解像度)

スタイル 0～32767
ストローク -127～127

タイプフェース 0～32767
フォントタイプ 0=文字コード32～127

1=文字コード32～127および160～255
2=文字コード0～255
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LDFN S-TrueTypeフォントのダウンロード

LDFN S,TrueTypeフォーマット,フォント番号,フォント名,データ長 [,シンボルセット,スタイル,ストローク,
タイプフェース];バイナリィ・データWRED;

注意 フォントをダウンロードする場合は、フォントの知的所有権の所有者による許諾が必要です。

TrueTypeフォーマット 0=欧文TrueTypeフォント
1=日本語TrueTypeフォント
2=日本語TrueType Collectionフォント
3=外字フォント

フォント番号 1000～65535
フォント名 一重または二重引用符で囲んだASCII文字列、最大31文字
データ長 バイナリィ・データのバイト数

シンボルセット 1～65535 [619=シフトJIS]
スタイル 0～32767

ストローク -127～127
タイプフェース 0～32767

バイナリィ・データ フォント・データ(TrueType形式)

MAP-絶対位置へのカーソル移動

MAP x座標, y座標;
x座標 左マージンからの距離

y座標 上マージンからの距離

MCRO-マクロ定義

MCRO 名前 [ダミー記号 [, 注釈]];
名前 文字列

ダミー記号 文字(デフォルトは％)
注釈 文字列

MDAT-用紙種類属性の設定

MDAT [メディアタイプ番号 [, 紙の重さ, 定着器温度, 両面印刷 [, 印刷濃度]]];
メディアタイプ番号 1=普通紙

2=OHPシート
4=ラベル
6=再生紙
7=薄紙
10=色付き紙
13=封筒・ハガキ
16=厚紙
21=カスタム1
22=カスタム2
23=カスタム3
24=カスタム4
25=カスタム5
26=カスタム6
27=カスタム7
28=カスタム8

紙の重さ 0=普通(64～90 g/m²)
1=重い(90 g/m²～)
2=軽い(60～64 g/m²)

定着器温度 1 (固定)
両面印刷 0=可能

1=不可能
印刷濃度 1=薄い

2=やや薄い
3=普通



5-15

4=やや濃い
5=濃い

MLST-定義マクロ・リストの印字

MLST;

MPSS-e-MPSの環境設定

MPSS #1, #2, #3;
#1 CODE=コードジョブ関連の設定

VMB=仮想メールボックス関連の設定
JOBR=ジョブリテンション関連の設定

#2 #1=CODEの場合
TEMPLIMISIZE=一時コードジョブの容量制限
PERMLIMISIZE=保存コードジョブの容量制限
#1=VMBの場合
VMBLIMISIZE"=仮想メールボックスの容量

#3 #1=JOBRの場合
QUICKLIMITCOUT=クイックコピー保存件数
#1=CODEの場合
0～9999=一時コードジョブ/保存コードジョブの容量（MB）
#1=VMBの場合
0～9999=仮想メールボックスの容量（MB）
#1=JOBRの場合
1～50=クイックコピー保存件数

MRP-相対位置へのカーソル移動

MRP x座標, y座標;
x座標/y座標 現在のカーソル位置を基準とした相対座標

MRPA-角度による相対位置へのカーソル移動

MRPA距離, 角度;
距離 移動の距離

角度 度数(垂直線から右回り)

MTYP-用紙種類の選択

MTYPメディアタイプ番号;
メディアタイプ番号 1=普通紙

2=OHPシート
4=ラベル
6=再生紙
7=薄紙
10=色付き紙
13=封筒・ハガキ
16=厚紙
21=カスタム1
22=カスタム2
23=カスタム3
24=カスタム4
25=カスタム5
26=カスタム6
27=カスタム7
28=カスタム8

MZP-ゼロ点からのカーソル移動

MZP x座標, y座標;
x座標 印字領域の左端からの距離

y座標 印字領域の上端からの距離
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NEWP-新しいパスの開始

NEWP;

PAGE-新しいページを始める

PAGE;

PARC-パス内に弧を描く

PARC x座標, y座標, 半径, 開始角度, 終了角度;
x座標, y座標 弧の中央の座標(左上側から測る)

半径 弧の半径

開始角度 正のx軸から反時計回りに測る
終了角度 正のx軸から反時計回りに測る

RGST-レジストレーションのオフセット

RGST水平オフセット,垂直オフセット;
水平オフセット 物理的給紙方向に対する絶対座標からの水平オフセット（現在の単位

を使用、符号有効）

垂直オフセット 物理的給紙方向に対する絶対座標からの垂直オフセット（現在の単位

を使用、符号有効）

PCRP-パス内で相対的な位置に曲線を描く

PCRP x1, y1, x2, y2, x3, y3;
x1, y1 現在のカーソル位置から測った最初の制御点の座標

x2, y2 現在のカーソル位置から測った2番目の制御点の座標
x3, y3 現在のカーソル位置から測った終了点の座標

PCZP-パス内でゼロ点からの位置に曲線を引く

PCZP x1, y1, x2, y2, x3, y3;
x1, y1 用紙の左上端から測った最初の制御点の座標

x2, y2 用紙の左上端から測った2番目の制御点の座標
x3, y3 用紙の左上端から測った終了点の座標

PDIR-印字方向を設定

PDIR 角度;
角度 度単位の角度(反時計回りに90°ずつ増加)

0=ポートレート(縦置き)
90=ランドスケープ(横置き)
180=ポートレート(縦置き)の逆
270=ランドスケープ(横置き)の逆

PDRP-パス内で相対的な位置まで描く

PDRP x座標, y座標, ...;
x座標, y座標 現在のカーソル位置から測った座標

PDZP-パス内でゼロ点からの位置まで描く

PDZP x座標, y座標;
x座標, y座標 現在のページの左上限から測った座標

PELP-パス内で楕円弧を描く

PELP x座標, y座標 [, x'座標, y'座標, x"座標, y"座標 [, オプション]];
x座標, y座標 バウンディング・ボックスの対角点の現在位置を基準とした相対座標

x'座標, y'座標 楕円弧の開始制御点の現在位置を基準とした相対座標

x"座標, y"座標 楕円弧の終了制御点の現在位置を基準とした相対座標

オプション N=楕円弧をパス登録
C=楕円弧による弦をパス登録
P=楕円弧によるパイ形のパス登録
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PIE-円グラフを描く

PIE 半径, 起点の角度, 扇形のサイズ, ...;
半径 円グラフの半径

起点の角度 最初の扇形の起点(0=垂直)
扇形のサイズ比率 各扇形の相対的なサイズ(比率)

PMRA-パス内で角度指定された相対的な位置に移動

PMRA  x座標,y座標,距離,角度;
x座標, y座標 ページの左上端から測った座標

距離 移動する距離
角度 度単位の角度(正のx軸から反時計回り)

PMRP-パス内で相対位置へのカーソル移動

PMRP x座標, y座標;
x座標, y座標 現在のポイント位置を基準とした相対座標

PMZP-パス内でゼロ点を基準としたカーソル移動

PMZP x座標, y座標;
x座標 印字領域の左端からの距離
y座標 印字領域の上端からの距離

PRBX-パス内で角丸ボックスを描く

PRBXボックスの幅,ボックスの高さ,角丸の半径;
ボックスの幅 角丸ボックスの幅

ボックスの高さ 角丸ボックスの高さ
角丸の半径 角丸の半径

PRRC-パス内相対座標で円弧を描く

PRRC x座標,y座標,半径,開始角度,終了角度;
x座標,y座標 円弧の中心点のx座標,y座標

半径 円弧の半径
開始角度 円弧の開始点の角度
終了角度 円弧の終了点の角度

PSRC-給紙元を選ぶ

PSRC番号;
番号 0=多目的トレイ

1=給紙カセット1 (プリンタの給紙カセット)
2=給紙カセット2 (オプション・フィーダ1の給紙カセット)
3=給紙カセット3 (オプション・フィーダ2の給紙カセット)
4=給紙カセット4 (オプション・フィーダ3の給紙カセット)
100=カセット指定を無効にし、用紙種類設定に従って自動給紙

PXPL-ピクセル配置

PXPL配置モデル;
配置モデル 0=グリッド交差上(PCL)

1=グリッド格子内(Windows)

!R!-プリスクライブモードの起動

!コマンド識別文字!
コマンド識別文字 大文字のR (SCRCまたはFRPO P9コマンドで変更可能)

RDMP-受信データのダンプ

RDMP;
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RES-プリンタのリセット

RES;

RGST-レジストレーションのオフセット

RGST水平オフセット,垂直オフセット;
水平オフセット 物理的給紙方向に対する絶対座標からの水平オフセット(現在の単位を使用、符号有効)
垂直オフセット 物理的給紙方向に対する絶対座標からの垂直オフセット(現在の単位を使用、符号有効)

RPCS-保存したコードセットへの復帰

RPCS;

RPF-保存したフォントへの復帰

RPF;

RPG-直前のグラフィックス状態に戻る

RPG;

RPP-保存カーソル位置への復帰

RPP;

RPU-現在の単位の復帰

RPU;

RTTX-テキストを回転して印字

RTTX角度,"文字列" [,Uオプション];
角度 回転角度
文字列 印字する文字列

Uオプション アンダーラインを付加

RTXT-右揃えテキストの印字

RTXT ["文字列"] [,オプション] [,Uオプション];
文字列 印字する文字列

オプション 印字後のカーソル位置を次のように設定
B=文字列の終わり
E=文字列の始め
L=1行下
N=次行の始め

Uオプション アンダーラインを付加

RVCD-圧縮データを受け取る

RVCD [圧縮モード]; 長さ, データ, ... ;
圧縮モード 0=圧縮なし

1=実行長エンコード
2=TIFF (Tagged Image File Format [タグ付きイメージ・ファイル書式]) rev. 4.0

長さ ラスタ・データのバイト数(最高255バイト)
データ バイナリ・ラスタデータ(0H～FFH)

RVRD-ラスタ・データ処理の開始

RVRD;データ数,データ, ...;
データ数 後に続くラスタセグメントの数を示す1～511の数字
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RWER D-外付けメディア内のデータの削除

RWER D, メディア, データ・タイプ, パーティション名;
メディア A=メモリーカード

0 (ゼロ)=ハードディスク
データ・タイプ 2：プリンタブル・データ

パーティション名 最大15バイトの文字列

RWER F-外付けメディアのフォーマット

RWER F, メディア;
メディア A=メモリーカード

0 (ゼロ)=ハードディスク
注意 このコマンドはメディア内部のデータをすべて消去します。誤って使用しないよう、注意して

ください。

RWER I-外付けメディアのパーティション・リストの自動出力

RWER I, モード;
モード E=自動出力を行う

D=自動出力を行わない

RWER L-外付けメディア内のパーティション・リストの出力

RWER L [, メディア];
メディア A=メモリーカード

0 (ゼロ)=ハードディスク/RAMディスク
メディアを省略すると、全メディア内のパーティション・リストを出力

RWER R-外付けメディアからのデータの読み込み

RWER R, メディア, データ・タイプ [, パーティション名];
メディア A=メモリーカード

0 (ゼロ)=ハードディスク/RAMディスク
データ・タイプ 2：プリンタブル・データ

パーティション名 最大15バイトの文字列、省略時はすべてのデータを読み込む

RWER T-ターミネータ文字列の設定

RWER T [, "ターミネータ"];
ターミネータ 最大4バイトの文字列、引用符('または")で囲む

RWER W-外付けメディアへのデータの書き込み

RWER W, メディア, データ・タイプ [, パーティション名];
メディア A=メモリーカード

0 (ゼロ)=ハードディスク/RAMディスク
データ・タイプ 2：プリンタブル・データ

パーティション名 最大15バイトの文字列、省略時はプリンタ内部で命名

SBM-下マージンの設定

SBM長さ;
長さ 用紙の上端から下マージン上端までの距離

SCAP-線終端の設定

SCAP線終端タイプ;
線終端タイプ 1=角終端

2=バット終端(デフォルト)
3=丸終端

SCCS-現在のコードセットの保存

SCCS;
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SCF-現在のフォントの保存

SCF;

SCG-現在のグラフィックス状態の保存

SCG;

SCP-現在のカーソル位置の保存

SCP;

SCPI-1インチあたりの文字数設定

SCPI値;
値 1インチあたりの文字数

SCRC-コマンド識別文字の設定

SCRC文字;
文字 アポストロフィー(')、引用符(")、セミコロン(;)を除くASCIIコード33 (!)からコード126 (=)

SCS-文字間隔の設定

SCS距離;
距離 文字と文字との間隔または0

SCU-現在の単位の保存

SCU;

SCSZ-カスタム用紙サイズの設定

SCSZ 幅, 長さ, 単位;
幅 用紙の幅(80～210 mm)

長さ 用紙の長さ(148～356 mm)
単位 M=ミリ

I=インチ

SDP-破線パターンの登録

SDP パターン番号, 線分長1, 空部分長1, 線分長2, 空部分長2, ..., 線分長10, 空部分長10;
パターン番号 11から20の登録する破線パターンの番号
線分長1 ... 10 破線の黒部分の長さ
空部分長1 ... 10 破線の白部分の長さ

SEM-エミュレーション・モードの設定

SEM モード;
モード 6=PCL 6 (デフォルト)

9=KPDL [オプション]
11=PC-PR201/65A
12=IBM5577
13=VP-1000
15=FMPR-359F1

SETF-代替えフォントの設定

SETF 代替番号, フォント番号;
代替番号 0～47までの番号

フォント番号 0～65535までの数(そのフォントに固有の番号)
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SFA-フォント属性の設定

SFA hmi, vmi, F/P [, 回転, シンボルセット, 高さ, U/I, 太さ, 書体] [,フォントタイプ];
hmi 水平移動量(ピッチ固定フォントでは、ある文字の中心から次の文字の中心までの距離。プロ

ポーショナル・フォントでは、スペース文字の幅)
vmi 垂直移動量(行間のスペース)
F/P F=固定スペース

P=プロポーショナル・スペース
回転 0=正体

1=右回り90度
2=180度
3=左回り90度(横置きモードで使用)

シンボルセット 4=ISO 60：Norway
9=ISO 15：Italian
14=ECMA-94 Latin 1 [ISO 8859/1]
19=ISO 11：Swedish for Names
21=ISO 6：ASCII
37=ISO 4：United Kingdom
38=ISO 69：French
39=ISO 21：German
53=Legal
83=ISO 17：Spanish
277=Roman-8
341=PC-8
373=PC-8 Danish/Norwegian
405=PC-850

高さ フォントの最大高さ
U/I U=正体

I=イタリック体
太さ -7(細)～+7(太)
書体 0=Line Printer

1=Pica
2=Elite
3=Courier
4=Swiss 721
5=Dutch 801
6=Gothic
7=Script
8=Pret. Elite
9=Caslon
10=Orator

フォントタイプ 0=7ビット, 96 文字(使用可能キャラクタ・コード：32-127)
1=8ビット, 192 文字(使用可能キャラクタ・コード：32-127および160-255)
2=8ビット, 256 文字(キャラクタ・コード内の全文字。ただしPCLトランスペアレンシィ・
モード使用)
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SFNT-現在フォントをフォント名で選択

SFNT "フォント名"  [, 高さ [, フォント番号 [, シンボルセット,圧縮,文字の傾斜]]];
フォント名 フォント名

高さ ポイント単位での文字の高さ。最小0.25から最大999.75ポイント(0.25ポイントごと)
フォント番号 1000～65535までの整数

シンボルセット 4=ISO 60：Danish/Norwegian (0D)
9=ISO 15：Italian (0I)
14=ECMA-94 Latin 1 [ISO 8859/1] (0N)
19=ISO 11：Swedish for Names (0S)
21=ISO 6：ASCII (0U)
37=ISO 4：United Kingdom (1E)
38=ISO 69：French (1F)
39=ISO 21：German (1G)
53=Legal (1U)
78=ISO Latin 2 (2N)*
83=ISO 17：Spanish (2S)
173=PS Math (5M)*
174=ISO Latin 5 (5N)*
180=Windows Latin 5 (5T)*
202=Microsoft Publishing (6J)*
234=Desktop (7J)*
269=Math-8 (8M)*
277=Roman-8 (8U)
293=Windows Latin 2 (9E)*
308=PC-Turkish (9T)*
309=Windows (9U)*
330=PS Text (10J)*
341=PC-8 (10U)
373=PC-8 Danish/Norwegian (11U)
394=Macintosh (12J)*
405=PC-850 (12U)
501=Pi Font (15U)*
565=PC-852 (17U)*
629=Windows Latin 1 (19U)*
* スケーラブル・フォントにのみ有効

圧縮 0.3～3 (1=通常の文字幅/1>幅の狭い文字/1<幅の広い文字)
文字の傾斜 -1～1 (0=通常文字 /正の場合には右に傾いたイタリック体 /負の場合は左に傾いたイタリック

体)

SIMG-イメージ・モデルを設定

SIMG イメージモデル;
イメージモデル 1～6

SIR-KIRのレベル設定

レベル 0=オフ
2=中間(デフォルト)

SKCS-漢字間隔の一時的設定

SKCS水平移動量,垂直移動量;
水平移動量 横書き時の文字間隔(移動量)
垂直移動量 縦書き時の文字間隔(移動量)
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SKFS-漢字間隔の設定

SKFS幅,高さ;
幅 漢字文字の幅を設定
高さ 漢字文字の高さを設定

SKFT-フォント名による漢字スケーラブル・フォントの選択

SKFT 'フォント名 ' [ ,高さ [ , 文字幅,傾き]];
フォント名 DFHSMINCHO-W3-SJ (明朝体)

DFHSGOTHIC-W5-SJ (ゴシック体)
高さ ポイント単位の文字の高さ

0.25～999.75ポイント(0.25ポイントごと)
文字幅 文字の幅を0.3～3の間で指定。通常の文字幅を1とし、水平方向への文字幅の縮小・拡大。
傾き 文字の傾きを-1～1の間で指定。通常の文字の傾きを0とし、文字方向への傾斜の度合い。

SLJN-線結合状態の設定

SLJN 結合タイプ;
結合タイプ 1=ベヴェルド結合

2=マイタード結合
3=ラウンド結合
4=ノッチド結合

SLM-左マージンの設定

SLM 距離;
距離 左マージンの長さ

SLPI-1インチあたりの行数設定

SLPI 値;
値 1インチあたりの行数

SLPP-1ページの行数,

SLPP 値;
値 1ページの行数

SLS-行間隔の設定

SLS 距離;
距離 行と行の間隔

SMLT-マイター限界を設定

SMLT 限界値;
限界値 線分が結合点を通過する長さの線幅に対する比率(デフォルトは10/最小は1)

SPD-ペン直径を設定

SPD 直径;
直径 線の太さ

SPL-ページ長さの設定

SPL 長さ;
長さ 上マージンから下マージンまでの距離

SPO-ページ方向の設定

SPO 方向;
方向 P=縦置き(ポートレート)

L=横置き(ランドスケープ)



プリスクライブコマンド一覧

5-24

SPSZ-用紙サイズの設定/縮小

SPSZ サイズ [,縮小率コード];
サイズ 0=カセットのサイズ

1=モナーク
2=ビジネス/コマーシャル#10
3=インターナショナルDL
4=インターナショナルC5
5=エグゼクティブ
6=レターサイズ
7=リーガルサイズ
8=ISO A4
9=JIS B5 
10=ISO A3
11=JIS B4
12=レジャーサイズ
13=ISO A5
14=ISO A6
15=JIS B6
16=コマーシャル#9
17=コマーシャル#6-3/4
18=ISO B5
19=カスタムサイズ（8×14.8 cm～31×45.8 cm）
20=B4→A4縮小
21=A3→A4縮小
22=A4→A4 98%縮小
23=ストックフォーム→A4縮小
24=ストックフォーム→B4縮小
31=はがき
32=往復はがき
33=OficioⅡ
50=Statement
51=Folio
52=洋形 2号
53=洋形 4号

縮小率コード 0=100% [カセットサイズ→カセットサイズ]
5=70% [A4→A5]
6=81% [JIS B5→A5]
7=86% [A4→JIS B5]
8=94% [A4→レター]
9=98% [A4→A4 98%]

SPW-ページ幅の設定

SPW 幅;
幅 左マージンから右マージンまでのページ幅

SRM-右マージンの長さ

SRM 距離;
距離 右マージンの長さ

SRO-ラスタ領域の設定

SRO プレゼンテーション・モード [ , 幅, 高さ];
プレゼンテーション・ 0=物理ラスタ方向

モード 1=論理ラスタ方向
幅 ラスタ領域の幅、1～4200ドット

高さ ラスタ領域の高さ、1～4200ドット
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SROP-ラスタオペレーションの設定

SROP値;
値 ROP3値：0～255 (デフォルト=252)

STAK-排紙トレイの選択

STAK トレイ;
トレイ 1=本体フェイスダウントレイ(順積)

2=本体フェイスアップトレイ(逆積)
3=ソータ・ユニット

STAT-ステータス・ページの印字

STAT [モード];
モード 0=ユーザ用ステータスページ(モードを省略した場合も同様)

1=サービス用ステータスページ

STM-上マージンの設定

STM 距離;
距離 上マージンの長さ

STR-ラスタ・グラフィック解像度の設定

STR 解像度;
解像度 75, 100, 150, 300, 600, 1200のいずれか

STRK-パスの描画

STRK;

SULP-アンダーラインの設定

SULP 距離, 設定;
距離 文字からアンダーラインまでの距離
太さ アンダーラインの太さ

TEXT-テキストの印字

TEXT ["文字列"] [ ,オプション] [ ,Uオプション];
文字列 印字する文字列

オプション 印字後のカーソル位置：
B=文字列の始め
E=文字列の終わり
L=1行下
N=次行の始め

Uオプション アンダーラインを付加

TPRS-テキストのパーシング・モード

TPRSモード;
(PCLのみ) モード 0：ANK (1バイト系)

1：シフトJIS (2バイト系)

TRSM-合紙の差込み印刷

TRSM 合紙モード[, 合紙トレイ番号];
合紙モード 0=オフ（省略時）

1=白紙差込み
2=コピーシート差込み

合紙トレイ番号 合紙のある給紙元番号



プリスクライブコマンド一覧

5-26

UNIT-位置や長さの単位設定

UNIT コード;
コード I=インチ(デフォルト)

C=センチ
P=プリンタのポイント
D=ドット
(1インチ = 2.54センチ = 72ポイント = 300ドットまたは600ドット)

UOM-インチあたり単位

UOM単位;
単位 96, 100, 120, 144, 150, 160, 180, 200, 225, 240, 288, 300 (デフォルト ), 360, 400, 450, 480,

600, 720, 800, 900, 1200, 1440, 1800, 2400, 3600, 7200のいずれか

VMAL-仮想メールボックスの別名指定 （ハードディスク装着時）

VMAL #1, "#2"[, #3];
#1 トレイ番号=別名を設定する仮想メールボックスのトレイ番号（1～255）
文字列=新しく別名を設定する仮想メールボックストレイの旧別名

#2 Aまたはa=未使用仮想メールボックストレイの最も小さい番号のトレイに別名をつける
#3 文字列＝"別名"（半角31文字以内
パスワード（1～65535の数字5桁以内）

VMOB-仮想メールボックストレイの追加指定 （ハードディスク装着時）

VMOB 仮想メールボックストレイ番号または別名;
 仮想メールボックストレイ番号 トレイ番号=仮想メールボックスのトレイ番号（1～255）

または別名 別名=仮想メールボックストレイにつけた文字列

VMPW-仮想メールボックスのトレイへのパスワード設定（ハードディスク装着時）

VMPW #1, #2, #3;
#1 0=マスターパスワード設定

1～255=パスワードを設定する仮想メールボックスのトレイ番号
文字列="別名"（半角31文字以内）

#2 0=仮想メールボックストレイ（#1）にパスワードが設定されていない場合
1～65535=仮想メールボックストレイ（#1）の現パスワード

#3 0=仮想メールボックストレイ（#1）パスワードを外す
1～65535=仮想メールボックストレイ（#1）の新パスワード

WRED-メモリー・カード書き込みの終了

WRED;

XPAT-パターンの生成(16×16ドット)

XPAT パターン番号,ビットマップ;
パターン番号
ビットマップ 100から105までの整数

ドットのパターンを表す文字列
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RES(リセット)コマンド参考：各エミュレーションのリセット状態一覧表

工場出荷時のまま使用している場合。

パラメータ 日本語エミュレーション
リセット後の設定(FRPOコマンド)

PCL 6

コマンド識別文字 R (P9) ←

エミュレーション・モード 11 (P1) 6 (P1)

長さの単位 インチ ←

印字枚数 1 (パネル設定) ←

給紙カセット 給紙カセット(R4) ←

用紙のサイズ カセット・サイズ(R2) ←

上マージン 0 (*1) 1/2インチ

左マージン 0 (*1) Left logical

右マージン 最大(*1) Right logical

下マージン 最大(*1) 1/2インチ

用紙方向 縦置き(C1) 縦置き(C5/2/3に依存)

行間隔 6 lpi (*2) 6 lpi (C5/2/3に依存)

文字間隔 10 cpi 10 cpi (C5/2/3に依存)

アンダーラインの太さ 4ドット ←

アンダーラインのベース・ラ
インからの距離

7ドット ←

初期設定のANKビットマッ
プ・フォント

FONT 1 (IBM5577：FONT 99) FONT 1 (C5/2/3)

初期設定のANKスケーラブ
ル・フォント

なし ←

フォント・モード 13 ←

代替フォントの割り当て 0 なし

国別コード 0 (U6) 0 (U6) (*1)

グラフィック線の太さ 3ドット ←

ラスタ・グラフィック解像度 75ドット/インチ ←

日本語の書式 横書き －

日本語スケーラブル・フォン
ト

なし －

←：「左欄と同じ」の意味。
(*1)：FRPOコマンドによって変更可能。
(*2)：エミュレーションにおけるデフォルト値を採用。

表 3-1
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SETFコマンド参考：代替フォント初期設定一覧表

P：プロポーショナル・ピッチ

フォント名 文字間隔(cpi) 本プリンタで使用される
フォント番号

代替フォント番号

PC-PR201/65Aエミュレーション

HSパイカ 10 1 0

HDパイカ 10 1 1

プロポーショナル P 2 2

エリート 12 6 3

コンデンス 17.1 15 4

VP-1000エミュレーション

Roman 10 10 1 0

Roman 12 12 6 3

Roman 15 15 7 4

Roman PS P 2 1

FMPR-359F1エミュレーション(FMモード)

パイカ 18～60 dot (180 dpi) 1 0

エリート 15～17 dot (180 dpi) 6 1

縮小 10～14 dot (180 dpi) 7 2

レギュラ　パイカ 18～60 dot (180 dpi) 1 3

エリート 15～17 dot (180 dpi) 6 4

縮小 10～14 dot (180 dpi) 7 5

プロポーショナル P 2 6

FMPR-359F1エミュレーション(F9450モード)

パイカピッチ 10 1 0

エリートピッチ 12 6 1

縮小 18 7 2

表 3-2 
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第 6章

ファームウェアパラメータ
6

本プリンタは、印刷設定に関する各種の情報を内部メモリーに記憶しています。これらの情報はプリスク
ライブFRPOコマンドによって登録・変更でき、電源投入時のプリンタの初期状態として設定されます。本
章ではFRPOコマンドと、そのパラメータの使用例を説明します。

ファームウェア設定........................................................................................... 6-2
各インタフェース独立FRPOパラメータ ........................................................... 6-3
インタフェース共有FRPOパラメータ............................................................... 6-6
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ファームウェア設定

現在のFRPOパラメータの設定値は、サービスステータ
スページで確認することができます。

お知らせ

FRPOパラメータを変更する前に、サービスステータス
ページを印刷しておくことをおすすめします。なお、
FRPO INITコマンドですべてのFRPOパラメータを、プ
リンタの初期状態にもどすこともできます。（!R! FRPO
INIT; EXIT;）

FRPOコマンドは以下の書式で実行します。

!R! FRPO  パラメータ,  設定値 ; EXIT;

例－エミュレーションをPC-PR201/65Aに設定

!R! FRPO P1, 11; EXIT;
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各インタフェース独立FRPOパラメータ
*1: エミュレーションによっては無視されます。
*2: オプション品装着時に有効です。
*3: 設定後はプリンタの電源を一度切るか、リセット後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定

上マージン A1
A2

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

0
0

左マージン A3
A4

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

0
0

ページの長さ A5
A6

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

17
30

ページの幅 A7
A8

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

17
30

ページ方向 C1 0: 縦置き（ポートレート）
1: 横置き（ランドスケープ）

0

起動フォント *1 C2
C3
C5

起動フォント番号の中2桁
起動フォント番号の最後2桁
起動フォント番号の最初の2桁

0
0
0

PCLフォント選択範囲 C8 0:  全内部フォントを選択対象とする
1: ビットマップフォントを対象外とする

0

KG-GLオプション G0 0: Aモード/フォームフォード付
1: Bモード（ページ中央）/フォームフィード付
2: Aモード/ペンをストールへ戻す
3: Bモード/ペンをストールへ戻す
4: Aモード固定/フォームフィード付
6: Aモード固定

0

KC-GLペン幅 G1-8 0～99ドット 1/2/3/4/
5/6/7/8

インタフェース・タイムアウト J2 5秒単位 6 （30秒）

自動改行モード J7 0: 自動改行を行う
1: 自動改行を行わない

0

KC-GL縮小モード J9 0: オフ
1: A2
2: A1
3: A0
4: B3
5: B2
6: B1
7: B0

0

横方向オフセット K0 -7～+3 （正数部）、単位はセンチ 0

K1 -99～+99 （小数部）、単位は1/100センチ 0

縦方向オフセット K2 -7～+3 （正数部）、単位はセンチ 0

K3 -99～+99 （小数部）、単位は1/100センチ 0

起動時の漢字フォント K4 1: 明朝体40ドット
2: ゴシック体40ドット
5: 明朝体48ドット
6: ゴシック体48ドット

0

新旧JISコードの切り換え
（E-21ページ参照）

K6 0: 新JISモード
1: 旧JISモード

0

表 6-1 次ページへ続く
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パラレルインタフェース・モード *3 O0 0: 標準モード
1: 高速モード
5: ニブル（高速）モード
70:自動（ネゴシエーション）モード

5

エミュレーションモード P1 6: PCL 6
8: KC-GL
9: KPDL （オプション）
11: PC-PR201/65A
12: IBM 5577
13: VP-1000
15: FMPR-359F1

6

キャリッジリターンの処理 *1 P2 0: 無視
1: CR
2: CR+LF

1

改行の処理 *1 P3 0: 無視
1: LF
2: CR+LF

1

KPDL自動切替え *2 P4 0: なし
1: 自動切替え

0

KPDL自動切替え先エミュレー
ション *2

P5 P1と同じ（9を除く） 6

FMPR-359F1エミュレーション時
のモード

P6 0: FMモード
1: F9450モード

0

AESオプション1
自動エミュレーション切替え
（AES）が起動するページ排出コ
マンド および処理動作*2

P7 AES起動後、KPDLまたは代替エミュレーションのどちらにも該
当しないデータは、KPDLで処理
0: すべてのページ排出コマンド
1: なし
2: すべてのページ排出コマンドおよびプリスクライブEXITコマ
ンド

3: プリスクライブEXITコマンドのみ
4: ^Lコマンドのみ
6: プリスクライブEXITコマンドおよび^Lコマンド
AES起動後、KPDLまたは代替エミュレーションのどちらにも該
当しないデータは、代替エミュレーションで処理
10: KPDL 印刷データ以外では、自動切替先エミュレーションで印
刷処理

10

AESオプション2 - プリスクライ
ブ !R! コマンド受信後のエミュ
レーション

P8 0: 現在のエミュレーション
1: 初期設定エミュレーション（P1）に変更
2: 代替エミュレーション（P5）に変更

2

フォントスイッチ R9 0: フォントオリエンテーション無効
1: フォントオリエンテーション有効

0

行間隔 *1 U0 インチあたりの行数/整数部分 6

行間隔 *1 U1 インチあたりの行数/小数部分 0

文字間隔 *1 U2 インチあたりの文字数/整数部分 10

文字間隔 *1 U3 インチあたりの文字数/小数部分 0

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 6-1 次ページへ続く
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内蔵フォントの国別コード U6 0: US ASCII
1: フランス
2: ドイツ
3: イギリス
4: デンマーク
5: スウェーデン
6: イタリア
7: スペイン
8: 日本
9: USリーガル
10: IBM PC-850 （マルチ言語）
11: IBM PC-860 （ポルトガル語）
12: IBM PC-863 （カナダフランス語）
13: IBM PC-865 （ノルウェー語）
14:ノルウェー語
15:デンマーク語2
16:スペイン語2
17:ラテンアメリカ

0

シンボルセット U7 0: エミュレーションと同じ
1: IBM
6: HP Roman-8

0

初期ANKアウトライン・フォント
サイズ *1

V0 起動時のANKアウトラインフォント・サイズの整数
上位2桁/設定有効範囲値：00～09

0

V1 起動時のANKアウトラインフォント・サイズの整数
下位2桁/設定有効範囲値：00～99

12

V2 起動時のANKアウトラインフォント・サイズの小数2桁
設定有効値：00, 25, 50, 75

0

初期ANKアウトラインフォント
名 *1

V3 起動時のANKアウトラインフォント名 Courier

漢字アウトライン・フォントサイ
ズ *1

V4 起動時の漢字アウトライン・フォントサイズの整数上位2桁
設定有効範囲:00～09

0

V5 起動時の漢字アウトライン・フォントサイズの整数下位2桁
設定有効範囲:00～99

10

V6 起動時の漢字アウトライン・フォントサイズの小数2桁
設定有効値:00, 25, 50, 75

0

初期漢字アウトライン・フォント
名 *1

V7 起動時の漢字アウトライン・フォント名 DFHSMINC
HO-W3

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 6-1 
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インタフェース共有FRPOパラメータ
*1: エミュレーションによっては無視されます。
*2: オプション品装着時に有効です。
*3: 設定後はプリンタの電源を一度切るか、リセット後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定

起動時のパターン解像度 B8 0: 300 dpi
1: N8と同じ

0

警告ブザー設定 D2 0: オフ
1: オン

0

受信バッファ容量
（ハードディスク）

H0 0～99（10 MB単位[0～990 MB]） 0

バッファしきい値*3 H6 0～99　受信データバッファ容量のパーセント 90

バッファ限界値*3 H7 0～99　受信データバッファサイズのパーセント 70

受信データバッファ容量*3 H8 0～99　FRPO S5の値で積算（0:5 Kバイト） 5

タイムアウトの時間 H9 0～99　5秒単位（0: オフ） 0

メモリーカードの起動パーティ
ション登録

I0 15バイト以内の"パーティション名"または'パーティション名' －

オプションインタフェースジョ
ブ制御*2

I7 0: なし
1: ^L（=0CH）を付加
2: ^D（=04H）を付加
3: ^L（=0CH）+^D（=04H）を付加
7: ^D（=04H）+^L（=0CH）を付加

0

縮小率 J0 0: 100 %
5: 70 %
6: 81 %
7: 86 %
8: 94 %
9: 98 %

0

ステータス送信制御 M1 0: なし
1: ステータスを送信

0

起動時のインタフェース *3 M2 2: パラレルインタフェース
3: ネットワークインタフェース
5: USB インタフェース

2

バッファ容量オプション *3 M3 0: 自動
1: バッファ容量を指定（固定）
プリンタの各インタフェースのバッファサイズは、M4からM7の
バッファ比率として指定します。

1

バッファ容量比率（2） *3 M5 第1バッファの比率（パラレルインタフェース） 5

バッファ容量比率（3） *3 M6 オプションインタフェースを装着した場合の第2バッファの比率 5

バッファ容量比率（4） *3 M8 オプションインタフェースを装着した場合の第3バッファの比率 5

KIRの設定 N0 0: オフ
2: オン

2

両面印刷モードの選択
（両面ユニット[DU-400]装着時）

N4 0: オフ
1: ロングエッジモード（長辺綴じ）
2: ショートエッジモード（短辺綴じ）

0

スリープタイマ時間 N5 1～48　5分単位（5～240分） 3（15分）

エコプリントの設定 N6 0: オフ
2: オン

0

表 6-2 次ページへ続く
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システム解像度 N8 0: 300 dpi
1: 600 dpi

1

PCLリソース保護 N9 0: オフ
1: パーマネントリソースを保護して環境をリセット
2: パーマネント/テンポラリ・リソースを保護

0

コマンド認識文字 P9 33～99のASCIIコード 82 (R)

自動カセット切替え R1 0: オフ
• 用紙が無くなった際に、指定の給紙カセット間で自動切り替
え

1: 給紙カセット1←→2 
2: 給紙カセット1←→3
3: 給紙カセット2←→3
4: 給紙カセット1←→2←→3
5: 給紙カセット1←→4
6: 給紙カセット2←→4
7: 給紙カセット3←→4
8: 給紙カセット1←→2←→4
9: 給紙カセット1←→3←→4
10:給紙カセット2←→3←→4
11: 給紙カセット1←→2←→3←→4
12:給紙カセット1←→5 
13:給紙カセット2←→5
14:給紙カセット3←→5
15:給紙カセット4←→5
16:給紙カセット1←→2←→5
17:給紙カセット1←→3←→5
18:給紙カセット1←→4←→5
19:給紙カセット2←→3←→5
20:給紙カセット2←→4←→5
21:給紙カセット3←→4←→5
22:給紙カセット1←→2←→3←→5
23:給紙カセット1←→2←→4←→5
24:給紙カセット1←→3←→4←→5
25:給紙カセット2←→3←→4←→5
26:給紙カセット1←→2←→3←→4←→5
• 用紙が無くなった際に、同じサイズの用紙がセットされてい
る給紙カセット間で自動切り替え

99:プリンタに装着している全てのペーパーフィーダ間で切り替
えを行う（多目的トレイが優先モードの場合を除く）。

99

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 6-2 次ページへ続く
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用紙サイズ R2 0: 給紙カセットのサイズ（R4参照）
1: モナーク
2: ビジネス/コマーシャル#10
3: ISO DL
4: ISO C5
5: エグゼクティブ
6: レターサイズ
7: リーガルサイズ
8: ISO A4
9: JIS B5
10: A3
11: B4
12:レジャーサイズ
13: ISO A5
14: ISO A6
15: JIS B6
16:コマーシャル#9
17:コマーシャル#6-3/4
18: ISO B5　
19:カスタムサイズ
20: B4→A4縮小
21: A3→A4縮小
22: A4→A4 98 %縮小
23:ストックフォーム→A4縮小
24:ストックフォーム→B4縮小
30: ISO C4
31:はがき
32:往復はがき
33: Oficio II
39: 8開
40: 16開
50: Statement
51: Folio
52:洋形2号（封筒）
53:洋形4号（封筒）

0

初期給紙元 R4 0: 多目的トレイ
1: 給紙カセット1
2: 給紙カセット2（オプションペーパーフィーダ）
3: 給紙カセット3（オプションペーパーフィーダ）
4: 給紙カセット4（オプションペーパーフィーダ）
5: 給紙カセット5（オプションペーパーフィーダ）

1

ページ保護モード R5 1: 自動
4: オン

1

多目的トレイの用紙サイズ R7 0: ISO A4/その他はR2と同じ 0

A4/レターサイズの共通給紙 S4 0: オフ
1: オン

0

ホストバッファ容量積算値
（H8の値と積算）

S5 0: 10 KB
1: 100 KB
2: 1 MB

1

RAMディスク容量 S6 1～1024（MB）
（使用できる容量は、［プリンタの総メモリー］－［24 MB］です。）

50

RAMディスクモード S7 0: オフ
1: オン

0

多目的トレイ給紙モード *3 T0 0: カセットモード
1: 優先モード

0

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 6-2 次ページへ続く
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ワイドA4モード
（10 ptピッチ、78字/行）

T6 0: オフ
1: オン

0

起動時のステータスページの印
刷

U5 0:  印刷しない
1:  印刷する

0

クーリエおよびレターゴシック
のフォントタイプ選択 *3

V9 0: クーリエ＝ダーク
レターゴシック＝ダーク

1: クーリエ＝レギュラー
レターゴシック＝ダーク

4: クーリエ＝ダーク
レターゴシック＝レギュラー

5: クーリエ＝レギュラー
レターゴシック＝レギュラー

5

給紙カセット選択モード（PCL） X9 0: 用紙種類の設定によって給紙カセットを切り替え
1: カセットの用紙サイズによって自動的に給紙カセットを切り
替え

0

エラー時の自動継続印刷（ [印刷
可/解除] キーを押して解除するエ
ラーのみ）

Y0 0: オフ
1: オン

0

自動継続印刷時のエラー解除時
間

Y1 0～99　5秒単位 6 （30秒）

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 6-2 
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付録 A

フォント
0

この章では、本プリンタに搭載されているフォントについて説明します。フォントとは、特定のデザインの
文字のセットで、スケーラブルあるいはビットマップの別、文字コードセット、間隔、ピッチ、高さ、スタイ
ル、ストローク、および書体などの属性を持っています。本プリンタは和文スケーラブルフォント２書体と
欧文スケーラブルフォント45書体、欧文ビットマップフォント1書体を内蔵しています。また３種類のOCR
フォントも内蔵しています。

内蔵フォント一覧 ..............................................................................................A-2
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内蔵フォント一覧

以下は、本プリンタの内蔵フォントの一覧です。操作パネルからフォントリストを印刷することもできます。フォント
リストの印刷手順については、1-16ページのフォントリストの印刷を参照してください。

プリンタ内蔵フォント以外の外部フォントを、オプションのメモリーカードまたはハードディスクに保存し、オプショ
ンフォントとして使用することもできます。

次ページへ続く
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付録 B

インタフェース
0

この章では、プリンタのパラレルインタフェースとUSBインタフェースのピンの割り当てや信号の意味な
どについて説明します。

パラレルインタフェース ...................................................................................B-2
USBインタフェース ..........................................................................................B-4
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パラレルインタフェース

パラレルインタフェースのコミュニケー
ションモード

本プリンタのパラレルインタフェースは高速データ転
送に対応しています。パラレルインタフェースモードは
操作パネルから切り換えることができます。1-48ページ
のパラレルインタフェースモードの設定を参照してく
ださい。

お知らせ

IEEE1284規格に準拠したパラレルプリンタケーブルを
お使いください。

ニブル（コウソク）モード（初期設定）

IEEE1284規格に準拠した高速転送スピードで、データ
の送受信を行います。通常この設定を変更する必要はあ
りません。

ジドウモード

接続したコンピュータによって自動的にモードを切り
替えます。

ノーマルモード

プリンタはパラレルインタフェースによって標準の通
信方法を行います。

コウソクモード

プリンタとコンピュータの間を高速データ転送するこ
とが可能です。（プリンタをワークステーションに接続
した時に正しく印刷できない場合は、このモードを選択
してください。）

パラレルインタフェース信号

パラレルインタフェースコネクタの各ピンの信号は以
下の表の中に明記しています。アスタリスク（*）が付い
た信号は、負論理の信号であることを示しています。表
の「入 /出力」はプリンタ側から見て入力か出力かを示し
ています。

ピン 入/出力 コンピュータの信号

1 入 Strobe* [nStrobe]

2 入/出 Data 0 [Data 1]

3 入/出 Data 1 [Data 2]

4 入/出 Data 2 [Data 3]

5 入/出 Data 3 [Data 4]

6 入/出 Data 4 [Data 5]

7 入/出 Data 5 [Data 6]

8 入/出 Data 6 [Data 7]

9 入/出 Data 7 [Data 8]

10 出 Acknowledge* [nAck]

11 出 Busy [Busy]

12 出 Paper Empty [PError] FRPO O2=2のとき
は、紙無し状態に戻る

13 出 Online (Select) [nSelect] FRPO O2=2のと
きはオフライン状態に戻る

14 入 Auto-feed [nAutoFd]

15 - 使用せず

16 - 0 V DC

17 - 筐体グラウンド

18 - +5 V DC

19 - グラウンド

20 - グラウンド

21 - グラウンド

22 - グラウンド

23 - グラウンド

24 - グラウンド

25 - グラウンド

26 - グラウンド

27 - グラウンド

28 - グラウンド

29 - グラウンド

30 - グラウンド

31 入 Ignored [nInit]

32 出 Error* [nFault] FRPO O2=2のときはエ
ラー状態に戻る

33 - 使用せず

34 - 使用せず

35 出 Power Ready

36 入 Select In [nSelectIn]

［ ］内はジドウモードとニブル（コウソク）モード
（IEEE1284）での信号名です。 ジドウモードとニブル（コウ
ソク）モードでは、双方向通信で用いられます。

表 B-1 
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信号の概要は次のとおりです。

Strobe* [nStrobe] （ピン1）
この信号がLからHに変わったときに、プリンタがData 0
[1] からData 7 [8] の信号線をラッチ。

Data 0 [1] からData 7 [8] （ピン2～9）
コンピュータからプリンタへ送られるデータの1バイト
を形成する8本の信号線。Data 7 [8] が最上位ビット。

Acknowledge* [nAck] （ピン10）
データ受信の終了をLパルスで表示。

Busy [Busy] （ピン11）
データ受信のできない状態をH、受信可能をLで表示。

Paper Empty [PError] （ピン12）
印刷データがあるか、用紙無しの状態をHで表示。

Online (Select) [nSelect] （ピン13）
プリンタのオンラインをH、オフライン状態をLで表示。

+5 V DC （ピン18）
プリンタの+5 V DCラインに接続。（+5 V±0.5 V、最大
400 mA、ヒューズ付き）

Error* [nFault] （ピン32）
プリンタにエラーが発生した状態をLで表示。

Power Ready （ピン35）
プリンタの電源が投入されている間H状態。

お知らせ

Paper Empty、OnlineおよびError信号の制御は、FRPO
O2パラメータで設定します。
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USBインタフェース

本機のUSB(ユニバーサルシ リ アルバス ) インタフェー
スは、Full-Seed USB 2.0に準拠しています。USB インタ
フェースの仕様と信号は次のとおりです。

仕様

基本仕様

Full-Seed USB 2.0に準拠しています。

コネクタ

プリンタ：Bレセプタクル（メス）アップストリームポート

ケーブル：Bプラグ（オス）

ケーブル

5 m以下のFull-Seed USB 2.0適合ケーブル。シールドさ
れているケーブル線を使用してください。

転送モード

フルスピード（最大12 Mbps）

電源コントロール

自己電源デバイス

インタフェース信号

USB 接続ピン割り当て

ピン 信号 説明

1 Vbus 電源 (+5 V) 
2 D- データ転送用
3 D+ データ転送用
4 GND 信号グラウンド

シェル シールド
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付録 C

オプションについて
0

この章では各オプション機器の装着方法について説明します。各オプションに付属のマニュアルも合わせ
てお読みください。

オプションの名称とはたらき ............................................................................C-2
各オプション機器の装着方法 ............................................................................C-4
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オプションの名称とはたらき

本プリンタには以下のオプションが用意されています。

オプションの取り付け手順については、各オプション付属の説明書をお読みください。拡張メモリー、ネットワークイ
ンタフェースカード、ハードディスクおよびメモリーカードの取り付け手順については、C-4ページに説明があります。
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ペーパーフィーダPF-400

プリンタの下に最大4つを積み重ねて装着できます。給
紙可能な用紙サイズは、A3、B4、A4（横送り）、A4（縦送り）
B5、A5、およびOther（148～297 mm×210～432 mm）で
す。1つのペーパーフィーダに最大250枚を収納できま
す。

両面印刷ユニットDU-400

プリンタの背面に装着できます。このユニットを装着す

ることによって、用紙の両面を印刷できます。

ネットワークインタフェースカード

プリンタの背面に装着できます。NetWare、TCP/IP、
EtherTalkなどのネットワークプロトコルによりネット
ワークと通信できます。これにより、ネットワークに接

続した複数のコンピュータ（Windows、UNIX、Macintosh
など）からの印刷が可能になります。

ハードディスク

プリンタメイン基板上の専用スロットに装着できます。

ハードディスクを装着することによって、電子ソートや

ジョブリテンション機能などのe-MPS機能が使用可能
になります。本プリンタで使用できるハードディスクに

ついては京セラミタジャパン株式会社正規特約店、また

は弊社お客様相談窓口にお問い合わせください。電話番

号は最終ページをご覧ください。

メモリーカード

プリンタ背面のスロットに装着できます。メモリーカー

ドを装着することによって、オプションフォント、マク

ロ、フォームなどを書き込むことができます。本プリン

タで使用できるメモリーカードについては京セラミタ

ジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓

口にお問い合わせください。電話番号は最終ページをご

覧ください。

拡張メモリー（DIMM）

プリンタメイン基板上の拡張メモリー用スロットに装

着できます。本プリンタで使用できるメモリー につい
ては京セラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊

社お客様相談窓口にお問い合わせください。電話番号は

最終ページをご覧ください。

KPDL3アップグレードキット

プリンタメイン基板上のソケットに装着できます。

ROMを装着することによって、関数、イディオムの認
識、CIDフォント機構などの機能を持つPostScript Level3
互換の印刷が可能になります。また和文2フォント、欧文
136フォントが使用できます。
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各オプション機器の装着方法

プリンタへのメモリーの増設

本機は、標準で16 MBのメモリーを搭載しています。さ
らにメモリーを増設することによって、RAMディスク
として使用できる容量を増やしたり、電子ソート機能に
よって複数部数の印刷処理を高速化させることができ
ます。また、メモリーを増設することによって、多くの
フォントやマクロをプリンタにダウンロードすること
ができるようになります。

本機のメイン基板上に用意されている、メモリー増設用
スロットに、オプションの拡張メモリーを増設すると、
最大144 MBまでプリンタのメモリーを拡張することが
できます（増設メモリーが128 MBの場合）。

注意

拡張メモリーの装着は京セラミタジャパン株式会社正
規特約店、または弊社お客様相談窓口へお申し付けくだ
さい。電話番号は最終ページをご覧ください。お客様自
身が装着を行った結果起きた破損、障害につきまして
は、弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承くださ
い。

対応拡張メモリー

拡張メモリーの容量については、京セラミタジャパン株
式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口へお申し
付けください。電話番号は最終ページをご覧ください。

お知らせ

以降の説明は、作業を行うサービス担当者に対するもの
です。

メイン基板およびメモリー取り扱い上の注意

衣類やカーペットなどを通して人体に蓄積される静電
気は、半導体を数多く搭載したメモリーには大敵です。
静電気による破壊からメモリーを保護するために、装着
前に次の事がらについてご注意ください。

• メモリーは、プリンタに装着する直前まで静電気防止
袋から取り出さないでください。

• メモリーに触れる前に、アースなどで人体の静電気を
除去してください。

• メモリーを取り扱う際は、プリント配線部分には触れ
ずに必ず基板の端を持ってください。

拡張メモリーの装着

拡張メモリーはメイン基板上のソケットに差し込みま
す。以下の手順で装着してください。

1 プリンタの電源を切り、電源コードとプリンタに
接続しているケーブルをすべて取り外してくだ
さい。

2 プリンタ右側面のネジ 1 本を取り外し、サイドカ
バーを取り外してください。
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サイドカバーを取り外すと、メイン基板上に
DIMM装着用ソケットがあります。

3 オプションの拡張メモリーをパッケージから取
り出してください。

4 ソケット両端にあるストッパを開き、メモリーの
端子部を基盤側に向け、切り欠き部分とソケット
の突起部分が合うようにしてまっすぐに差し込
んでください。

5 ストッパを閉じて、装着した拡張メモリーを固定
してください。

6 拡張メモリーの装着後、逆の手順でサイドカバー
をプリンタに装着し、ネジで固定してください。

メモリーの取り外し

取り付けたメモリーを取り外す場合は、ソケット両端に
あるストッパを外側に開いてください。拡張メモリーは
ソケットから外れます。

メモリー拡張の確認

拡張メモリーを装着後、正しく装着されたか次の方法で
確認してください。

1 プリンタの電源スイッチがオフになっているこ
とを確認してから電源コードをプリンタにつな
ぎ、プリンタの電源を入れてください。

2 操作パネルの［メニュー］キーを押してください。
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3 ［ ］または［ ］キーを「ステータスページ ノ イ
ンサツ」 が表示されるまで押してください。

4 ［実行］キーを2 回押してください。

5 ステータスページが印刷されますので、表示され
ているメモリーの容量を確認してください。メモ
リーの増設が正しく行われていれば、装着したメ
モリーの情報が表示され、トータルメモリーの表
示が増加しています。（工場出荷時のメモリーサ
イズは16 MB です。）

プリンタドライバの設定

プリンタにメモリーを追加したら、このメモリーが有効
になるように、次の手順でプリンタドライバを設定しま
す。

1 Windows のスタートボタンをクリックして、コン
トロールパネル→プリンタとその他のハード
ウェア→プリンタとFAXの順にクリックし、プリ
ンタとFAXウィンドウを開きます。

お知らせ

コントロールパネルの下にプリンタとFAXが表
示されている場合は、これをクリックして、プリ
ンタとFAXウィンドウを開きます。

2 Kyocera Mita LS-6020 KX のアイコンをマウスの
右ボタンでクリックして、プロパテ ィをクリック
します。プロパテ ィダイアログボックスが表示さ
れますので、デバイス設定タブをクリックしま
す。

3 プリンタに装着されたメモリーサイズの合計を
搭載メ モ リーボックスに入力します。最大144
MBまで指定できます。

ペーパーフィーダ（PF-400）

ペーパーフィーダ（PF-400）は、プリンタの下側に装着し
ます。

オプションのペーパーフィーダの取り付け方法につい
ては、PF-400の使用説明書を参照してください。

両面ユニット(DU-400）

両面印刷ユニットは、プリンタの背面に装着します。

オプションのドキュメントフィニッシャの取り付け方
法については、DU-400の使用説明書を参照してくださ
い。

PF-400

DU-400
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ネットワークインタフェースカード

オプションのネットワークインタフェースカードは、プ
リンタ後面のオプションインタフェーススロットに差
し込みます。装着の際はネットワークインタフェース
カードに付属している説明書もあわせてお読みくださ
い。

注意

• ネットワークインタフェースカードの装着は京セ
ラミタジャパン株式会社正規特約店、または弊社お
客様相談窓口へお申し付けください。お客様自身が
装着を行った結果起きた破損、障害につきまして
は、弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承く
ださい。お客様相談窓口の電話番号は最終ページを
ご覧ください。

• 作業を行う前に、アースなどで人体の静電気を除去
してください。

お知らせ

以降の説明は、作業を行うサービス担当者に対するもの
です。

1 プリンタの電源を切り、電源コードおよび、プリ
ンタケーブルを取り外してください。

2 ネジ2本を外してオプションインタフェーススロッ
トカバーを取り外してください。

3 ネットワークインタフェースカードを挿入し、手
順2で外したネジ2本で固定してください。

4 ネットワークケーブルを接続してください。

5 プリンタの電源を入れ、操作パネルからネット
ワークアドレスを設定してください。詳細につい
ては1-48ページのインタフェースを参照してく
ださい。
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ハードディスク

ハードディスクはプリンタのメイン基板上の専用ス
ロットに装着します。ハードディスクをプリンタに装着
すると、e-MPS 機能を使用することができ、電子ソート
機能で複数部数の印刷処理を高速化することが可能に
なります。

使用できるハードディスクについては京セラミタ株式
会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にお問い合
わせください。電話番号は最終ページをご覧ください。

注意

• ハードディスクの装着は京セラミタジャパン株式
会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口へお申
し付けください。お客様自身が装着を行った結果起
きた破損、障害につきましては、弊社は一切の責任
を負いかねますのでご了承ください。お客様相談窓
口の電話番号は最終ページをご覧ください。

• 作業を行う前に、アースなどによって人体の静電気
を除去してください。

お知らせ

以降の説明は、作業を行うサービス担当者に対するもの
です。

1 プリンタの電源を切り、電源コードおよび、プリ
ンタケーブルを取り外してください。

2 プリンタ右側面からネジ 1 本を取り外し、サイド
カバーを取り外してください。

3 ハードディスクを専用ソケットに装着してくだ
さい。

4 ハードディスクの装着後、逆の手順でサイドカ
バーをプリンタに装着し、ネジで固定してくださ
い。

装着後は、ハードディスクのフォーマットが必要
です。フォーマットについては、1-54 ページの
ハードディスクの操作をお読みください。
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メモリーカード

メモリーカードは、プリンタ後面にあるメモリーカード
スロットに差し込みます。メモリーカードはオプション
フォントなどを書き込めるカードです。

使用できるメモリーカードについては京セラミタジャ
パン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口に
お問い合わせください。電話番号は最終ページをご覧く
ださい。

1 プリンタの電源を切ってください。

注意

プリンタの電源を入れたままメモリーカードを
差し込んだり、抜いたりしないでください。プリ
ンタの電源を入れたままメモリーカードを抜く
と、プリンタ内部の電子部品やメモリーカードが
破損することがあります。

2 メモリーカードをメモリーカードスロットに差
し込んでください。メモリーカードの表側を左側
にし、止まるまで押し込んでください。

装着後はメモリーカードのフォーマットが必要
です。フォーマットについては、1-50ページのメ
モリーカードの操作をお読みください。
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プリンタの仕様

項目 仕様

印刷方式 電子写真方式、レーザー走査

印刷速度（コピーモード） 片面印刷 A4：20ページ/分（MPトレイ：20ページ/分）
B4：13ページ/分（MPトレイ：13ページ/分）
A3：11ページ/分（MPトレイ：11ページ/分）

両面印刷 A4：20ページ/分
B4：13ページ/分
A3：11ページ/分

解像度 Fast 1200モード
600 dpi（水平および垂直）KIRによるスムージング機能付き
300 dpi（水平および垂直）KIRによるスムージング機能付き

ファーストプリン ト（A4） 10秒以下（印刷するデータによって異なる。）

ウォームアップ時間（23℃） 28秒以下（スリープモード時）
30秒以下（電源投入時 )

CPU PowerPC 405 （200 MHz）

メインメモリー 標準16 MB（最大144 MBまで増設可能）

OS Windows 95/98/Me, Windows NT/2000/XP, Macintosh, Linux

インタフェース パラレル：IEEE1284
USB：Full-Speed USB 2.0
オプション：ネットワークインタフェースカード（KUIO-LV）

メモリーカードスロット 1（コンパクトフラッシュ）

ハードディスクスロット 1（マイクロドライブ）

セルフテスト 起動時に実行

最大印刷許容ページ数 65,000ページ/月

標準印刷ページ* 3,000ページ/月

ドラム OPC

現像方式 1成分乾式現像

主帯電方式 スコロトロン帯電（+）

転写方式 ローラ転写（-）

分離方式 小径曲率分離 + 分離チャージャ（+）

ドラムクリーニング方式 カウンタブレード

ドラム除電方式 LEDよる光除電

定着方式 ヒートローラおよびプレスローラ

トナー節約方式 エコプリント（EcoPrint）モード

使用用紙 普通紙（第2章 参照）

給紙トレイおよび容量 給給紙カセット：A5 ～A3/レジャー（ユニバーサルカセット）、約250 枚収納（厚さ0.1 mm）
多目的トレイ：70×148 mm～297×450 mm、約100 枚収納（厚さ0.1 mm）

排紙トレイ容量 フェイスダウントレイ：約250枚（厚さ0.1 mm）

設置環境 温度：10～32.5 ℃
湿度：20～80 ％RH
推奨環境：23 ℃、60 ％RH
海抜：2,000 m以下
照度：1,500 lx以下

* 標準印刷ページとは、本プリンタで日常的に印刷する際の目安です。平均の月間印刷ページ数を標準印刷ページ数以内でご使用いただく ことによ

り、本プリンタをより快適にご利用いただく ことができます。また、標準印刷ページ数は最大で5年間使用するための目安にもなります。

表 D-1
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電源 AC100 V、50/60 Hz、8.9 A
電圧変動範囲： ±10％
周波数変動範囲： ±2％

消費電力 最大消費電力： 893 W以下
通常使用時： 413 W
待機時： 123Ｗ
待機時（スリープモード時）：7.3Ｗ以下

稼動音（ISO7779準拠［バイス
タンダ位置、正面音圧レベ
ル］）

印刷時： 49 dB以下
待機時： 33 dB以下
スリープモード時： 測定限界以下

外形寸法 幅467×高さ310×奥行き410 mm

本体質量 18 kg （本体のみ）

項目 仕様

表 D-1
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文字コード表

JIS漢字コード表 ................................................................................................E-2
IBM（シフトJIS）漢字コード表 .....................................................................E-12
OCRキャラクタコード表.................................................................................E-19
新/旧JISコード対応表 ......................................................................................E-21
PCL-Jコード表 ................................................................................................E-23
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JIS漢字コード表

ご注意：コード28XX～2FXXは、エミュレーションによって異なる場合があります。
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付表：非漢字部分縦書き用
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IBM（シフトJIS）漢字コード表

• この表では非漢字部分は横書き文字を示しています。縦書き文字についてはE-18ページの付表をご参照ください。

• 以下のコードには文字が定義されていないため、本表では省略しています。これらのコードを指定した場合は空白
が出力されます。
8040～80FF、8540～85FF、EB40～F9FF、FD40～FFFF
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付表：非漢字部分縦書き用
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OCRキャラクタコード表

OCR-AK

OCR-BK



OCRキャラクタコード表
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OCR-K
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新/旧JISコード対応表

漢字コード表には旧JIS（1978年版）と新JIS（1983年版）があります。本プリンタは工場出荷時には新JISコードに対応する
ように設定されていますが、プリスクライブ FRPO K6コマンドのパラメータを変更することによって（FRPO K6, 0;→
FRPO K6, 1;）、旧JISコードにも対応させることができます。第6章 ファームウェアパラメータ参照)

• 表の見方：表中同じコードの文字で、左側（78）が旧JISモードでの文字、右側（83）が新JISコードでの文字です。
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PCL-Jコード表

• この表では非漢字部分は横書き文字を示しています。縦書き文字についてはE-37ページの付表をご参照ください。

• f000～ f7ffには文字が定義されていないため、本書では省略しています。これらのコードを指定した場合は空白が出
力されます。
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付表：非漢字部分縦書き用
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用語集 - 2

dpi（dots per inch）
解像度を表す単位です。1インチにプリントするドット
数を表します。

IEEE1284
プリンタとコンピュータを接続する標準的な規格です。
この規格は IEEE（Institute of Electrical and Electronic
Engineers）で1994年に制定されました。

KIR（Kyocera Image Refinement）
京セラ独自のスムージング機能です。この機能はプリン
タの解像度をソフト的に向上させ、高品質な印刷を実現
します。初期設定ではオンに設定されています。

KM-NET VIEWER
ネットワーク上のプリンタの状態を確認できます。付属
のCD-ROM（Kyocera Mita Digital Library）に収録されて
いる、ネットワークマネージメントツールです。

Kyocera Mita Digital Library
本プリンタに付属のCD-ROMです。このCD-ROMには、
使用説明書、プリンタドライバ、ユーティリティソフト
などが添付されています。

MB（mega bytes）
データの量を表す単位です。1 MBは1,024 KB（=1,048,576
bytes）に相当します。

RAMディスク
プリンタのメモリーの一部を利用した仮想ディスク装
置で、プリンタの総メモリーの中から、任意のメモリー
サイズをRAMディスクとして設定することによって、
電子ソート（印刷時間の短縮）などの機能が使えるよう
になります。

アウトラインフォント
アウトラインフォントではフォントの輪郭を数式に
よって記録しており、この数式の値を変更することで文
字の拡大、縮小などを行います。フォントの輪郭が数式
で記録されているため、拡大しても輪郭のなめらかな美
しい印刷が行えます。フォントサイズは0.25ポイント単
位で最大999.75ポイントまで設定することができます。

エコプリント（EcoPrint）
トナーを節約するための印刷モードです。エコプリント
モードでの印刷は通常モードでの印刷よりも薄くなり
ます。初期設定ではエコプリントモードはオフに設定さ
れています。

エミュレーション
他のプリンタと同じように機能することです。本プリン
タはPCL、PC-PR201/65A、IBM5577、EPSON VP-1000、
FMPR-359FIのエミュレーションを備えています。

オフライン
受信したデータを処理しない状態です。印刷するにはオ
ンラインに切り替えてください。

オンライン
受信したデータを処理して印刷できる状態です。

拡張メモリー
プリンタのメモリー容量を増やすための増設用のメモ
リー（オプション）です。本プリンタは1つの拡張ソケッ
トを装備しており、16 MB、32 MB、64 MB、128 MB の
DIMMの内から増設できます。本プリンタで使用できる
DIMMについては京セラミタジャパン株式会社正規特
約店、または弊社お客様相談窓口にお問い合わせくださ
い。電話番号は最終ページをご覧ください。

カセットモード
多目的トレイの動作モードです。このモードは、給紙カ
セットと同じように用紙を連続して給紙することがで
きます（約100枚）。

ステータスページ
ステータスページを印刷すると、搭載メモリー容量、総
印刷枚数、給紙元の設定などプリンタに関する様々な情
報を確認することができます。

スリープモード
省電力のために設けられているプリンタの動作モード
で、プリンタ本体の操作やデータの送受信が一定の時間
行われないとスリープモードに移行します。スリープ
モード時は電力の消費は最小に抑えられます。スリープ
モードへの移行時間は初期設定で15分に設定されてい
ますが、操作パネルから設定を変更することができま
す。
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操作パネル
プリンタ上部にあります。操作パネルにはインジケー
タ、キーおよびメッセージディスプレイがあります。イ
ンジケータやメッセージディスプレイはプリンタの状
態を表示します。また、キーを押すことによって、プリン
タのオンラインとオフラインを切り替えたり、印刷を
キャンセルしたりすることができます。

多目的（MP）トレイ
プリンタの給紙トレイです。封筒、ハガキ、OHPシート、
ラベル用紙などを印刷するときは、給紙カセットではな
く多目的トレイから給紙してください。

パラレルインタフェース
パラレルインタフェースを使用した場合、プリンタとコ
ンピュータ間のデータ転送は8ビットで行われます。本
プリンタは、IEEE1284準拠の双方向通信に対応してい
ます。

プリスクライブ（PRESCRIBE）コマンド
京セラミタプリンタに搭載されている独自のプリンタ
制御言語で、プリンタに必要な様々な設定を行うことが
できます。また、テキストフォーマットで記述されたわ
かりやすいコマンドであるため、容易にプログラミング
を行うことができます。

プリンタドライバ
アプリケーションで作成したデータを印刷するために
使用するソフトウェアです。プリンタドライバは、プリ
ンタに付属のCD-ROM（Kyocera Mita Digital Library）に
収録されています。プリンタに接続したコンピュータに
インストールしてください。

優先モード
多目的トレイの動作モードです。このモードでは、多目
的トレイに用紙をセットしている場合には他の給紙元
を選択していても多目的トレイから優先して給紙しま
す。初期設定ではカセットモードに設定されています
が、操作パネルから優先モードに切り替えることができ
ます。

ラスタライズ
文字や画像の印刷データを、プリンタで印刷するために
小さな点の集まりとして表現することです。
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